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「静岡県・島田市金谷の茶畑」（静岡分会）
表紙写真は、三保海岸からの富士山です。三保松原は2013年6月に富士山とともに世界文化遺産

に登録されましたが、歌川広重の浮世絵など多くの絵画や和歌等にも登場しています。その一角に
は天女伝説で知られる羽衣の松があり、一度は訪れたい場所です。なお、富士山は同誌にたびたび
登場しており、2016年1月号にも「御殿場からの眺め」が掲載されています。
上掲は、静岡県島田市金谷の茶畑。お茶と言えば静岡と言われるくらい有数の産地で、2020年産
では全国シェア36％を占めています。コロナ禍の影響から消費低迷が懸念されますが、皆さんの消
費拡大を期待しています。
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◎「アメリカ2018年農業法」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-
4350）、「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-7503）、「農政トラ
イアングルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL03-3492-2990）
までお問い合わせください。

食と農の貿易ルール入門
基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

2023年まで5年間のアメリカ農業政策のあり方を規定
する農業法が成立
○農業所得の大幅減に対し、不足払いを15％引き上げる
○トランプ政権による農場保護の動きが加速化

アメリカ2018年農業法
所得保障の引き上げ・強まる農場保護の動き

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

服部信司 著

作山 巧 著

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。

「農政改革」下の農業・農村
神山安雄 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

－減反・転作対応から地域産業興しの拠点へ－

水田活用新時代

谷口信和・梅本 雅・千田雅之・李 侖美 著

「日本酪農への提言」
持続可能な発展のために

米価下落、TPP・自由化路線に抗し、
水田を地域農業・産業の拠点として
活かすための実践的提案の書

小林信一 著
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2012年1月号の表紙を飾った「厳冬の給餌風景」（バックナンバーより）
今回は、遡ること10年前の同誌2012年1月号の表紙写真です。厳しい冬の北海道でたくましく育つ
馬と給餌する職員との風景です。提供されたのは家畜改良センター十勝牧場の山内健治さん、とても
良い写真なので掲載させていただきました。
なお、このときは緊急座談会として「TPP交渉参加への協議開始をめぐって」がテーマでしたが、

今やアメリカやEUをはじめ各国とのEPAやFTA、さらにはRCEPなど、貿易協定や経済連携等により
農林水産物の市場開放は一気に進んでいます。
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み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
も
と
づ
く
令

和
四
年
度
の
補
助
事
業
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
か
ら

の
有
機
農
業
生
産
者
グ
ル
ー
プ
へ
の
説
明
や
打
診

が
始
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
有
機
農

業
の
取
組
面
積
を
耕
地
面
積
の
二
五
％
、
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
推
進
政
策
が
動
き
出
し
て

い
る
。
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
で
は
、
二
〇
二
五
年
ま

で
に
一
〇
〇
の
市
町
村
が
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
宣
言

し
、
そ
れ
ら
が
全
国
に
有
機
農
業
を
広
げ
て
い
く
拠
点
と
な
る
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
は
市
町
村
が
支
援
の
主
導
的
な
役
割

を
担
う
有
機
農
産
物
の
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
ユ
ニ
ッ
ト

で
、
①
地
域
ぐ
る
み
の
有
機
農
業
生
産
振
興
、
②
食
品
加
工
・
流

通
業
者
な
ど
の
食
品
産
業
と
の
連
携
、
③
広
域
的
な
産
消
提
携
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
に
よ
る
消
費
拡
大
と
い
っ
た
こ
と
が

目
を
引
く
。
こ
れ
ま
で
有
機
農
業
で
重
視
さ
れ
て
き
た
地
産
地

消
、
農
産
物
の
個
人
宅
配
・
直
売
で
の
販
売
が
否
定
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
り
広
域
的
な
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
に
よ
っ
て
有
機
農
業
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
施
策

の
よ
う
で
あ
る
。

本
誌
二
〇
二
一
年
一
二
月
号
の
特
集
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
―
そ
の
可
能
性
と
現
実
性
―
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
補
助
対
象
と
な
る
取
り
組
み
の
具
体
例
に
も
ス
マ
ー
ト
農
業

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
次
世
代
技
術
が

列
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
新
た
な
栽
培
技
術
の
実
証
、
成

果
の
普
及
」、「
栽
培
技
術
・
経
営
力
向
上
に
係
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
の
導
入
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
な
ど

を
導
入
し
て
生
産
性
向
上
と
経
営
規
模
拡
大
を
実
現
す
る
有
機
農

業
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
技
術
革
新
に
偏
っ
て
お
り
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
に
お
い
て
も
産
地
リ
レ
ー
体
制
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構

築
、
地
域
外
都
市
と
の
提
携
と
い
っ
た
有
機
農
産
物
の
広
域
流
通

へ
の
高
い
関
心
が
み
て
と
れ
る
。
そ
こ
に
は
有
機
農
業
に
関
わ
る

人
た
ち
が
重
視
し
て
き
た
「
人
」
や
「
信
頼
」
と
い
っ
た
文
言
は

な
い
。
自
然
の
生
態
系
や
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
ま
と

ま
り
、
風
土
、
歴
史
と
と
も
に
培
わ
れ
て
き
た
有
機
農
業
の
厚
み

が
軽
視
さ
れ
、
有
機
農
産
物
は
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
の
農

産
物
で
あ
る
と
い
う
表
面
的
な
有
機
農
業
推
進
政
策
に
陥
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

日
本
の
有
機
農
業
の
代
表
的
な
地
域
の
一
つ
で
あ
る
埼
玉
県
小

川
町
の
有
機
農
業
か
ら
「
人
」
と
「
信
頼
」
の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。
小
川
町
有
機
農
業
生
産
グ
ル
ー
プ
に
は
お
よ
そ
七
〇
名
あ

ま
り
の
農
業
生
産
者
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
て
、
小
川
町
や
そ

の
近
隣
で
有
機
農
業
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
二
九
名
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

回
答
結
果
か
ら
有
機
農
業
経
営
は
五
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
た
。

「
経
営
確
立
型
」（
六
戸
）、「
兼
業
安
定
型
」（
四
戸
）、「
定
年
後

み
ど
り
戦
略
に
翻
弄
さ
れ
な
い
有
機
農
業
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生
き
が
い
型
」（
八
戸
）、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
重
視
型
」（
三
戸
）、

「
若
年
挑
戦
型
」（
八
戸
）
で
あ
る
。「
経
営
確
立
型
」
は
長
年
に

わ
た
る
営
農
経
験
か
ら
自
ら
の
理
念
に
沿
っ
た
独
自
の
有
機
農
業

を
確
立
し
て
お
り
、
生
産
グ
ル
ー
プ
を
牽
引
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
。
兼
業
安
定
型
は
家
族
の
な
か
に
会
社
員
な
ど
が
い
て
生

計
を
支
え
て
い
る
農
家
で
、「
定
年
後
生
き
が
い
型
」
は
年
金
を

ベ
ー
ス
に
し
て
食
料
の
自
給
や
地
域
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
家
で
あ
る
。「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
重
視
型
」
と
「
若
手
挑
戦

型
」
の
農
家
は
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
就
農
し
た
人
で
、
前
者

は
生
産
拡
大
で
は
な
く
自
然
と
農
業
の
囲
ま
れ
た
生
活
を
実
現
す

る
こ
と
を
重
視
し
、
後
者
は
栽
培
作
物
や
販
売
方
法
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
で
独
自
の
有
機
農
業
を
模
索
し
て
い
る
。
有
機
農
業
で

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
標
や
そ
の
た
め
の
手
法
は
ま
す
ま
す

多
様
化
し
て
お
り
、
多
様
性
は
有
機
農
業
の
重
要
な
特
質
に
な
っ

て
い
る
。

「
信
頼
」
に
つ
い
て
も
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
、
農

地
や
住
宅
の
借
り
入
れ
で
あ
る
。
有
機
農
業
の
圃
場
は
雑
草
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
農
家
は
農
地
を
貸
し
た
が
ら
な
い
。
有

機
農
業
生
産
の
実
績
が
あ
り
周
辺
住
民
か
ら
の
信
頼
を
得
て
い
る

研
修
先
の
農
家
な
ど
の
仲
介
で
、
新
規
参
入
者
は
農
地
な
ど
を
よ

う
や
く
借
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
品

加
工
業
者
な
ど
へ
の
有
機
農
産
物
販
売
も
、
有
機
農
業
の
取
り
組

み
や
考
え
方
へ
の
共
鳴
、「
信
頼
」
に
基
礎
に
お
い
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
レ
ス
ト
ラ
ン
は
規
格
外
品
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
メ

ニ
ュ
ー
も
収
穫
状
況
に
応
じ
て
変
更
す
る
。

む
ろ
ん
有
機
農
業
に
は
技
術
革
新
は
不
要
で
、
経
営
規
模
や
市

場
拡
大
が
見
込
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
栽
培
中
の
作
物

の
害
虫
の
天
敵
な
ど
を
予
め
引
き
寄
せ
て
お
く
た
め
の
バ
ン
カ
ー

プ
ラ
ン
ツ
栽
培
や
栽
培
作
物
の
畝
間
の
表
土
が
覆
わ
れ
る
よ
う
に

密
植
し
て
害
虫
の
発
生
を
抑
制
す
る
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
と
い
っ
た

病
虫
害
の
管
理
技
術
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
。「
若
年
挑
戦
型
」
に

分
類
さ
れ
た
有
機
農
家
の
よ
う
に
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
や
移
動
販
売
、

団
体
と
の
提
携
な
ど
の
出
荷
方
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
経
営
規
模

を
拡
大
し
、
新
し
い
有
機
農
業
経
営
の
モ
デ
ル
を
切
り
開
き
つ
つ

あ
る
。

欧
州
で
も
村
お
こ
し
や
歴
史
・
風
土
と
結
び
つ
い
た
農
業
、
自

律
し
た
生
き
方
の
表
現
と
し
て
有
機
農
業
を
続
け
る
人
た
ち
が
い

る
一
方
で
、「
ド
イ
ツ
へ
の
輸
出
拡
大
な
ど
で
有
機
農
業
は
儲
か

る
し
政
策
支
援
も
手
厚
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
有
機
農
業
で
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。」
と
話
す
農
業
生
産
者
に
出
会
う
こ
と
が

あ
る
。
有
機
農
業
経
営
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
の
農
法
と
い

う
だ
け
で
、
有
機
農
業
が
い
つ
ま
で
も
消
費
者
の
共
感
と
高
評
価

を
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
日
本
の
有
機
農
業
は
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
翻
弄
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
有
機
農
業
を
実
現
す
る
と
い
う
視

点
か
ら
将
来
を
見
据
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ｍ
ｙ
）
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政
権
交
代
は
新
た
な
経
済
社
会
像
を
も
た
ら
す
か

二
〇
一
三
年
一
二
月
か
ら
二
〇
二
一
年
一
〇
月
ま
で
の
八
年
一

〇
カ
月
の
長
期
に
及
ん
だ
安
倍
・
菅
内
閣
が
退
陣
し
岸
田
内
閣
が

誕
生
し
た
。
同
じ
自
公
与
党
の
枠
内
で
の
政
権
交
代
と
は
い
え
、

岸
田
首
相
が
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
へ
の
反
省
を
謳
い
、「
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
」
を
標
榜
す
る
か
ら
に
は
、
ど
の
よ
う
な

政
策
上
の
継
続
と
転
換
が
農
政
の
領
域
で
起
き
つ
つ
あ
る
か
を
検

証
す
る
こ
と
は
、
日
本
農
業
が
重
大
な
転
換
点
に
置
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
へ
の
適
切
な
農
政
上
の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
年
頭
に
あ
た
り
、
こ

の
点
の
検
証
を
通
し
て
今
後
の
日
本
社
会
の
あ
り
方
の
一
端
を
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

政
権
交
代
の
直
前
九
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム
サ

ミ
ッ
ト
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
菅
首
相
は
食
料
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
①
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
通
じ
て

「
生
産
性
の
向
上
と
持
続
可
能
性
の
両
立
」、
②
自
由
で
公
正
な

貿
易
の
維
持
・
強
化
、
③
各
国
・
地
域
の
気
候
風
土
、
食
文
化
を

踏
ま
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
し
た
。

そ
し
て
、
政
権
交
代
後
の
一
一
月
二
日
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
）
の

世
界
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
岸
田
首
相

は
、
①
菅
首
相
が
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
突
然
に
宣
言
し
た
二
〇

五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
②
二
〇
二
一
年
四
月
に
米
国

主
催
の
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
菅
首
相
が
二
〇
三
〇
年
度
に
温
室

効
果
ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｇ
を
二
〇
一
三
年
度
比
で
四
六
％
削
減
し
、
さ
ら

に
五
〇
％
削
減
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
す
る
と
い
う
国
際
公
約
を

そ
の
ま
ま
反
復
・
踏
襲
し
た
。

年
頭
所
感
―
み
ど
り
戦
略
と
日
本
農
業
の
再
編

谷
口
信
和

東
京
大
学
名
誉
教
授
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と
こ
ろ
で
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
上
位
に
位
置
す

る
と
さ
れ
る
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
は
二
〇
二

〇
年
一
二
月
一
五
日
の
改
訂
で（
1
）、
①
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
拡
大
実
効
戦
略
を
新
た
に
策
定
し
、
プ
ラ
ン
の
第
一
章
「
国

外
の
需
要
を
さ
ら
に
取
り
込
む
た
め
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
促
進
」
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
②
二
〇
二
一
年
五
月
ま
で

に
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」（
以
下
で
は
み
ど
り
戦
略

と
略
記
）
を
策
定
し
、
他
の
政
策
と
と
も
に
新
規
追
加
の
第
一
二

章
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
農
林
水
産
政
策
の
強
化
」
に
組
み

込
む
こ
と
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
と
み
ど
り
戦
略
を
今
後
の
政
策
の
α
（
入
口
）
と
ω
（
出
口
）

に
し
て
、そ
の
他
の
諸
政
策
を
挟
み
込
む
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
戦
略（
車

の
両
輪
政
策
）
の
提
起
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
、
二
〇
二
一
年
五
月
の
み
ど
り
戦
略
策
定
後
の
六
月
二

五
日
の
プ
ラ
ン
改
訂
で
は
農
産
物
輸
出
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
の
加
速
化
、
み
ど
り
戦
略
と
い
う
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
戦
略（
車
の
両
輪
政
策
）が
再
現
さ
れ
る
と
と
も
に
、

み
ど
り
戦
略
に
つ
い
て
は
「
農
林
水
産
業
の
グ
リ
ー
ン
化
を
通
じ

た
成
長
産
業
化
の
実
現
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
の

が
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
農
産
物
輸
出
を
起
点
に
し
て
、
規
模

拡
大
を
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
農
林

水
産
業
の
グ
リ
ー
ン
化
・
成
長
産
業
化
を
図
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク

が
明
瞭
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
向
は
岸
田
政
権
成
立
直
後
の
二
〇
二
一
年
一
一
月

一
八
日
の
プ
ラ
ン
改
訂
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
等

に
よ
る
成
長
産
業
化
〜
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
推
進
〜

に
よ
っ
て
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
と
農
林
水
産
業
の
グ
リ
ー

ン
化
（
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
）
を
図
る
と
い
う
、
よ
り

明
瞭
な
車
の
両
輪
政
策
に
純
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
に
は
岸
田
首

相
肝
煎
り
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
ス
パ
イ
ス
が
ま
ぶ

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
従
来
の
路
線
の
継
承
だ
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

新
自
由
主
義
的
農
政
路
線
の
強
化
・
再
来

こ
う
し
た
中
で
心
配
さ
れ
る
の
は
現
場
実
態
を
踏
ま
え
た
十
分

な
熟
議
を
経
ず
に
、
再
び
農
地
政
策
・
水
田
農
業
政
策
（
米
の
生

産
調
整
政
策
）
な
ど
の
重
要
施
策
に
お
い
て
矢
継
ぎ
早
に
新
自
由

主
義
的
な
農
政
改
革
方
針
が
提
起
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
二
つ
だ
け
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
農
地
所
有
適
格
法
人
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
農
水
省
が
農

業
関
係
者
以
外
の
出
資
割
合
を
過
半
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例

を
検
討
し
、
次
期
通
常
国
会
に
関
連
法
案
の
提
出
を
企
図
し
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る（
2
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ａ
�
認

定
農
業
者
と
し
て
五
年
以
上
の
実
績
を
あ
げ
、
ｂ
�
地
域
の
農
地

利
用
の
将
来
像
を
描
く
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
上
で
、
ｃ
�
機
械
導
入
や
設
備
投
資
な
ど
経
営
計
画
の
作
成
、

年頭所感―みどり戦略と日本農業の再編 �������������������
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な
ど
の
複
数
の
要
件
を
満
た
し
た
法
人
が
希
望
す
る
場
合
に
、
農

水
大
臣
が
特
例
を
認
め
る
仕
組
み
だ
と
い
う
。

認
定
後
に
農
業
関
係
者
の
決
定
権
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

農
地
の
違
反
転
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
認
定
を
取
り
消
し
、
従

来
の
農
地
所
有
適
格
法
人
に
戻
す
が
、
適
格
法
人
の
要
件
を
満
た

せ
な
い
場
合
に
は
国
が
農
地
を
買
収
す
る
措
置
も
検
討
す
る
。
ま

た
、
重
要
な
意
思
決
定
に
関
し
て
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
特
別
な

株
式
「
黄
金
株
」
を
発
行
す
る
仕
組
み
も
措
置
し
、
農
業
関
係
者

の
出
資
割
合
が
五
〇
％
未
満
で
も
農
地
転
用
な
ど
を
拒
否
で
き
る

よ
う
に
す
る
ら
し
い
。
農
水
省
は
与
党
と
の
調
整
を
経
て
、
二
〇

二
二
年
の
通
常
国
会
へ
関
連
法
の
提
案
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
狙
い
に
つ
い
て
の
背
景
は
十
分
に
は
分
か
ら
な
い

が
、
論
点
は
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
二
〇
一
四
年
に
国
家
戦
略

特
区
に
認
定
さ
れ
た
兵
庫
県
養
父
市
で
は
特
例
措
置
に
よ
っ
て
農

地
所
有
権
を
得
て
参
入
し
た
一
般
企
業
（
六
社
）
に
と
っ
て
は
、

経
営
面
積
（
三
一
・
〇
五
ha
）
に
占
め
る
所
有
農
地
（
一
・
六
五

ha
）
の
割
合
（
五
・
三
％
）
は
極
め
て
小
さ
い
上
に
（
九
四
・
七

％
は
リ
ー
ス
に
よ
る
わ
け
だ
）、そ
の
面
積
も
拡
大
し
て
お
ら
ず
、

農
地
所
有
権
の
取
得
が
農
業
へ
の
参
入
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要

だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
養
父
市

以
外
の
国
家
戦
略
特
区
で
こ
う
し
た
特
例
措
置
を
希
望
す
る
自
治

体
が
制
度
発
足
か
ら
七
年
も
経
過
し
て
一
例
も
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る（
3
）。
一
般
企
業
が
農
地
所
有
適
格
法
人
に
対
し
て

過
半
の
出
資
に
よ
り
農
業
参
入
す
る
こ
と
の
意
味
は
農
地
所
有
権

の
確
保
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
農
地
所
有
権
を

持
ち
う
る
特
区
に
お
い
て
も
一
般
企
業
が
積
極
的
に
農
地
所
有
を

拡
大
さ
せ
る
と
い
う
現
実
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

二
つ
は
議
決
権
を
有
さ
な
い
株
式
（
議
決
権
制
限
株
式
）
の
取

得
を
通
じ
て
の
株
式
譲
渡
制
限
株
式
会
社
で
あ
る
農
地
所
有
適
格

法
人
へ
の
一
般
企
業
の
参
加
＝
農
業
参
入
は
認
め
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

そ
し
て
、
三
つ
は
一
般
企
業
が
農
業
に
参
入
し
た
い
と
い
う
強

い
意
思
を
も
つ
な
ら
ば
、
山
林
な
ど
の
非
農
地
を
所
有
権
取
得

し
、
開
墾
し
て
農
地
利
用
す
れ
ば
済
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
恐

ら
く
そ
う
し
た
努
力
を
あ
え
て
し
な
く
て
も
、
リ
ー
ス
の
道
さ
え

拓
け
れ
ば
耕
作
放
棄
地
だ
け
で
な
く
、
優
良
農
地
で
す
ら
容
易
に

借
り
入
れ
で
き
る
条
件
は
全
国
各
地
に
溢
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。
一
般
企
業
の
側
に
農
地
の
所
有
権
取
得
を
通
じ
た
農
業
参

入
へ
の
強
い
希
望
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
注
意
を
要
す
る
動
き
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
二
は
二
〇
二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
の
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
に
お
け
る
飼
料
用
米
へ
の
助
成
の
後
退
傾
向
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
産
の
主
食
用
米
の
二
〇
年
産
に
対
す
る
生
産
調
整
は

六
・
三
万
ha
に
及
び
、
七
・
一
万
ha
か
ら
一
一
・
六
万
ha
へ
と
四

・
五
万
ha
の
作
付
面
積
増
加
を
実
現
し
た
飼
料
用
米
が
最
大
の
受
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け
皿
と
な
っ
た（
4
）。
こ
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
は
飼
料
用
米
へ
の
追
加
支
払
い
を
中
心
と
す
る
二
四
〇
億

円
の
手
当
て
が
必
要
と
さ
れ
た
。
主
食
用
米
の
大
面
積
の
生
産
調

整
の
受
け
皿
と
し
て
の
飼
料
用
米
の
意
義
は
後
に
再
度
考
察
す
る

と
し
て
、
財
務
省
は
こ
の
よ
う
な
飼
料
米
用
米
の
増
加
傾
向
に
対

し
て
重
大
な
異
議
申
し
立
て
を
し
て
き
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
①
食

需
要
を
超
え
て
生
産
さ
れ
た
主
食
用
米
を
飼
料
用
米
と
し
て
活
用

し
て
自
給
率
向
上
を
め
ざ
し
た
り
、
主
食
用
米
の
価
格
下
支
え
を

す
る
よ
う
な
市
場
介
入
政
策
は
採
用
す
べ
き
で
は
な
く
、
②
内
外

の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
作
物
生
産
に
資
す
る
べ
く
、
水
田
の

畑
地
化
・
汎
用
化
を
通
じ
て
野
菜
な
ど
の
高
収
益
作
物
に
シ
フ
ト

す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る（
5
）。

こ
う
し
た
財
務
省
の
意
向
に
沿
っ
て
、
①
に
対
し
て
は
二
〇
二

二
年
度
予
算
で
農
水
省
は
、
ａ
�
前
年
度
よ
り
も
主
食
用
米
の
減

少
の
受
け
皿
と
な
っ
て
作
付
面
積
が
拡
大
し
た
場
合
の
転
換
作
物

拡
大
加
算
（
一
・
五
万
円
／
一
〇
ａ
）
を
廃
止
し
、
ｂ
�
飼
料
用

米
で
実
需
者
と
三
年
以
上
の
複
数
年
契
約
し
た
場
合
の
追
加
配
分

（
一
・
二
万
円
／
一
〇
ａ
）
は
二
二
年
産
か
ら
の
新
規
契
約
を
廃

止
す
る
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〜
二
一
年
産
で
の
既
存
契
約
分
に
だ

け
六
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
に
減
額
し
た
配
分
を
認
め
、
飼
料
用
米

助
成
の
方
向
を
大
き
く
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た（
6
）。

反
対
に
、
②
に
対
し
て
は
新
市
場
開
拓
用
米
（
輸
出
米
）
や
加

工
用
米
、
高
収
益
作
物
（
野
菜
等
）
や
麦
・
大
豆
の
支
援
を
行
う

「
水
田
リ
ノ
―
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
二
〇
年
度
第
三
次
補
正
予

算
で
新
設
し
て
二
九
〇
億
円
の
予
算
を
手
当
し
て
い
た
が
、
二
一

年
度
補
正
予
算
で
は
さ
ら
に
一
三
〇
億
円
増
額
し
て
四
二
〇
億
円

と
し
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
振
興
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
前

者
は
輸
出
に
絡
む
水
稲
作
、
後
者
は
畑
作
物
と
し
て
の
高
収
益
作

物
で
あ
っ
て
、
輸
出
を
起
点
と
し
て
成
長
産
業
化
を
図
る
と
い
う

上
述
し
た
活
力
創
造
プ
ラ
ン
農
政
に
沿
っ
た
政
策
転
換
だ
と
い
っ

て
よ
い
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
策
転
換
方
向
に
対
し
て
財
務
省
は
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
飼
料
用
米
の
よ
う
に
「
水
田
の

転
作
地
の
大
半
が
収
益
性
が
低
く
補
助
金
交
付
の
多
い
転
作
作
物

に
充
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
交
付
対
象
面
積
に
つ
い
て
、
大

規
模
経
営
体
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
点
」
を
問
題
視
す
る

に
至
っ
た
。
今
後
の
農
業
の
成
長
産
業
化
を
担
う
べ
き
大
規
模
経

営
体
の
収
益
性
や
生
産
性
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ

る（
7
）。
し
か
し
、
冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
飼
料

用
米
の
よ
う
な
単
価
の
低
い
飼
料
作
物
は
小
規
模
経
営
体
が
作
付

し
て
採
算
が
取
れ
る
は
ず
は
な
く
、
大
規
模
経
営
体
が
規
模
の
経

済
の
十
分
な
発
現
を
条
件
と
し
て
作
付
す
る
以
外
に
取
り
組
み
よ

う
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
水
田
農
業
を
中
心
と
す
る
日
本
農
業
は

飼
料
用
米
を
有
力
な
自
給
飼
料
基
盤
と
し
た
耕
畜
連
携
を
通
じ
た

地
域
農
業
を
再
構
築
す
る
中
で
し
か
、
食
料
自
給
率
向
上
を
実
現

し
、
み
ど
り
戦
略
が
め
ざ
す
地
球
温
暖
化
対
応
を
首
尾
よ
く
実
践
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
論
じ

る
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
農
業
の
外
的
環
境
と
基
本
問
題

今
日
の
世
界
と
日
本
の
経
済
社
会
は
気
候
危
機
、
新
型
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
、
経
済
格
差
に
基
づ
く
分
断
と
対
立
の
危
機

と
い
う（
8
）、
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た

ら
し
た
三
つ
の
危
機
の
渦
中
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

三
つ
の
危
機
の
克
服
は
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
へ
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
修
正
す
る
作
業
を
不
可
欠
な
歴

史
的
課
題
と
し
て
我
々
に
投
げ
か
け
て
い
る
。

そ
の
際
、
気
候
危
機
は
他
の
二
つ
の
危
機
の
土
台
を
構
成
す
る

と
と
も
に
、
世
紀
単
位
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
26
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
2
等
の
削
減
＝
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
目
標
年
次
が
二
〇
五
〇
年
と
い
う
長
期
的

な
展
望
で
示
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
一
世
紀
末
の
地
球
温
暖
化

抑
制
（
＋
一
・
五
℃
目
標
）
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
な
環
境
の
下
に
あ
る
日
本
農
業
の
根
本
問
題

と
し
て
筆
者
は
、
①
低
い
食
料
自
給
率
、
②
耕
作
放
棄
地
・
荒
廃

農
地
の
広
範
な
存
在
、
③
農
業
の
「
担
い
手
」
不
足
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
持
続
的
な
農
業
と
食
料
確
保
の
危
機
を
指
摘
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
の
脱
却
の
道
筋
は
、
①
耕
作
放
棄
地

・
荒
廃
農
地
を
「
復
旧
」
し
（
＝
入
口
）、
②
そ
こ
に
多
種
多
様

な
農
業
者
＝
「
多
様
な
担
い
手
」
の
活
躍
す
る
場
を
「
創
造
」
し

（
＝
経
路
）、
③
輸
入
農
産
物
を
代
替
す
る
多
種
多
様
な
国
産
農

産
物
の
生
産
拡
大
を
通
じ
て
（
＝
出
口
）、
食
料
自
給
率
向
上
を

実
現
し
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
通
じ
て
、
地
域
農
業
を
ベ
ー

ス
に
し
た
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る（
9
）。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
水
省
の
政
策
文
書
だ
け
で
な
く
、
農
業

団
体
の
文
書
で
も
「
少
子
化
・
高
齢
化
」
を
起
点
と
し
た
人
口
減

少
に
と
も
な
う
国
内
農
産
物
市
場
の
縮
小
か
ら
始
ま
る
フ
レ
ー
ズ

が
異
口
同
音
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
子
化
（
人

口
減
少
）・
高
齢
化
（
胃
袋
の
縮
小
）
↓
国
内
農
産
物
（
食
品
）

市
場
の
縮
小
↓
国
際
農
産
物
（
食
品
）
市
場
の
拡
大
に
対
応
し
た

外
需
＝
輸
出
指
向
型
国
内
農
業
発
展
コ
ー
ス
選
択
↓
低
賃
金
外
国

人
労
働
力
に
依
拠
す
る
規
模
拡
大
と
法
人
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
通
じ
た
輸
出
農
産
物
（
食
品
）
の
低
価
格
化
・
競
争
力
獲
得

↓
農
産
物
（
食
品
）
輸
出
拡
大
を
通
じ
た
国
内
農
業
生
産
の
拡
大

↓
食
料
自
給
率
向
上
、
と
い
っ
た
ロ
ジ
カ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
暗
黙
の

承
認
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
起
点
と
な
る
少
子
化
・
高
齢
化
に
と
も
な

う
国
内
農
産
物
市
場
の
縮
小
と
い
う
点
を
実
態
に
即
し
て
吟
味
し

て
み
た
い
。
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国
内
農
産
物
市
場
の
最
新
局
面

図
は
農
産
物
の
国
内
消
費
仕
向
量
（
国
内
生
産
量
＋
輸
入
量
―

輸
出
量
―
在
庫
増
加
量
）
＝
国
内
農
産
物
市
場
の
推
移
を
二
〇
〇

〇
年
度
以
降
の
最
新
局
面
に
つ
い
て
、
耕
種
農
産
物
と
畜
産
物
・

魚
介
類
に
分
け
て
指
数
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
期
で
は

な
く
最
新
の
局
面
に
し
た
の
は
、
第
一
に
、
二
〇
〇
八
年
を
境
に

し
て
日
本
の
総
人
口（
10
）が
そ
れ
ま
で
の
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ

た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
二
〇
一
〇
年
に
戦
後
生
ま
れ
が
人
口

の
七
七
・
〇
％
に
達
し
た
上
に
、
戦
後
の
団
塊
世
代
が
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
三
に
、
全
て
の
年
齢
世
代

に
お
い
て
戦
後
世
代
の
影
響
が
決
定
的
と
な
っ
て
、
統
計
に
現
れ

る
食
料
消
費
構
造
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
人
口
の
減
少
は
指
数
的
に
み
れ
ば
わ
ず
か
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
の
消
費
仕
向
量
は
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
な
変
動
を
示
し
て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
消

費
仕
向
量
は
人
口
の
増
減
で
は
な
く
、
一
人
あ
た
り
消
費
量
の
変

化
に
規
定
さ
れ
た
変
動
を
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
大
局
的
に
み
れ
ば
耕
種
農
産
物
で
は
消
費
仕
向
量
の

低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
畜
産
物
で
は
増
加
傾
向
が

と
く
に
二
〇
〇
八
年
以
降
に
顕
著
だ
と
い
う
対
照
的
な
動
き
が
み

図 農産物国内消費仕向量の推移（2000年＝100）
耕種農産物 畜産物・魚介類

（注）1．2000年度を100とする耕種農産物、畜産物・魚介類の国内消費仕向量の推移を示した。
2．肉類は牛肉・豚肉・鶏肉、牛乳・乳製品は飲用向けと乳製品向けの内訳も示した。
3．総人口（外国人を含む）は各年10月1日現在の推計を2000年を基準として表示した。

（出所）総人口は総務省統計局「人口推計」、国内消費仕向量は農水省「食料需給表」に基づき作図した。
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９



ら
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
料
消
費
の
重
点
が
依
然
と
し

て
耕
種
農
産
物
か
ら
畜
産
物
に
移
行
す
る
動
き
が
支
配
的
で
、
畜

産
物
消
費
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
日
本
の
特
徴
が
あ
る
と
み

ら
れ
る
。

第
三
に
、
耕
種
農
産
物
は
、
①
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
米
・
か
ん
し
ょ
・
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん（
11
）、
②
二
〇

一
二
〜
一
三
年
ま
で
大
局
的
に
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
明
ら
か
な
反
転
増
加
に
転
じ
た
と
う
も
ろ
こ
し
と
大

豆
、
③
複
雑
な
増
減
変
動
を
示
し
て
い
る
そ
の
他
（
小
麦
・
り
ん

ご
・
ば
れ
い
し
ょ
）
に
区
分
さ
れ
る
。

第
四
に
、
魚
介
類
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
。第

五
に
、
肉
類
は
二
〇
〇
一
年
に
発
生
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿

状
脳
症
）
に
よ
り
牛
肉
の
消
費
仕
向
量
が
激
減
し
た
が
、
二
〇
〇

五
年
ま
で
は
豚
肉
に
よ
る
代
替
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
鶏
肉
に

よ
る
代
替
が
進
む
中
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
の
牛
肉
の
復
活
も
あ

っ
て
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
全
体
と
し
て
明
確
な
増
加
傾
向
に
転

じ
て
い
る
（
た
だ
し
、
自
給
率
は
低
下
し
て
い
る
）。
そ
の
際
、

肉
類
の
消
費
仕
向
量
増
大
の
牽
引
者
が
大
家
畜
（
牛
）
か
ら
中
家

畜
（
豚
）
を
経
て
小
家
畜
（
鶏
）
に
移
行
し
て
、
穀
物
飼
料
依
存

型
家
畜
の
意
義
が
増
大
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。第

六
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
飲
用
向
け
の
二
〇
一
四
年
ま
で
の

減
少
傾
向
の
影
響
を
受
け
て
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
は
減
少
傾
向
を

示
す
が
、
そ
れ
以
降
は
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
向
け
消
費
仕
向
量

の
急
増
に
牽
引
さ
れ
て
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
（
た
だ
し
、
自

給
率
は
低
下
し
て
い
る
）。
こ
う
し
た
中
で
飲
用
向
け
も
二
〇
一

四
年
以
降
は
微
増
に
転
じ
て
い
る
。

第
七
に
、
鶏
卵
の
消
費
仕
向
量
は
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る

が
、
二
〇
一
七
年
以
降
は
微
増
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
個
別
の
品
目
ご
と
の
検
討
を
踏
ま
え
て
再
度
整

理
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
畜
産
物
が
二
〇
〇
八
〜

一
〇
年
頃
を
転
換
点
と
し
て
か
な
り
明
瞭
な
消
費
仕
向
量
の
増
加

局
面
に
入
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
魚
介
類
の
継

続
的
な
減
少
傾
向
は
全
体
と
し
て
の
人
口
動
態
と
は
関
り
が
な

く
、
昭
和
戦
前
世
代
と
戦
後
世
代
の
食
料
消
費
構
造
の
差
違
（
前

者
は
魚
介
類
の
、
後
者
は
畜
産
物
の
消
費
性
向
が
強
い
）
と
人
口

構
成
の
転
換
（
戦
後
世
代
の
比
重
増
大
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

第
二
に
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
と
う
も
ろ
こ
し
消
費
仕
向
量
の

顕
著
な
増
加
傾
向
は
、
肉
類
消
費
仕
向
量
の
増
加
が
肉
類
輸
入
量

の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
品
目
別
自
給
率
が
低
下
す
る
中

に
あ
っ
て
も
国
内
畜
産
が
増
産
傾
向
に
転
じ
、
と
う
も
ろ
こ
し
輸

入
量
が
増
加
局
面
に
入
っ
た
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
食
肉
の
国
内
需
要
が
増
加
す
る
国
内
畜
産
（
肉
用
牛
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・
豚
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
に
お
い
て
は
飼
料
穀
物
と
し
て
の
飼
料
用

米
や
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
に
対
す
る
需
要
が
発
生
す
る
条
件
が
登

場
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
今
日
の
局
面
の
重
要
な
特
徴
を
み
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
に
輸
入
食
肉
を
代
替
す
る
国
内
畜
産
の
発

展
が
加
わ
れ
ば
、
国
産
飼
料
穀
物
に
対
す
る
需
要
は
一
層
高
ま
る

こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
耕
畜
連
携
に
よ
る
国
内
農
業
発
展

の
芽
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
九
五
％
以
上
の
高
い
自
給
率
が
維
持
さ
れ
て
い
る
鶏

卵
の
場
合
は
、
消
費
仕
向
量
の
増
大
は
そ
の
ま
ま
国
内
生
産
の
増

加
と
結
び
つ
く
か
ら
、
こ
こ
で
も
国
産
飼
料
穀
物
に
対
す
る
需
要

が
発
生
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
場
合
は
事
情
が
や
や
複
雑
で
あ

る
。
消
費
仕
向
量
の
全
量
が
国
産
で
あ
る
飲
用
向
け
は
増
加
が
わ

ず
か
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
顕
著
な
増
加
を
示
す
乳
製
品
向
け
は

増
加
が
も
っ
ぱ
ら
輸
入
チ
ー
ズ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
た

め
、
国
内
生
産
量
が
低
迷
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
国
内
の
生
乳

生
産
の
増
加
は
輸
入
チ
ー
ズ
を
代
替
で
き
る
国
産
チ
ー
ズ
の
開
発

・
普
及
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
五
に
、
大
豆
は
油
糧
用
と
食
用
の
両
者
で
消
費
仕
向
量
が
増

大
し
て
お
り
、
国
産
大
豆
は
全
量
が
食
用
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
需
要
に
国
内
生
産
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
整
理
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
国
内
需
要
が
増

加
し
て
い
る
畜
産
物
に
つ
い
て
は
需
要
増
加
分
だ
け
で
な
く
、
輸

入
代
替
を
も
含
め
て
国
内
生
産
が
増
加
す
る
可
能
性
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
輸
入
と
う
も
ろ

こ
し
の
代
替
を
も
含
め
て
国
内
の
飼
料
基
盤
を
拡
大
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
需
要
の
長
期
的
な
減
少
傾
向
が
依
然
と
し
て
継

続
し
て
い
る
食
用
米
に
振
り
向
け
ら
れ
る
水
田
を
、
飼
料
用
米
を

中
心
と
す
る
飼
料
穀
物
の
作
付
に
回
す
こ
と
が
最
も
理
に
か
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

み
ど
り
戦
略
の
下
で
の
国
内
農
業
再
編
の
方
向

以
上
の
検
討
を
前
提
に
す
れ
ば
、
先
に
指
摘
し
た
ロ
ジ
カ
ル
チ

ェ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い

か
。す

な
わ
ち
、
少
子
化
・
高
齢
化
に
も
関
わ
ら
ず
進
展
す
る
畜
産

物
国
内
消
費
需
要
の
拡
大
（
＋
大
豆
や
小
麦
に
対
す
る
根
強
い
国

産
需
要
の
存
在
）
↓
輸
入
代
替
を
も
含
む
国
内
畜
産
業
の
発
展
・

麦
大
豆
生
産
の
拡
大
↓
輸
入
濃
厚
飼
料
代
替
を
も
含
む
国
内
濃
厚

飼
料
生
産
の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
農
業
に
お
け
る
耕
畜
連
携
の
進

展
↓
飼
料
と
堆
肥
の
地
域
内
資
源
循
環
及
び
畜
産
物
を
も
含
む
農

産
物
・
加
工
食
品
の
地
産
地
消
の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
循
環
型
経

済
の
実
現
↓
国
内
の
非
正
規
労
働
者
の
正
規
労
働
者
化
と
技
術
革

新
を
通
じ
た
企
業
的
農
業
経
営
を
内
包
し
た
「
多
様
な
担
い
手
」

の
形
成
・
発
展
↓
相
対
的
に
高
い
価
格
で
の
「
有
機
農
産
物
」
需
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要
・
供
給
関
係
の
形
成
↓
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
か
う
形

で
の
食
料
自
給
率
の
上
昇
＝
食
料
安
全
保
障
の
確
保
、
と
い
う
道

筋
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
気
候
変
動
対
応
の
Ｃ
Ｏ
2
削

減
が
起
点
と
な
る
国
内
農
業
生
産
へ
の
以
下
の
要
請
＝
前
提
条
件

実
現
が
鍵
を
握
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
農
業
生
産
資
材

・
農
産
物
の
移
動
・
輸
送
距
離
の
短
縮
化
を
通
じ
た
化
石
燃
料
資

源
消
費
の
削
減
＝
食
料
自
給
率
の
向
上
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
2
削
減

（
12
）、
②
効
率
的
な
機
械
・
施
設
利
用
を
通
じ
た
化
石
燃
料
資
源

消
費
の
縮
小
（
規
模
の
経
済
の
実
現
）、
③
耕
畜
連
携
の
実
現
を

通
じ
た
耕
種
部
門
に
お
け
る
化
学
肥
料
投
入
量
の
減
少
、
畜
産
部

門
に
お
け
る
糞
尿
の
堆
肥
化
と
土
壌
中
給
与
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
2
削

減
、
④
化
学
農
薬
の
投
入
量
の
削
減
を
通
じ
た
環
境
保
全
型
農
業

・
有
機
農
業
化
の
推
進
、
⑤
農
業
従
事
者
の
「
賃
金
水
準
」
上
昇

を
前
提
と
し
た
労
働
生
産
性
向
上
と
一
般
勤
務
者
の
有
機
農
産
物

・
食
品
の
購
買
力
上
昇
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
の
道
筋
と
前
提
条
件
実
現
に
よ
っ
て
初
め
て
、
農
産
物
・

農
業
生
産
資
材
・
為
替
レ
ー
ト
・
船
舶
運
賃
（
化
石
燃
料
資
源
）

な
ど
の
国
際
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
国
内
農
業
生
産
＝
持
続
的
農

業
の
実
現
と
食
料
安
全
保
障
の
実
現
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
て
よ

い
。
み
ど
り
戦
略
は
こ
の
よ
う
な
論
理
を
内
包
し
た
も
の
に
豊
富

化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
み
ど
り
戦
略
は
気

候
危
機
を
転
じ
て
福
と
な
す
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
有

力
な
基
礎
と
な
る
に
違
い
な
い
。
二
〇
二
二
年
の
真
摯
な
議
論
を

期
待
し
た
い
。

（
注
）

（
1
）
以
下
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
の
改
訂
に
つ
い
て

は
首
相
官
邸
の
同
本
部
の
資
料
に
よ
る
。

（
2
）
日
本
農
業
新
聞
二
〇
二
一
年
一
二
月
四
日
号
、一
面
の
記
事
に
よ
る
。

（
3
）
第
二
〇
四
回
国
会

地
方
創
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会

第
四
号（
令

和
三
年
四
月
一
三
日
（
火
曜
日
））（
衆
議
院
）
で
は
養
父
市
の
国
家

戦
略
特
区
に
お
け
る
一
般
企
業
（
株
式
会
社
）
に
よ
る
農
地
取
得
の

特
例
の
二
年
間
延
長
法
案
の
質
疑
の
中
で
最
新
の
農
地
利
用
の
状
況

が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
で
は
二
〇
一

七
年
一
一
〜
一
二
月
号
に
お
い
て
「
兵
庫
県
養
父
市
の
国
家
戦
略
特

区
事
業
と
地
方
創
生
」
に
関
す
る
詳
細
な
共
同
報
告
を
掲
載
し
て
お

り
、
現
在
の
状
況
が
当
時
と
余
り
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。

（
4
）
農
水
省
「
米
を
め
ぐ
る
関
係
資
料
」
二
〇
二
一
年
一
一
月
に
よ
る
。

（
5
）
財
政
制
度
等
審
議
会
「
令
和
二
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る
建
議
」

二
〇
一
九
年
一
一
月
二
五
日
、五
五
〜
五
八
ペ
ー
ジ
を
始
め
と
し
て
、

令
和
三
年
度
予
算
・
令
和
四
年
度
予
算
に
関
す
る
建
議
に
お
い
て
も

繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
谷
口
信
和

「
袋
小
路
に
迷
い
込
ん
だ
食
用
米
需
給
問
題
―
米
関
係
予
算
は
ど
う

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
二
〇
二
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一
年
五
月
号
、
二
七
〜
四
〇
ペ
ー
ジ
で
や
や
詳
し
く
論
じ
て
あ
る
。

（
6
）
農
水
省
「
令
和
四
年
度

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要
」
二
〇

二
一
年
八
月
に
よ
る
。

（
7
）
財
政
制
度
等
審
議
会
「
令
和
四
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る
建
議
」

二
〇
二
一
年
一
二
月
三
日
、
九
四
〜
九
五
ペ
ー
ジ
で
か
な
り
踏
み
込

ん
だ
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
8
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
と
短
期
間
で
の
世

界
的
伝
播
は
、
経
済
格
差
を
重
要
な
要
因
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
格
差
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
等
の
途
上
国
で
の
不
断
の
新
た
な
変
異

株
の
出
現
を
危
惧
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
終
息
を
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
に
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。

（
9
）
た
と
え
ば
、
谷
口
信
和
「
総
論

二
〇
二
〇
年
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
の
歴
史
的
な
位
置
と
課
題
」『
日
本
農
業
年
報
六
六

新
基

本
計
画
は
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
て
い
る
か
』
農
林
統
計
協
会
、

二
〇
二
一
年
五
月
、
一
〜
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
10
）
総
人
口
に
は
外
国
人
人
口
も
含
ま
れ
、
二
〇
〇
八
年
の
一
七
四
・
四

万
人
（
総
人
口
の
一
・
三
六
％
）
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
二
四
五
・

八
万
人
（
同
一
・
九
七
％
）
に
増
加
し
て
い
る
。

（
11
）
図
示
し
て
は
い
な
い
が
野
菜
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
な
お
、
魚
介
類

も
同
様
に
一
貫
し
て
消
費
仕
向
量
が
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い

わ
ゆ
る
日
本
型
食
生
活
と
親
和
性
の
高
い
農
産
物
・
水
産
物
で
あ
る

こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
型
食
生
活
の
復
活
に
食
料

自
給
率
向
上
の
可
能
性
を
期
待
す
る
考
え
方
は
現
実
の
食
料
消
費
動

向
と
の
間
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
を
直
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ

う
。

（
12
）
国
産
と
輸
入
と
う
も
ろ
こ
し
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
検
討
を
通
じ
て
、

国
産
に
排
出
量
削
減
に
お
け
る
優
位
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

一
般
的
な
食
料
自
給
率
向
上
の
気
候
変
動
対
策
上
の
意
義
を
論
じ
た

谷
口
信
和
「
総
論

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
―
農
政
の
世
界

的
潮
流
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
課
題
」『
日
本
農
業
年
報
六
七
』
近

刊
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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近
年
、
畜
産
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
、
ま
た
批
判
に
も
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
感
染
症
の
相
次
ぐ
発
症
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二

〇
〇
〇
年
に
宮
崎
県
と
北
海
道
で
九
二
年
ぶ
り
に
口
蹄
疫
が
発
生

し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
宮
崎
県
で
再
発
し
、
そ
の
際
は
牛
豚
併
せ

て
三
〇
万
頭
に
お
よ
ぶ
殺
処
分
が
行
わ
れ
た
。
最
近
で
は
、
高
病

原
性
鶏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
び
た
び
の
発
生
や
、
二
〇
一
九
年

に
は
二
六
年
ぶ
り
に
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）
が
発
症
し
、
多
く
の
鶏
や

豚
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛

海
綿
状
脳
症
）
の
発
症
は
酪
農
・
肉
牛
部
門
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
た
の
み
な
ら
ず
、
人
獣
共
通
感
染
症
へ
の
人
々
の
恐
れ
を
高

め
、
畜
産
へ
の
忌
避
感
を
も
た
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
や
食
料
問
題
に
関
す
る

課
題
や
批
判
が
あ
る
。
畜
産
は
大
量
の
穀
物
や
水
を
使
い
、
そ
の

た
め
に
広
大
な
森
林
を
伐
採
し
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
さ
ら

に
、
牛
や
羊
な
ど
の
ゲ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
が
地

球
温
暖
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
批
判
。
さ
ら
に
家
畜
へ

の
飼
料
穀
物
給
餌
が
途
上
国
の
人
々
の
食
料
を
奪
っ
て
い
る
と
い

う
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
の

観
点
か
ら
、
家
畜
の
飼
養
法
へ
の
批
判
が
あ
る
。
特
に
、
採
卵
鶏

の
ケ
ー
ジ
飼
い
や
豚
の
ス
ト
ー
ル
飼
い
へ
の
批
判
は
強
く
、
Ｅ
Ｕ

で
は
法
律
に
よ
る
規
制
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
批
判
を
背
景
に
、
近
年
で
は
大
豆
ミ
ー
ト
の
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
な
ど
の
代
替
肉
（
フ
ェ
イ
ク
ミ
ー
ト
）
が
、
日
本
で
も
販

売
さ
れ
、
さ
ら
に
牛
な
ど
の
細
胞
を
人
工
的
に
培
養
し
て
製
造
す

畜
産
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
将
来
を
展
望
す
る
か

小
林

信
一

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

������������������������� 農村と都市をむすぶ2022．1

解
題

１４



る
培
養
肉
・
別
名
「
ク
リ
ー
ン
ミ
ー
ト
」
も
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。
ク
リ
ー
ン
ミ
ー
ト
と
呼
ぶ
理
由
と
し
て
は
、
①
動
物
を
殺
す

こ
と
な
く
肉
を
生
産
で
き
る
、
②
広
大
な
草
原
や
穀
物
も
必
要
と

し
な
い
、
③
衛
生
的
な
た
め
疾
病
の
恐
れ
も
な
い
、
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
畜
産
の
問
題
点
の
回
答
と
さ
れ
て
い
る
感
が
あ

る
。以

上
を
踏
ま
え
て
、
本
特
集
で
は
こ
う
し
た
畜
産
へ
の
批
判
や

課
題
に
つ
い
て
、
多
方
面
か
ら
考
察
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

「
最
近
の
畜
産
が
関
わ
る
議
論
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
た

京
都
大
学
教
授
の
広
岡
博
之
氏
は
、「
畜
産
物
摂
取
が
人
間
の
健

康
に
及
ぼ
す
影
響
、
食
料
と
飼
料
と
の
競
合
問
題
、
ウ
シ
の
消
化

管
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
排
出
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
視
点
か
ら
正

し
い
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
さ
れ
て
い
る
。
広
岡
氏

は
、
例
え
ば
牛
は
人
間
が
利
用
で
き
な
い
草
な
ど
の
粗
飼
料
を
タ

ン
パ
ク
質
に
変
え
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
一
方
で
、
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
に
は
、
粗
飼
料
よ
り
も
濃
厚
飼
料
を
給
与
す
る
方
が
抑
制

さ
れ
る
こ
と
、
貧
し
い
途
上
国
の
人
々
の
食
料
を
奪
う
と
さ
れ
る

畜
産
だ
が
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
は
途
上
国
の
人
々
の
栄
養
状
態

の
改
善
に
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
特
に
女
性
の
所
得
確
保
に
家
畜

飼
養
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
な
ど
、
相
反
す
る
影
響
・

効
果
を
持
っ
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
問
題
は
複
雑
で

単
純
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
方
的
な
主
張
に
流
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
正
し
い
情
報
と
知
見
に
立
っ
た
科
学
的
な
議
論

が
必
要
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

豚
熱
が
野
生
イ
ノ
シ
シ
か
ら
飼
育
豚
に
伝
播
し
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
感
染
防
止
対
策
と
し
て
家
畜
の
放
牧
や
家
禽
の
放
し
飼
い
の
制

限
強
化
を
当
局
が
提
示
し
た
こ
と
に
対
し
、
Ａ
Ｗ
の
観
点
か
ら
放

牧
や
放
し
飼
い
を
推
進
す
べ
き
と
の
研
究
者
や
生
産
者
が
規
制
反

対
の
パ
ブ
コ
メ
を
多
数
提
出
し
た
こ
と
も
、
そ
の
例
と
言
え
よ

う
。そ

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
東
北
大
学
名
誉
教

授
の
佐
藤
衆
介
氏
（
八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
）
は
、「
動

物
の
福
祉
に
配
慮
す
る
畜
産
こ
そ
生
物
産
業
の
本
来
の
姿
」
と
題

し
て
、「
畜
産
動
物
の
福
祉
改
善
、
す
な
わ
ち
心
身
共
の
健
康
改

善
は
、
生
産
力
改
善
、
消
費
者
・
納
税
者
か
ら
の
信
頼
確
保
、
持

続
可
能
で
付
加
価
値
の
高
い
畜
産
物
生
産
と
い
う
観
点
か
ら
追
求

す
べ
き
方
向
と
目
さ
れ
、
今
や
そ
れ
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
い
か
に

内
部
化
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。「
Ａ
Ｗ
改
善
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
一
二
で
あ
る
抗
生
物
質
使
用
の
抑
制
、
生
産
効

率
改
善
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
、
人
が
消
化
で
き
な
い
資
源

の
利
用
に
よ
る
持
続
的
農
業
へ
の
貢
献
、
高
付
加
価
値
化
等
に
貢

献
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
」
お
り
、
さ
ら
に
、「
動
物
、
人
、
地

球
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｅ
を
一
体
的
に
考
え
る
Ｏ
ｎ
ｅ

Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ

ａ
ｒ
ｅ
の
発
想
に
も
展
開
し
て
き
て
い
る
」
と
し
て
、
Ａ
Ｗ
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
強
い
関
連
を
持
ち
、
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮
が
本
来
の
畜
産
の

姿
に
な
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ａ
Ｗ
は
動
物
の
人
間
に

畜産の課題にどう向き合い、どう将来を展望するか ��������������
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よ
る
利
用
を
前
提
と
し
て
お
り
、
利
用
自
体
を
否
定
す
る
ア
ニ
マ

ル
ラ
イ
ツ
と
は
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
番
目
は
（
一
社
）
日
本
生
産
者
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
理
事
長
の
田
上

隆
一
氏
に
よ
る
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
畜
産
農
業
」
で
あ
る
。
持
続
可
能
な

農
業
の
具
体
的
な
取
組
み
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
正
農
業
管
理
）
は

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
先
導
的
に
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
の
農
業
保
護
削
減
合
意
に
基
づ
く
環
境
保
全
、
公
衆
衛

生
、
動
物
保
護
、
景
観
の
維
持
等
の
法
令
遵
守
を
条
件
と
し
て
補

助
金
を
受
け
取
る
ク
ロ
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
二
〇
〇
五

年
）
政
策
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
一
方
日
本
に
は
、「
Ｇ

Ａ
Ｐ
は
持
続
可
能
な
農
業
の
主
体
的
取
組
み
と
い
う
政
策
で
あ
る

と
い
う
概
念
」
が
な
く
、
ま
た
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
農
業
の
社
会

的
責
任
の
説
明
で
あ
る
、
と
い
う
概
念
が
農
産
物
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

企
業
に
浸
透
し
て
い
な
い
」
こ
と
が
日
本
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
が
正
し
く
理

解
さ
れ
、
実
践
さ
れ
な
い
要
因
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、「
農

産
物
の
価
格
に
反
映
で
き
な
い
社
会
的
利
益
（
公
共
財
）
に
対
す

る
何
ら
か
の
対
価
や
支
援
を
行
う
公
的
な
制
度
が
必
要
」
と
主
張

さ
れ
る
。

最
後
は
、（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク
の
前
田
浩
史
前
専
務
理
事
に
よ

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
Ｊ
ミ
ル
ク
が
二
〇
一
九
年
に
発
表
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
国
際
酪
農
連
盟
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
、
二
〇
一
六
年
に
Ｆ
Ａ
Ｏ

と
の
間
で
締
結
し
た
「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
酪
農
宣
言
：
〜
酪
農
乳
業

に
よ
る
持
続
可
能
な
挑
戦
〜
」
が
あ
る
。
宣
言
は
、「
世
界
の
酪

農
乳
業
セ
ク
タ
ー
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
同
意
し
、
社
会
、
経
済
、
環
境
、
栄
養
の
各
分
野
に
配
慮
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
酪
農
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
た
統
合
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
、
国
際
社
会
に
誓
約
し
た
」
も
の
で
、
ま
た
乳
業
界
か

ら
の
「
牛
乳
乳
製
品
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
自
然
環
境
・
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
労
働
者
の
人
権
な
ど
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

生
産
方
法
に
転
換
す
る
要
求
」
の
強
ま
り
を
受
け
て
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
今
後
は
「
政
府
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
補
助
金
な
ど
の
支

援
対
策
の
活
用
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
た
行
動
計
画
の
具
体
策
の
実

践
提
案
と
推
進
が
」
焦
点
と
な
る
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
畜
産
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
批
判
に
対
す
る

多
面
的
な
考
察
や
、
克
服
の
た
め
の
方
向
を
提
示
い
た
だ
い
た
。

一
方
で
畜
産
は
、
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
、
再
度

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
畜
産
物
の
生
産
や
、
畜
産
農

家
の
所
得
確
保
・
畜
産
関
連
企
業
従
業
員
の
雇
用
創
出
な
ど
以
外

に
、
食
と
命
に
関
す
る
教
育
的
機
能
や
、
飼
料
生
産
・
放
牧
に
よ

る
農
地
の
有
効
活
用
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ

う
。大

豆
タ
ン
パ
ク
質
を
原
料
と
し
た
代
替
肉
が
、
環
境
に
や
さ
し

く
、
健
康
に
も
良
い
と
さ
れ
る
が
、
遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
を
原

料
に
、
遺
伝
子
組
み
換
え
酵
母
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
「
肉
」
が
環

境
に
も
、
健
康
に
も
よ
い
と
言
え
る
の
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
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ま
た
、
Ａ
Ｗ
の
観
点
か
ら
禁
止
の
方
向
に
あ
る
除
角
や
去
勢
を
行

わ
な
い
た
め
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
角
の
な
い
ウ
シ
や
遺
伝

子
改
変
に
よ
る
去
勢
ブ
タ
の
作
出
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
方
向
は
、
動
物
が
本
来
持
つ
特
性
を
尊
重
す
る
と

い
う
、
Ａ
Ｗ
の
考
え
に
そ
ぐ
わ
な
い
だ
ろ
う
。

本
年
5
月
に
公
表
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

で
は
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
畜
産
に
つ
い
て
も
、
環
境
負
荷
軽
減
、
資
源

循
環
、
輸
入
飼
料
へ
の
過
度
な
依
存
か
ら
の
脱
却
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
畜
産
の
在
り
方
の
具
体
的
な
姿
を
探
究
し
、
持

続
可
能
な
農
業
方
式
の
普
及
の
た
め
、
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
エ
ン

ス
に
よ
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
な
ど
、
政
策
の
グ
リ
ー

ン
化
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
時
だ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
の
検
討
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
採
卵
鶏
で
は
、
世
界

の
2
社
が
原
種
鶏
の
エ
リ
ー
ト
ス
ト
ッ
ク
を
保
有
し
、
日
本
は
原

種
鶏
を
海
外
か
ら
買
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
種
の
独
占
問

題
や
、
途
上
国
の
貧
し
い
人
々
の
食
料
を
奪
う
と
す
る
飼
料
穀
物

の
問
題
は
、
使
用
価
値
の
問
題
で
は
な
く
、
価
値
の
問
題
、
つ
ま

り
有
効
需
要
の
問
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
社
会
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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1
�
は
じ
め
に

家
畜
が
最
初
に
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
約
一
万
年
前
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
、
家
畜
は
人
類
の
生
存
と
文
明
の
発
達
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
。
二
十
世
紀
に
は
特
に
欧
米
先
進
国
に
お
い
て
は
、

畜
産
で
は
生
産
効
率
の
向
上
が
重
要
視
さ
れ
、
家
畜
の
遺
伝
的
改

良
と
飼
養
法
の
改
善
に
よ
り
ま
す
ま
す
生
産
性
と
経
済
性
が
向
上

し
、
規
模
の
拡
大
と
専
業
化
が
進
ん
で
、
農
業
の
中
の
基
幹
産
業

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
世
紀
の
後
半
か
ら
今
世
紀
に

入
り
、
畜
産
に
お
い
て
も
環
境
負
荷
を
考
慮
す
る
持
続
可
能
な
畜

産
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
食
料
と
飼
料
の
農
地
を
め

ぐ
る
競
合
問
題
や
ウ
シ
な
ど
の
反
芻
動
物
（
四
つ
の
胃
を
持
つ
草

食
動
物
で
、
特
に
第
一
胃
は
四
つ
の
胃
全
体
の
約
八
〇
％
以
上
、

消
化
管
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
）
の
消
化
管
内
発
酵
に
よ

る
メ
タ
ン
排
出
が
社
会
問
題
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
過
去
も
現
在

も
畜
産
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
、
将
来
に
お
い
て
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
畜
産
物
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
（
Ｂ
1
、
Ｂ
2
、
Ｂ
6
や
Ｂ
12
）、
鉄
分
や
亜
鉛
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
に
富
み
、
反
芻
動
物
由
来
の
牛
肉
や
牛
乳
は
健
康
に
良

い
共
役
リ
ノ
ー
ル
酸
を
含
み
、
人
間
の
栄
養
と
健
康
の
た
め
に
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
畜
産
は
こ
の
よ
う
な
食
料
の
供
給

源
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
堆
肥
の
供
給
源
と
し
て
の
役
割
や
農
家

の
収
入
源
、
と
り
わ
け
発
展
途
上
国
の
小
農
に
と
っ
て
は
家
計
を

支
え
る
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
近
の
畜
産
に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
理
由

と
な
っ
て
い
る
畜
産
物
摂
取
が
人
間
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
、
食

最
近
の
畜
産
が
関
わ
る
議
論
に
つ
い
て
考
え
る

廣
岡
博
之

京
都
大
学
農
学
研
究
科
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料
と
飼
料
と
の
競
合
問
題
、
ウ
シ
の
消
化
管
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン

排
出
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
視
点
か
ら
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

2
�
食
肉
と
人
類
の
進
化

約
六
百
万
年
前
に
は
霊
長
類
は
果
実
や
植
物
の
豊
富
な
ア
フ
リ

カ
の
熱
帯
林
に
住
ん
で
い
た
が
、
約
二
百
万
年
前
に
地
球
規
模
の

気
候
変
動
が
起
こ
り
、
生
き
残
っ
た
も
の
が
サ
バ
ン
ナ
地
帯
に
移

動
し
、
そ
こ
で
草
食
動
物
を
狩
り
し
て
、
そ
の
よ
う
な
動
物
の
肉

を
食
べ
始
め
た
も
の
が
人
類
の
直
接
の
祖
先
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
植
物
性
食
物
か
ら
動
物
性
食
物
へ
の
食

の
変
化
と
人
類
の
進
化
は
関
連
し
な
が
ら
同
時
に
起
こ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
類
の
進
化
の
一
つ
の
現
れ
が
体
の

サ
イ
ズ
に
比
べ
て
大
き
な
脳
を
持
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
か
ら
ヒ
ト
に
進
化
す
る
約
四
百
万
年
間
に
脳
の
大

き
さ
が
約
三
倍
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
ヒ
ト
の

体
重
と
代
謝
量
の
関
係
を
見
る
と
他
の
動
物
種
と
は
大
き
な
差
が

な
く
、
大
き
く
な
っ
た
脳
を
補
完
す
る
た
め
に
内
蔵
消
化
管
が
小

さ
く
な
る
よ
う
に
進
化
し
、
中
で
も
大
腸
の
割
合
が
小
さ
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ヒ
ト
で
は
大
き
な
脳
へ

の
栄
養
補
給
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
な

ど
の
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
、
鉄
分
や
亜
鉛
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
を
多

く
含
む
動
物
性
食
料
を
摂
取
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
ま

た
、
大
腸
な
ど
の
消
化
管
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
粗
繊
維
が
多

く
消
化
率
の
低
い
植
物
性
食
料
よ
り
も
、
消
化
率
が
高
く
て
吸
収

が
容
易
な
肉
食
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人
類

学
や
考
古
学
の
知
見
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
ヒ
ト
は
肉
食
に
な
っ
た

ゆ
え
に
脳
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
脳
が
大
き
く
な
っ
た
が
ゆ
え
に

肉
食
が
必
要
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

3
�
世
界
と
日
本
の
畜
産
物
の
消
費
事
情

食
肉
の
消
費
に
関
す
る
世
界
的
な
動
向
に
注
目
し
、
食
肉
消
費

と
経
済
指
標
と
の
関
係
を
見
る
と
、
国
民
一
人
当
た
り
の
食
肉
消

費
量
は
、
国
民
一
人
当
た
り
の
総
生
産
や
所
得
の
増
加
に
伴
っ
て

増
加
す
る
が
、
あ
る
程
度
豊
か
に
な
る
と
減
少
に
転
ず
る
、
い
わ

ゆ
る
逆
Ｕ
字
型
の
曲
線
を
描
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
人
々
は
豊
か
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
穀
物
中
心
の
食
事
か

ら
食
肉
の
割
合
が
増
え
る
が
、
あ
る
限
界
に
達
し
た
ら
そ
の
後
は

む
し
ろ
食
肉
消
費
の
割
合
を
減
ら
す
方
向
に
転
ず
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

現
在
の
日
本
人
の
畜
産
物
の
摂
取
量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
表
1
は
二
〇
一
三
年
の
日
本
と
い
く
つ
か
の
欧
米
諸

国
と
の
食
料
供
給
量
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
は
供
給

量
と
消
費
量
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
近
い
値
と
考
え
て
比
較
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
。
食
肉
全
体
で
は
、
日
本
の
供
給
量
は
、
最

も
多
い
米
国
の
半
分
以
下
、
他
の
国
と
比
べ
て
も
少
な
い
こ
と
が

最近の畜産が関わる議論について考える �������������������
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わ
か
る
。
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
最
も
多
い
米
国
と
比
べ
て

四
分
の
一
程
度
、
豚
肉
で
も
最
下
位
で
、
鶏
肉
に
つ
い
て
は
ド
イ

ツ
や
イ
タ
リ
ア
よ
り
は
多
い
も
の
の
米
国
や
英
国
と
比
べ
れ
ば
少

な
い
。
ま
た
、
バ
タ
ー
以
外
の
乳
製
品
に
つ
い
て
も
他
の
国
と
比

べ
て
少
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
水
産
物

に
つ
い
て
は
他
国
と
比
べ
て
か
な
り
多
く
、
日
本
人
は
少
な
い
畜

産
物
か
ら
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
不
足
分
を
水
産
物
の
摂
取
で

補
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
日
本
人
の
畜
産
物
の
摂
取
量
の
推
移
を
見
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。
畜
産
物
の
必
要
性
を
唱
え
る
と
き
、
よ
く
例
に
出
さ

れ
る
の
が
日
本
に
お
け
る
戦
後
の
平
均
寿
命
の
上
昇
と
体
格
の
向

上
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
も
経
験
的
に
賛
同
で

き
る
が
、
そ
の
証
拠
と
な
る
研
究
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
表
2
は
戦
後
の
日
本
人
の
食
の
西
洋
化
と

女
子
の
体
格
、
平
均
寿
命
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

表
を
見
る
と
畜
産
物
の
摂
取
は
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま

で
に
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
平
均
寿
命
は
男

女
と
も
に
伸
び
、
十
二
歳
の
女
子
の
身
長
も
体
重
も
大
き
く
な

り
、
早
熟
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
畜
産
物
の
摂
取

量
の
増
加
の
み
が
こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
体
格
や
寿
命
の
変
化
を

も
た
ら
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
何
ら
か
の

貢
献
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
こ
の
研
究
に
お
い

て
は
、
こ
の
間
に
乳
が
ん
や
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
の
割
合
が
増
加

表1 欧米諸国と日本における食料の供給量（㎏／人／年）（Tsunaga，2021）

カナダ フランス ドイツ イタリア 英国 米国 日本

食肉全体 90．75 86．76 85．94 84．04 81．48 115．13 49．45

牛肉 30．25 23．81 13．16 18．60 18．12 36．24 9．15

豚肉 22．81 33．05 51．81 40．28 25．79 27．64 20．62

鶏肉 36．68 22．93 17．75 18．61 31．55 50．01 19．42

魚介類 22．52 33．48 12．56 25．08 20．76 21．51 48．60

牛乳（バターを除く） 187．77 241．31 258．70 246．88 232．20 254．69 72．06

作物

穀物 119．37 127．24 111．11 158．17 115．85 105．64 113．44

ポテト産物 71．07 53．79 61．46 38．16 103．86 51．88 30．79

果樹 135．65 114．34 88．46 139．79 127．41 104．53 52．85

野菜 108．47 97．32 92．91 128．87 96．99 113．96 102．29
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し
、
胃
が
ん
や
子
宮
が
ん
が
減
少
し
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

る
。

4
�
畜
産
物
の
摂
取
と
人
間
の
健
康

現
在
の
畜
産
物
の
摂
取
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
に
人
間
の
健
康

に
対
す
る
負
の
影
響
が
あ
る
。
確
か
に
食
肉
の
過
剰
な
摂
取
は
肥

満
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
長
寿
の
お
年
寄
り
に
肉
好
き
が
多
い

こ
と
も
話
題
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
点
一
つ
を
取
り
上
げ

て
も
畜
産
物
の
摂
取
が
常
に
悪
い
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
う

こ
と
に
は
十
分
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
畜
産
物
摂
取
が
成

人
病
や
ガ
ン
に
及
ぼ
す
影
響
は
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と
し
た
結
論

が
得
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
こ
れ

ま
で
の
多
く
の
研
究
成
果
を
も
と
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て

い
る
点（
表
3
）
と
、
い
ま
だ
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
点（
表
4
）

を
ま
と
め
た
結
果
で
あ
る
。
確
か
に
過
剰
な
畜
産
物
の
摂
取
は
問

題
で
あ
る
に
し
て
も
、
一
方
的
に
畜
産
物
の
摂
取
は
悪
い
と
決
め

つ
け
、
畜
産
物
を
一
切
摂
取
し
な
い
ビ
ー
ガ
ン
食
を
全
国
民
に
勧

め
る
よ
う
な
主
張
は
、
重
大
な
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
食
料

が
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
多
く
の
発
展
途
上
国
で
は
良
質
の

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
は
栄
養
的
に
も
健
康
に
も
重
要
で
、

表2 戦後の日本人の食の西洋化や女子の体格などの推移（ｇ／日／人）（Kagawa，1978）

1950 1960 1972 1985
食肉 8．4 18．7 70．8 64．2
鶏卵 5．6 18．6 38．7 41．5
牛乳・乳製品 6．8 32．9 94．9 103．6
穀物（米） 338．7 358．4 274．7 248．3
穀物（小麦） 68．7 65．1 88．6 90．2
ポテト 127．6 64．5 51．2 60．9
野菜 242．0 214．1 282．5 246．7
果樹 41．5 76．9 169．2 193．5
身長（12歳女子）（㎝） 136．8 143．7 147．7 148．5
体重（12歳女子）（㎏） 32．2 36．5 40．3 41．0
初潮年齢（歳） 15．2 13．9 12．5 12．2
平均寿命（男性） 59．57 65．32 69．33 71．16
平均寿命（女性） 62．97 70．19 74．71 76．95
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畜
産
物
の
供
給
は
今
後
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

5
�
飼
料
と
食
料
の
競
合
問
題

し
ば
し
ば
巷
で
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
が
食
料
と
飼
料

と
の
競
合
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
畜
産
を
不
要
と
考
え
る
人
た
ち

が
決
ま
っ
て
主
張
す
る
点
が
、
世
界
に
は
食
料
を
十
分
に
食
べ
ら

れ
て
い
な
い
人
が
数
多
く
お
り
、
多
く
の
食
料
と
な
る
穀
物
を
家

畜
が
大
量
に
飼
料
と
し
て
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
大
問
題
で
、
も

し
そ
の
よ
う
な
穀
物
を
人
間
が
食
料
と
し
て
食
べ
れ
ば
、
多
く
の

飢
餓
を
救
え
る
は
ず
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
あ
る

程
度
正
論
と
い
え
る
が
、
よ
り
深
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

主
張
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、
畜
産
物
を
生
産
す
る
家
畜
の
飼
料

利
用
性
の
問
題
で
、
摂
取
し
た
飼
料
の
量
に
対
す
る
家
畜
の
生
産

量
の
割
合
、
す
な
わ
ち
飼
料
の
利
用
効
率
を
指
標
と
し
て
用
い
れ

ば
、
確
か
に
通
常
、
家
畜
が
食
べ
た
飼
料
の
量
に
対
し
て
そ
れ
が

畜
産
物
の
生
産
量
に
反
映
す
る
割
合
は
常
に
一
・
〇
よ
り
小
さ

く
、
さ
ら
に
そ
の
畜
産
物
を
人
間
が
食
す
る
の
で
、
飼
料
を
食
料

と
し
て
直
接
食
べ
る
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
こ
の
主
張
は
確
か
に
一
面
で
は
正
し
い
が
、
見
方
を
変
え
れ

ば
こ
の
主
張
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
。

ま
ず
、
表
5
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
表
の
第
一
列
目
の

表3 畜産物が人間の健康に及ぼす影響について、現在コンセンサスが得ら
れている事項（BarnardとLeroy，2020）

コンセンサス

北米、ヨーロッパ、台湾の調査研究では、植物性食品は動物性の成分を含む食品と比べて、
体重を減らし、糖尿病の発生頻度を減らす有益な効果を持っている

乳製品、食肉の脂肪や卵は飽和脂肪や食品由来のコレステロールの主要な供給源である

乳幼児以降の乳糖の不消化は、人間を含む成熟した哺乳類に一般的に見られるが、人間の
中の集団には遺伝的に大人になっても乳糖を分解できるようになったものがある

動物性食品からの飽和脂肪や鉄の過剰な摂取は、ある種の成人病にかかりやすい人には悪
影響を及ぼす

植物性食品にはビタミン12が欠乏しているので、ビーガンなどの人は添加物やサプリメン
トによってビタミン12を補充する必要がある
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表4 畜産物が人間の健康に及ぼす影響について、まだ議論されている事項
（BarnardとLeroy，2020）

質問項目 畜産物摂取反対意見 畜産物摂取賛成意見

ビーガン食は誰
にでも健康か

人間はどんな年齢でも動物性の肉や
乳、卵は必要がない。

ビーガン食は誰にでも良いわけではなく、
どんな食品でもその良し悪しは個人の嗜
好、栄養の取り方、代謝や吸収のような生
物学的な相違によっている。

畜産物の消費は
健康に悪いか

たとえそこそこの量であっても健康に
よいとは言えない。

すべての植物性食品は動物性食品とともに
食することで有益である。ビーガン食は動
物性食料の健康に関する有益なものを取り
除いているため、その逆は成り立たない。

健康のために食
品を選択すると
きに文化的な伝
統を考慮するこ
とは重要だ

文明の過程で自分や他人に損益を与え
ることをしてはいけないと学んでき
た。家畜をと殺することは明らかにこ
のグループに入る。

食料は栄養素以上のもので、動物性と植物
性の両食品を食べるのは我々の文化的に引
き継いできたもので、動物性食料は栄養的
なレベルと文化的なレベルで食事の多様性
を増やしてきた。

人間の進化の妥
当性

人を含むすべての猿類は本質的には草
食動物である。

全ての生物は種に適した食事がベストで、
人間は雑食動物で必要な量の肉と脂肪を食
べるように進化してきた。現代病は、肉を
食べてきた先祖の世代ではめったに起こっ
ていない。

畜産物の生物学
的影響

ヘム鉄は、血管系の病気や神経系の病
気に関係しているので鉄はヘムでない
形で得るのが最善である。

ヘム鉄は、主要な国際的な栄養問題の一つ
である鉄欠乏症の予防や治療の両方に価値
のある栄養素である。

畜産物から主として得られた飽和脂肪
は多すぎると考えられていない量であ
っても健康に悪い。

飽和脂肪は人間の食事に必要な要素で、植
物由来であっても畜産物由来であっても大
多数の食品は脂肪をある程度含んでいる。

乳牛が受胎する際の繁殖ホルモンが乳
中にあり、乳製品を消費している人々
の健康に影響に関係しており、長期間
牛乳を飲んでいると前立腺がんや乳が
んの増加のリスクが増加する可能性が
ある

乳の乳製品に含まれる自然由来のホルモン
のレベルは人間の健康に影響を及ぼさな
い。

栄養素の妥当性

植物性食品は動物性食品よりずっと栄
養素が豊富である。畜産物を偏って食
している人々の間では広範な問題は生
じている。栄養政策では、畜産物の摂
取よりむしろ植物性食品の摂取で問題
を解決すべきである。

集団レベルで栄養不足に対処するために適
当な必須栄養素を世界的に供給することは
重要で、そのためには畜産物も含めて考え
るべきである。

ビーガン食はすべての年齢層の人々に
適している。畜産物を含むことは幼児
の成長や性成熟をゆがめている。

ビーガン食は特に幼児期や子供の最適な発
育、患者の治療、健康な成熟には健康な植
物性と動物性の栄養素が必要である。

ビーガン食でどの年齢でも適当なタン
パク質を得られる。

植物性のタンパク質は動物性のタンパク質
と比べて生物価が低く、人体への吸収性が
低い。
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数
値
は
、
対
象
と
す
る
家
畜
が
摂
取
す
る
飼
料
の
う
ち
の
人
間
が

食
べ
ら
れ
る
部
分
（
人
間
の
食
料
と
競
合
す
る
部
分
）
に
含
ま
れ

る
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
畜
産
物
の
う
ち
人
間
が
食
べ
ら
れ
る
部

位
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
家

畜
別
に
み
る
と
肥
育
牛
を
除
く
ウ
シ
が
他
の
畜
種
と
比
べ
て
高
い

値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
こ
の
指
標
で
み
る
と

乳
牛
の
数
値
一
・
五
二
は
、
乳
牛
は
多
く
の
乳
を
出
し
て
い
る
た

め
、
食
料
と
な
る
飼
料
を
摂
取
し
た
以
上
に
五
二
％
多
く
の
タ
ン

パ
ク
質
を
乳
と
し
て
生
産
し
、
人
間
に
供
給
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
ウ
シ
が
他
の
畜
種
と
比
べ
て

牧
草
や
野
草
な
ど
の
人
間
が
利
用
で
き
な
い
飼
料
を
多
く
摂
取
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

第
二
列
目
に
示
し
た
Ｐ
Ｑ
Ｒ
は
飼
料
と
畜
産
物
に
含
ま
れ
る
タ

ン
パ
ク
質
の
質
の
違
い
を
表
す
指
標
で
あ
る
。
こ
こ
で
タ
ン
パ
ク

質
の
質
の
違
い
は
消
化
性
必
須
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
指

標
で
表
さ
れ
、
こ
の
消
化
性
必
須
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
が

二
〇
一
三
年
に
提
唱
し
た
ヒ
ト
の
栄
養
に
お
け
る
食
物
タ
ン
パ
ク

質
の
品
質
評
価
の
指
標
で
あ
る
。
こ
の
ス
コ
ア
は
例
え
ば
植
物
性

の
大
麦
で
四
七
・
二
、
小
麦
で
四
〇
・
二
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
四

二
・
四
、
大
豆
で
九
九
・
六
と
い
ず
れ
も
一
〇
〇
以
下
で
あ
る
の

に
対
し
て
畜
産
物
で
は
牛
肉
が
一
〇
九
・
三
、
豚
肉
が
一
一
三
・

九
、
鶏
肉
が
一
〇
八
・
二
、
牛
乳
が
一
一
五
・
九
、
鶏
卵
が
一
一

六
・
四
と
い
ず
れ
も
一
〇
〇
を
超
え
て
い
る
。
表
5
の
Ｐ
Ｑ
Ｒ
は

表5 タンパク質の質の相違まで考慮した可食飼料タンパク質の利用効率
（Ertlら2016）

家畜種
可食飼料部位タン
パク質利用効率
（HeP）1）

PRQ2） 正味タンパク質寄与量
（HeP×PRQ）

ウシ全般 1．52 1．84 2．81

乳牛 1．98 1．90 3．78

肥育牛 0．45 1．66 0．73

ブタ 0．36 1．74 0．64

採卵鶏 0．63 1．63 1．04

肉用鶏 0．52 1．43 0．76
1）可食飼料部位のタンパク質摂取量に対する畜産物中のタンパク質の割合
2）タンパク質の質の割合（可食飼料部位の消化性必須アミノ酸スコアに対する畜産
物の可消化必須アミノ酸スコアの割合）
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人
が
利
用
で
き
る
飼
料
部
分
の
タ
ン
パ
ク
質
の
可
消
化
必
須
ア
ミ

ノ
酸
ス
コ
ア
に
対
す
る
人
が
食
べ
ら
れ
る
畜
産
物
の
部
位
の
タ
ン

パ
ク
質
の
可
消
化
必
須
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア
の
比
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
畜
種
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
数
値
は
一
・
〇
を

超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
摂
取
し
た
飼
料
よ
り
も
生
産
さ
れ
た
畜
産

物
の
方
が
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸
ス
コ
ア
が
高
く
高
質
の
タ
ン
パ
ク
質

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
の
列
の
数
値
は
、
一
列
目
と
二
列
目
の
数
値
の
積
で
表
さ

れ
た
も
の
で
、
飼
料
と
畜
産
物
の
タ
ン
パ
ク
質
の
違
い
ま
で
考
慮

し
た
飼
料
の
利
用
効
率
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
数
値
が
一

・
〇
を
超
え
て
い
た
ら
、
人
間
が
畜
産
物
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
を
得

た
ほ
う
が
栄
養
学
的
に
望
ま
し
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
み
る
と
肥
育
牛
以
外
の
ウ
シ
で
は
飼
料
を
食
料
と
し
て
直

接
摂
取
す
る
よ
り
肉
や
乳
と
し
て
摂
取
し
た
ほ
う
が
効
率
的
と
言

え
る
。
他
方
、
肥
育
牛
や
ブ
タ
、
肉
用
鶏
に
つ
い
て
は
一
・
〇
に

達
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
家
畜
が
人
間
の
食
料
と
競

合
す
る
飼
料
を
多
く
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
家
畜
で
さ
え
、
利
用
効
率
に
数
倍
の

開
き
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
純
に
飼
料
を
そ
の
ま
ま
食
用
と

し
て
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
一
方
的
に
主
張
は
常
に
正
し
い
も
の

で
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

最
近
、
世
界
的
に
は
食
料
と
飼
料
の
競
合
に
加
え
て
、
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
競
合
も
加
わ
り
、
食
料
、
飼
料
、
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
三
者
の
生
産
の
競
合
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
者

の
競
合
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
と
し
て
生
産
サ
イ
ド
か
ら
の

解
決
策
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
政
策
）
に
よ
る
解
決
策
、
消
費
者
サ
イ

ド
か
ら
の
解
決
策
が
あ
り
、
ま
ず
食
料
と
し
て
の
利
用
を
最
優
先

と
し
て
、
食
品
の
ロ
ス
や
廃
棄
を
避
け
、
バ
イ
オ
マ
ス
循
環
を
重

視
し
て
、
家
畜
は
人
間
が
利
用
で
き
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
を
食
料
に

変
換
す
る
と
い
う
家
畜
本
来
の
利
用
を
中
心
に
促
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

6
�
ウ
シ
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
に
つ
い
て
考
え
る

現
在
、地
球
規
模
で
の
温
暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。近
年
、

温
室
効
果
ガ
ス
に
対
す
る
ウ
シ
や
ヒ
ツ
ジ
、
ヤ
ギ
な
ど
の
消
化
管

内
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
産
生
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま

ず
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
を
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。世

界
の
温
室
効
果
ガ
ス
発
生
量
（
二
酸
化
炭
素
換
算
）
に
占
め

る
二
酸
化
炭
素
の
割
合
は
約
七
七
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
メ
タ

ン
が
一
四
％
、
亜
酸
化
窒
素
が
八
％
と
さ
れ
て
い
る
。
世
界
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
は
、
二
酸
化
炭
素
換
算
で
四
百
九
十
億

ト
ン
、
農
林
業
そ
の
他
の
土
地
利
用
が
二
四
％
、
う
ち
農
業
分
は

全
体
の
一
〇
％
で
、
農
業
分
の
内
訳
は
家
畜
の
消
化
管
内
発
酵
の

メ
タ
ン
排
出
が
最
も
多
く
三
九
％
を
占
め
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
管

理
か
ら
の
メ
タ
ン
と
亜
酸
化
窒
素
が
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
は
家
畜
が
農
業
分
野
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
事
実
で

あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
と
言
う
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

は
二
酸
化
炭
素
換
算
で
十
二
億
千
二
百
万
ト
ン
、
そ
の
う
ち
農
林

水
産
分
野
の
排
出
量
の
占
め
る
割
合
は
三
・
九
％
と
少
な
く
、
そ

の
う
ち
の
家
畜
の
消
化
管
内
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
排
出
量
は
一
五

・
九
％
で
、
水
田
か
ら
の
メ
タ
ン
産
生
量
と
比
べ
て
も
少
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
海
外
で
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
持
っ
て
く

る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

う
は
言
っ
て
も
地
球
の
大
気
は
世
界
共
通
の
も
の
で
、
家
畜
、
特

に
消
化
管
内
発
酵
を
第
一
胃
（
ル
ー
メ
ン
と
呼
ぶ
）
で
行
っ
て
い

る
ウ
シ
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
量
が
相
当
量
あ
る
の
は
事
実
で
、
た

と
え
水
田
か
ら
よ
り
も
少
な
い
と
言
っ
て
も
何
ら
か
の
対
策
が
求

め
ら
れ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
な
ぜ
、
反
芻
動
物
で
あ
る
ウ
シ
が
消

化
管
内
発
酵
に
基
づ
く
メ
タ
ン
を
げ
っ
ぷ
（
曖
気
）
と
し
て
排
出

し
て
い
る
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
そ
も
そ
も
ウ
シ
が
、
人
間
が
利
用
で
き
な
い
セ
ル
ロ
ー
ス
を

多
く
含
む
牧
草
や
野
草
を
人
間
の
食
料
と
な
る
肉
や
乳
な
ど
に
変

換
で
き
る
の
は
、
ウ
シ
の
第
一
胃
に
生
存
し
て
い
る
多
種
多
様
な

微
生
物（
細
菌
、
プ
ロ
ト
ゾ
ア
、
真
菌
な
ど
）の
お
か
げ
で
あ
る
。

摂
取
し
た
飼
料
中
の
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
も
含
む
炭
水
化
物
が
第
一

胃
内
の
嫌
気
条
件
下
で
微
生
物
に
分
解
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
酢
酸
、
酪
酸
な
ど
の
揮
発
性
脂
肪
酸
に
な

る
。
そ
の
過
程
で
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
が
げ
っ
ぷ
と
し
て
排
出

さ
れ
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
図
1
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
摂
取

さ
れ
た
炭
水
化
物
は
ピ
ル
ビ
ン
酸
に
代
謝
さ
れ
る
過
程
で
水
素

（
図
中
で
﹇
Ｈ
﹈
で
表
現
）
が
産
生
さ
れ
、
ま
た
、
ピ
ル
ビ
ン
酸

が
酢
酸
に
な
る
過
程
で
も
水
素
が
産
生
さ
れ
る
。
一
方
、
プ
ロ
ピ

オ
ン
酸
や
酪
酸
が
産
生
さ
れ
る
過
程
で
は
水
素
が
消
費
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
水
素
の
産
生
と
消
費
の
過
程
に
お
い
て
、
過
剰

と
な
っ
た
水
素
か
ら
第
一
胃
内
に
生
息
す
る
メ
タ
ン
細
菌
に
よ
っ

て
メ
タ
ン
が
生
成
さ
れ
、
げ
っ
ぷ
と
し
て
体
外
に
排
出
さ
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
も
し
過
剰
な
水
素
が
第
一
胃
内
に
留

ま
っ
た
ら
ウ
シ
の
生
存
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ウ
シ
の
立

場
に
立
て
ば
、
げ
っ
ぷ
で
メ
タ
ン
を
体
外
に
排
出
す
る
こ
と
で
健

康
を
維
持
で
き
る
わ
け
で
、
こ
の
作
用
は
牛
に
と
っ
て
は
生
き
る

た
め
の
重
要
な
生
理
機
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
現
在
、
ウ
シ
の
よ
う
な
反
芻
動
物

の
消
化
管
内
発
酵
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
メ
タ
ン
が
温
室
効
果
ガ

ス
の
発
生
源
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
メ
タ
ン
の
低
減
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
世
界
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
栄
養
・
飼

養
の
視
点
か
ら
述
べ
る
と
、
ウ
シ
か
ら
の
メ
タ
ン
の
排
出
量
を
低

減
す
る
方
法
と
し
て
、
第
一
に
濃
厚
飼
料
の
多
給
が
あ
げ
ら
れ

る
。濃
厚
飼
料
に
は
多
く
の
穀
物
が
含
ま
れ
、デ
ン
プ
ン
が
多
く
、
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セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
の
繊
維
含
量
が
少
な
い
た
め
、
酢
酸
の
産
生
量

が
少
な
く
、
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
の
産
生
量
が
多
い
た
め
、
結
果
と
し

て
メ
タ
ン
産
生
が
抑
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
論

点
は
、
一
般
に
牧
草
や
野
草
な
ど
の
粗
飼
料
の
摂
取
は
人
間
の
食

料
と
競
合
し
な
い
た
め
良
い
こ
と
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
（
前

節
5
参
照
）
が
、
消
化
管
内
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
排
出
の
低
減
を

考
え
る
上
で
は
よ
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
に
こ
の
問
題
の

解
決
の
難
し
さ
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
放
牧
は
環
境
に
良
い

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
放
牧
の
飼
料
は
繊
維
を
多
く
含

む
牧
草
主
体
な
の
で
、
メ
タ
ン
産
生
の
低
減
と
い
う
視
点
か
ら
見

れ
ば
決
し
て
環
境
に
良
い
と
は
言
え
な
い
。
同
じ
牧
草
で
も
マ
メ

科
牧
草
は
セ
ル
ロ
ー
ス
な
ど
の
繊
維
含
量
が
低
い
た
め
、
ル
ー
メ

ン
発
酵
が
少
な
く
、
メ
タ
ン
の
排
出
は
抑
え
ら
れ
る
。

第
二
に
油
脂
添
加
物
の
利
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
油
脂
添
加
物
は

第
一
胃
内
の
微
生
物
に
対
し
て
害
作
用
が
あ
り
、
プ
ロ
ト
ゾ
ア
や

メ
タ
ン
産
生
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る
作
用
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ナ
タ
ネ
油
や
亜
麻
仁
油
な
ど
の
不
飽
和
脂
肪
酸

を
飼
料
に
添
加
し
て
給
与
す
る
こ
と
で
、
不
飽
和
脂
肪
酸
が
第
一

胃
内
で
水
素
添
加
を
受
け
飽
和
化
す
る
こ
と
で
過
剰
な
水
素
が
減

ら
せ
る
の
で
、
げ
っ
ぷ
と
し
て
の
メ
タ
ン
排
出
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

飼
料
か
ら
メ
タ
ン
産
生
を
低
減
す
る
方
法
と
し
て
メ
タ
ン
産
生

菌
の
不
活
性
化
や
メ
タ
ン
生
成
径
路
を
阻
害
す
る
方
法
も
あ
る
。

図1 反芻動物におけるメタン生成のプロセス ［Ｈ］は水素を表す
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そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
モ
ネ
ン
シ
ン
や
サ
リ
ノ
マ
イ
シ
ン
、

ラ
テ
ロ
シ
ド
な
ど
の
イ
オ
ノ
フ
ォ
ア
と
呼
ば
れ
る
抗
生
物
質
の
投

与
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抗
生
物
質
は
微
生
物
の
細
胞
膜
の
透
過

性
に
影
響
を
与
え
て
メ
タ
ン
産
生
菌
の
メ
タ
ン
産
生
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
こ
の
よ
う
な
抗
生
物

質
の
使
用
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
代
わ
り
に
タ

ン
ニ
ン
を
多
く
含
む
牧
草
を
給
与
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
抗
生
物
質
に
比
べ
れ
ば
そ
の
効
果
は
低
い
。
そ
の
他
、
メ
タ

ン
産
生
菌
の
メ
タ
ン
合
成
系
を
阻
害
す
る
3
―
ニ
ト
ロ
プ
ロ
パ
ノ

ー
ル
の
利
用
や
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
で
は
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
殻

油
に
含
ま
れ
る
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
酸
の
利
用
が
、
メ
タ
ン
抑
制
効
果

の
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
小
林
、
二
〇
一
三
）。
最
近
、

特
に
メ
タ
ン
排
出
抑
制
効
果
の
高
い
も
の
と
し
て
海
藻
類
の
カ
ギ

ケ
ノ
リ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
カ
ギ
ケ
ノ
リ
を
給
与
す
る
こ
と
で

劇
的
な
メ
タ
ン
低
減
効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
多
く
の
企
業

が
そ
の
利
用
に
参
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
カ
ギ
ケ
ノ
リ
に
含
ま
れ
る
臭
素
化
合
物
が
メ
タ
ン
生
成

金
の
合
成
を
阻
害
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
臭

素
化
合
物
の
家
畜
本
体
へ
の
影
響
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
家
畜
の
育
種
的
な
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

消
化
管
内
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
排
出
の
少
な
い
個
体
を
遺
伝
的
に

選
抜
す
る
方
法
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
メ
タ
ン
排
出
に

関
す
る
ウ
シ
の
遺
伝
的
な
影
響
は
中
程
度
で
、
そ
の
よ
う
な
ウ
シ

を
選
抜
す
る
こ
と
に
よ
る
遺
伝
的
な
改
良
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
に
生
産
現
場
で
そ
の
よ
う
な
育
種
を
実
施
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
生
産
現
場
で
メ
タ
ン
排
出
量
を
測
定
す
る
方
法
の
開
発

が
急
務
で
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
大
き
な
障
壁
と
な

っ
て
い
る
。

7
�
発
展
途
上
国
に
お
け
る
畜
産
の
意
義

発
展
途
上
国
に
お
け
る
畜
産
の
存
在
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の

重
要
性
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
畜
産
に
対
す
る
見
方
は
、
先
進

国
と
発
展
途
上
国
で
全
く
異
な
り
、
先
進
国
で
は
畜
産
物
の
過
剰

摂
取
が
問
題
と
な
り
、
発
展
途
上
国
で
は
多
く
の
国
々
が
食
料
危

機
に
落
ち
い
り
、栄
養
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。現
在
で
も
、

小
児
の
栄
養
不
足
が
広
が
り
、
世
界
中
で
約
一
億
五
千
万
人
の
子

供
が
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う

に
畜
産
物
は
植
物
性
食
品
に
比
べ
て
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
タ
ン

パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
を
含
み
、
特
に
千
日
ま
で
の
乳

幼
児
に
は
そ
の
栄
養
価
値
は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
発
展
途
上
国
で
は
畜
産
か
ら
の
収
入
は
、
作
物
と
比
べ

て
季
節
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
安
定
し
て
お
り
、
特
に
農

村
部
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
家
畜
の
飼
養
管
理
が
働
く
場
と
な

り
、
畜
産
か
ら
の
収
入
が
主
た
る
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
家
畜

か
ら
の
糞
は
た
い
肥
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
料
理
の
た
め
の
燃
料
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や
家
の
壁
な
ど
の
資
材
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
ウ
シ
な
ど

の
大
家
畜
を
所
有
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。

ま
た
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
畜

産
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
急
速
に
高
ま
り
、
発
展
途
上
国
に
お
い

て
は
今
後
の
経
済
発
展
に
伴
っ
て
、
畜
産
物
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
々
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
た
め
に
、
持
続
的
な
家
畜
生
産
が
大
い
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

8
�
お
わ
り
に

本
稿
で
は
畜
産
物
の
摂
取
が
人
間
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
、
い
ま
だ
統
一
的
な
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
点
、
飼
料
を

食
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
評
価
指
標
の
取
り

方
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
な
い
点
、
日
本
に
お
け

る
ウ
シ
の
消
化
管
内
発
酵
に
よ
る
メ
タ
ン
排
出
の
割
合
は
世
界
的

な
水
準
と
比
べ
て
非
常
に
小
さ
い
こ
と
、
そ
し
て
ウ
シ
か
ら
の
メ

タ
ン
排
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
さ
ま
ざ
ま
な
低
減
策
に
つ
い
て
述
べ

た
。最

後
に
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
で
発
表
さ
れ
た
論
文

（W
hite

とH
all

、
二
〇
一
七
）
で
、
も
し
米
国
の
農
業
か
ら
畜

産
を
取
り
除
い
た
場
合
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
食
料
生
産
量
は
二
十
三
％
増
加
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
二
十

六
％
減
ら
せ
る
も
の
の
、
堆
肥
に
代
わ
る
化
学
肥
料
の
生
産
量
の

増
加
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
そ
の
他
の
製
品
の
原
料
不
足
に
な
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
稿
で
扱
っ
た
問
題
は
複
雑
で

単
純
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
方
的
な
主
張
や
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
正
し
い
情
報
と
知
見
に
立
っ
た

科
学
的
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
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動
物
福
祉
と
い
う
語
は
英
語A

nim
alW

elfare

（
ア
ニ
マ
ル
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
：
以
下
Ａ
Ｗ
と
す
る
）
の
訳
語
で
あ
る
が
、
農
林
水

産
省
は
当
初
よ
り
「
福
祉
と
い
う
言
葉
が
社
会
保
障
を
指
す
言
葉

と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
中
略
）
誤
解
を
招
く

お
そ
れ
」（（
公
社
）
畜
産
技
術
協
会
、
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し

た
飼
養
管
理
指
針
）
が
あ
る
と
し
て
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
き
て
い
る
。
一
方
、
動
物
愛
護
行
政
の

管
轄
官
庁
で
あ
る
環
境
省
や
倫
理
的
消
費
を
促
す
消
費
者
庁
で
は

Ａ
Ｗ
と
動
物
福
祉
を
併
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
Ａ
Ｗ

と
動
物
福
祉
を
同
義
語
と
し
て
記
述
す
る
。
2
で
Ａ
Ｗ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
を
吟
味
す
る
が
、
ま
ず
は
「
Ａ
Ｗ
と
は
動
物
の
体
の
健

康
に
加
え
、
心
の
健
康
に
ま
で
配
慮
す
る
こ
と
」
と
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

1
�
農
林
水
産
省
も
環
境
省
も
畜
産
に
お
い
て
動
物
福
祉

に
配
慮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

二
〇
二
〇
年
三
月
、
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課

長
は
地
方
農
政
局
等
に
向
け
て
、「
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
家
畜
の
飼

養
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
た
。
同
年
策

定
の
「
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
」
の
中
で
も
、
他
者
か
ら
の
信
頼
確
保
や
持
続
可
能
で
付
加
価

値
の
高
い
畜
産
物
生
産
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮

を
見
え
る
化
す
る
こ
と
、
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
技
術
指
導
通
知
を
発
出

す
る
こ
と
、
飼
養
管
理
指
針
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解
醸
成

を
図
り
、
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
飼
養
管
理
の
水
準
を
更
に
向
上
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
同
年
策
定
の
「
家
畜
改
良
増
殖
目
標
」
及
び

「
鶏
の
改
良
増
殖
目
標
」
で
も
、「
遺
伝
的
能
力
を
十
分
に
発
揮

動
物
の
福
祉
に
配
慮
す
る
畜
産
こ
そ
生
物
産
業
の
本
来
の
姿

佐
藤
衆
介

東
北
大
学
名
誉
教
授
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さ
せ
、
生
涯
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
牛
（
豚
、
鶏
）

を
快
適
な
環
境
で
飼
養
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
認
識
の

下
、
Ａ
Ｗ
の
周
知
・
普
及
を
求
め
て
い
る
。

一
方
、
環
境
省
は
二
〇
二
〇
年
六
月
施
行
の
改
正
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
動
物
愛
護
管
理
法
）
に

お
い
て
、「
国
は
、（
中
略
）
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
業

務
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
の
部
局
と
畜
産
、（
中
略
）
民
間

団
体
と
の
連
携
の
強
化
」
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
法
的
根
拠
を
も

と
に
、
動
物
擁
護
団
体
は
、
福
祉
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い
る
畜

産
現
場
を
特
定
し
、
都
道
府
県
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
動
物
愛
護

管
理
セ
ン
タ
ー
の
査
察
を
促
し
始
め
て
い
る
。
本
年
二
月
二
六
日

に
は
、
当
時
の
環
境
相
小
泉
進
次
郎
氏
は
記
者
会
見
で
、
採
卵
養

鶏
の
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
飼
育
方
法
を
所
管
す
る
農
林
水
産
省
と
連

携
し
て
改
善
に
取
り
組
む
考
え
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
畜
産
動
物
の
福
祉
改
善
、
す
な
わ
ち
心
身
共

の
健
康
改
善
は
、
生
産
力
改
善
、
消
費
者
・
納
税
者
か
ら
の
信
頼

確
保
、
持
続
可
能
で
付
加
価
値
の
高
い
畜
産
物
生
産
と
い
う
観
点

か
ら
追
求
す
べ
き
方
向
と
目
さ
れ
、
今
や
そ
れ
に
か
か
る
コ
ス
ト

を
い
か
に
内
部
化
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

2
�
動
物
福
祉
発
想
の
展
開
と
定
義

畜
産
動
物
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
議
論
は
一
九
六
四
年
に
始
ま
り
、
そ

の
後
、
四
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
経
由
し
、
現
在
の
Ａ
Ｗ
の
定
義
に
た

ど
り
着
い
て
い
る
。こ
こ
で
は
、そ
れ
ら
の
エ
ポ
ッ
ク
を
概
説
し
、

Ａ
Ｗ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
す
る
。

1

Ａ
Ｗ
議
論
の
発
端
：
ブ
ラ
ン
ベ
ル
・
レ
ポ
ー
ト

畜
産
動
物
の
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮
要
請
は
、
英
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

トR
.
H
urrison

に
始
ま
る
。
彼
女
は
一
九
六
四
年
に
「
ア
ニ
マ

ル
・
マ
シ
ー
ン
：
近
代
畜
産
に
み
る
悲
劇
の
主
役
た
ち
」
を
出
版

し
、
肉
生
産
に
高
度
に
特
化
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
食
鳥
処
理
に
お

け
る
虐
待
的
と
畜
、
産
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
育
、
恒
常
的
貧
血
状
態

の
ヴ
ィ
ー
ル
・
カ
ー
フ
等
で
の
Ａ
Ｗ
阻
害
を
詳
細
に
報
告
し
、
こ

れ
ら
の
技
術
を
支
え
る
薬
品
多
用
型
の
畜
産
が
食
品
生
産
方
式
と

し
て
妥
当
な
の
か
を
問
い
、
法
的
規
制
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

そ
れ
に
呼
応
し
、
英
国
議
会
は
「
集
約
畜
産
シ
ス
テ
ム
下
の
家

畜
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
委
員
会
は
一

九
六
五
年
に
報
告
書
（
通
称
、
ブ
ラ
ン
ベ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
）
を
答

申
し
た
。
本
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
で
、
①
集
約
畜
産
下
の

動
物
に
は
Ａ
Ｗ
の
阻
害
可
能
性
が
あ
り
、
Ａ
Ｗ
を
改
善
す
る
に
は

現
行
法
で
は
不
十
分
で
、
公
的
な
委
員
会
を
設
立
し
、
そ
の
提
案

を
受
け
て
新
法
と
基
準
を
整
備
す
べ
き
、
②
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
研
究

の
不
足
を
指
摘
し
、
畜
産
動
物
の
Ａ
Ｗ
問
題
は
、
苦
痛
と
不
快
、

生
理
的
ス
ト
レ
ス
、
そ
し
て
自
然（natural

）で
、
内
的（innate

）

に
作
ら
れ
た
動
機
と
行
動
様
式
の
抑
制
に
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
の

課
題
解
決
研
究
の
進
展
を
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。

�������������� 動物の福祉に配慮する畜産こそ生物産業の本来の姿
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2

「
五
つ
の
自
由
（
解
放
）」
原
則
の
提
案

「
五
つ
の
自
由
」
原
則
は
、
現
在
も
畜
産
動
物
は
も
と
よ
り
あ

ら
ゆ
る
動
物
で
の
Ａ
Ｗ
改
善
の
手
引
き
と
な
っ
て
い
る
。「
五
つ

の
自
由
」
原
則
の
発
想
は
、
英
国
の
畜
産
動
物
福
祉
審
議
会
（
Ｆ

Ａ
Ｗ
Ｃ
）
が
一
九
七
九
年
に
提
案
し
、
こ
れ
を
規
約
検
討
の
原
則

と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
一
九
九
二
年
、
現
在
の
形
で
あ

る
「
五
つ
の
自
由
と
対
策
」
原
則
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、

①
空
腹
・
渇
き
か
ら
の
自
由
＝
健
康
と
活
力
を
維
持
さ
せ
る
た

め
、
新
鮮
な
水
及
び
餌
の
提
供
、
②
不
快
か
ら
の
自
由
＝
庇
陰
場

所
や
快
適
な
休
息
場
所
な
ど
の
提
供
も
含
む
適
切
な
飼
育
環
境
の

提
供
、
③
痛
み
、損
傷
、病
気
か
ら
の
自
由
＝
予
防
お
よ
び
的
確
な

診
断
と
迅
速
な
処
置
、
④
正
常
行
動
発
現
へ
の
自
由
＝
十
分
な
空

間
、
適
切
な
刺
激
、
そ
し
て
仲
間
と
の
同
居
、
⑤
恐
怖
・
苦
悩
か

ら
の
自
由
＝
心
理
的
苦
悩
を
避
け
る
状
況
お
よ
び
取
扱
い
の
確
保

で
あ
る
。提
案
者
のJ.

W
ebster

は
、「
五
つ
の
自
由
」と
い
う
言
葉

が
独
り
歩
き
し
て
い
る
が
、�
＝
�
以
降
に
記
載
さ
れ
た
Ａ
Ｗ
を

保
証
す
る
管
理
す
る
側
の
対
策
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

3

ポ
ス
ト
「
五
つ
の
自
由
」
原
則

Ｆ
Ａ
Ｗ
Ｃ
（
二
〇
〇
九
）
は
Ａ
Ｗ
改
善
の
過
去
、
現
在
、
未
来

と
い
う
報
告
書
を
英
国
環
境
・
食
料
・
農
村
地
域
省
に
提
出
し
、

過
去
の
Ａ
Ｗ
改
善
は
「
五
つ
の
自
由
」
原
則
の
通
り
、
何
々
か
ら

の
自
由（
解
放
）と
い
う
低
福
祉
や
苦
悩
に
注
視
し
過
ぎ
て
お
り
、

未
来
に
お
い
て
は
よ
り
高
い
Ａ
Ｗ
を
求
め
る
べ
き
と
し
た
。
苦
痛

や
苦
悩
は
侵
害
刺
激
を
回
避
す
る
た
め
の
重
要
な
動
機
で
あ
り
、

全
て
の
苦
痛
・
苦
悩
を
回
避
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
最

小
化
こ
そ
目
指
す
べ
き
と
し
た
。
虐
待
や
不
必
要
な
苦
痛
・
苦
悩

を
防
止
し
、
動
物
の
身
体
的
・
心
理
的
要
求
を
満
た
す
こ
と
で
、

生
涯
を
通
じ
た
許
容
で
き
る
Ｑ
ｏ
Ｌ
の
確
保
こ
そ
重
要
と
し
た
。

生
き
る
に
値
す
る
生
活
（Life

W
orth

Living

）
を
求
め
る
べ
き

で
、
そ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
情
動
経
験
が
ま
さ
る
生
涯
で
、
こ
れ
は

動
物
の
生
存
に
必
要
な
要
求
の
充
足
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
要
望

へ
の
対
応
、
そ
し
て
適
切
な
世
話
の
提
供
に
よ
り
実
現
す
る
と
し

た
。
そ
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
情
動
は
、
摂
食
行
動
、
身
繕
い
行
動
、

休
息
行
動
、
遊
戯
行
動
、
親
和
行
動
等
の
発
現
に
伴
い
発
生
し
、

加
え
て
、
好
奇
心
、
楽
天
性
、
制
御
性
の
充
足
に
あ
る
と
し
た
。

4

国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
に
よ
る
Ａ
Ｗ
規
約
の
作
成

こ
れ
ま
で
の
三
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
、「
ブ
ラ
ン
ベ
ル
・
レ
ポ
ー

ト
」、「
五
つ
の
自
由
と
対
策
原
則
の
提
案
」、
並
び
に
「
五
つ
の

自
由
の
見
直
し
」
は
英
国
が
主
導
し
て
き
た
。
Ａ
Ｗ
改
善
の
こ
の

動
き
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
全
体
に
広
が
り
、
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮

が
一
九
九
三
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
条
約
に
お
い
て
は
宣
言

（D
eclaration

）
と
し
て
謳
わ
れ
、
一
九
九
九
年
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
改
正
条
約
で
は
議
定
書
と
し
て
格
上
げ
さ
れ
た
。
二
〇
〇
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九
年
の
リ
ス
ボ
ン
改
正
条
約
で
は
条
約
本
体
に
Ａ
Ｗ
が
規
定
さ

れ
、「
農
業
・
漁
業
・
輸
送
・
域
内
流
通
・
研
究
及
び
技
術
・
宇

宙
開
発
に
関
す
る
政
策
の
決
定
や
執
行
に
あ
た
り
、
Ｅ
Ｕ
及
び
加

盟
国
は
、
動
物
は
感
受
性
の
あ
る
存
在
（Sentient

being

）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、Ａ
Ｗ
の
要
件
に
十
分
に
配
慮
す
る
」と
さ
れ
た
。

欧
州
の
Ａ
Ｗ
改
善
の
動
き
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
口
蹄
疫
の
流
行
に
よ
り
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
国
際
的
動
き
と

な
り
、
一
八
二
ヵ
国
が
加
盟
す
る
政
府
間
機
関
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ
に

Ａ
Ｗ
規
約
の
検
討
が
委
ね
ら
れ
た
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
、
二
〇
〇
一
―
二

〇
〇
五
年
の
主
検
討
課
題
を
Ａ
Ｗ
と
食
品
安
全
と
定
め
、
二
〇
〇

三
年
に
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
い
う
歴
史
的
名
称
を
ロ
ゴ
と
し
て
残
し
た

ま
ま
で
、T

he
W
orld

O
rganisation

for
A
nim
alH
ealth

（
世

界
動
物
保
健
機
関
）
と
名
称
を
変
更
し
、
動
物
の
健
康
改
善
に
貢

献
す
る
組
織
へ
と
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
Ａ
Ｗ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
原
則
を
採
択
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は
陸
生
動
物
保
健

規
約
に
Ａ
Ｗ
の
章
を
追
加
し
、
海
上
・
陸
上
・
空
路
の
各
輸
送
規

約
及
び
食
用
と
殺
規
約
、
疾
患
対
策
目
的
の
殺
処
分
規
約
を
採
択

し
た
。
二
〇
一
二
年
か
ら
は
Ａ
Ｗ
と
肉
用
牛
生
産
シ
ス
テ
ム
規
約

を
皮
切
り
に
、
畜
産
動
物
の
飼
育
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｗ
規
約
を
採
択
し

て
き
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
二
〇
一
五
年
に

は
乳
用
牛
、
二
〇
一
六
年
に
は
使
役
ウ
マ
類
（
ウ
マ
、
ロ
バ
を
含

む
）、二
〇
一
八
年
に
は
養
豚
の
各
生
産
シ
ス
テ
ム
を
採
択
し
た
。

二
〇
二
一
年
に
は
産
卵
養
鶏
シ
ス
テ
ム
規
約
が
投
票
に
か
け
ら
れ

た
が
、
賛
成
四
六
％
に
対
し
中
南
米
を
中
心
に
反
対
三
五
％
で
、

採
択
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

二
〇
一
八
年
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
Ａ
Ｗ
を
再
定
義
し
、「
Ａ
Ｗ
と
は
、

動
物
の
生
活
と
死
に
関
わ
る
環
境
と
関
連
す
る
動
物
の
身
体
的
、

心
理
的
状
態
を
意
味
す
る
。
も
し
（
科
学
的
事
実
に
基
づ
き
）、

健
康
で
、
快
適
で
、
栄
養
状
態
が
良
く
、
安
全
で
、
内
的
に
動
機

づ
け
ら
れ
た
行
動
が
で
き
、
そ
し
て
も
し
苦
痛
、
恐
怖
、
慢
性
的

ス
ト
レ
ス
の
よ
う
な
不
快
な
状
態
に
な
い
の
な
ら
、
動
物
は
Ａ
Ｗ

が
良
い
状
態
と
い
え
る
。」
と
し
た
。
こ
れ
が
、
現
時
点
で
の
Ａ

Ｗ
定
義
の
国
際
的
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

5

Ａ
Ｗ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
統
合

二
〇
一
五
年
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
二
〇
三
〇
年
を
目
途
と
す
る

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（Sustainable

D
evelopm

ent
G
oals:

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国
連
食
料

安
全
保
障
委
員
会
の
食
料
栄
養
安
全
保
障
に
関
す
る
専
門
家
に
よ

る
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
は
、
二
〇
一
六
年
に
「
食
品
安
全
と
栄
養

の
た
め
の
農
業
の
持
続
的
発
展
：
畜
産
動
物
の
役
割
」
を
発
表
し

た
。
こ
こ
で
Ａ
Ｗ
改
善
は
倫
理
的
消
費
に
対
応
す
る
の
み
で
な

く
、
生
産
効
率
の
改
善
や
復
元
性
（resilience

）
の
強
化
に
貢

献
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
Ａ
Ｗ
改
善
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
統
合

が
図
ら
れ
始
め
て
い
る
。
Ａ
Ｗ
改
善
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
一
二
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で
あ
る
抗
生
物
質
使
用
の
抑
制
、
生
産
効
率
改
善
に
よ
る
環
境
へ

の
負
荷
軽
減
、
人
が
消
化
で
き
な
い
資
源
の
利
用
に
よ
る
持
続
的

農
業
、
高
付
加
価
値
化
等
に
貢
献
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
動
き
は
さ
ら
に
、
動
物
、
人
、
地
球
のW

elfare

を
一
体
的

に
考
え
るO

ne
W
elfare

の
発
想
に
も
展
開
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
市
民
か
ら
の
Ａ
Ｗ
へ
の
関
心
は
さ
ら
に
高
ま
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
投
資
リ
ス
ク
を
背
景
に
、
二
〇
一
六
年
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
Ａ
Ｗ
認
証
シ
ス
テ
ム
開
発
や
二
〇
一
八
年
に
は

G
lobalC

oalition
for
A
nim
alW

elfare

（
動
物
福
祉
国
際
連
合
）

を
設
立
し
、
世
界
統
一
的
に
Ａ
Ｗ
改
善
の
推
進
を
図
っ
て
き
て
い

る
。
我
が
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
つ
で
あ
る
日
本
ハ
ム
株
式

会
社
も
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
Ａ
Ｗ
ポ
リ
シ
ー
を
公
表
し
、
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
繁
殖
豚
の
ク
レ
ー
ト
飼
育
の
廃
止
等
を
決
定
し
て

い
る
。
持
続
的
社
会
形
成
を
目
標
に
、
国
際
的
な
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮

に
関
す
る
活
発
な
議
論
と
着
実
な
展
開
の
中
で
、
枠
組
み
だ
け
に

は
日
本
も
組
み
込
ま
れ
て
き
て
お
り
、
消
費
者
、
生
産
者
、
流
通

業
者
間
で
十
分
に
議
論
し
、
生
産
者
だ
け
に
責
任
を
転
嫁
さ
れ
る

こ
と
の
無
い
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3
�
動
物
福
祉
に
配
慮
す
る
畜
産
は
な
ぜ
持
続
的
か

Ａ
Ｗ
改
善
は
、
特
に
三
つ
の
視
点
か
ら
持
続
的
と
目
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
は
畜
産
物
生
産
の
効
率
化
に
よ
る
資
源
利
用
や
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
軽
減
、
二
つ
は
抗
微
生
物
剤
使
用
低
減
に
よ
る
薬

剤
耐
性
菌
出
現
可
能
性
の
低
減
、
三
つ
は
他
者
へ
の
対
応
で
あ
る

友
愛
の
醸
成
で
あ
る
。

1

畜
産
物
生
産
の
効
率
化

Ａ
Ｗ
の
改
善
と
は
、
飼
育
環
境
の
改
善
を
通
し
て
動
物
の
体
の

健
康
と
心
の
健
康
を
日
々
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

飼
育
環
境
で
あ
る
、
栄
養
環
境
、
物
理
環
境（
温
熱
、
空
気
の
質
、

施
設
な
ど
）、
衛
生
環
境
、
社
会
環
境
、
飼
育
者
と
の
関
係
を
、

動
物
の
体
と
心
の
反
応
を
指
標
に
日
々
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

体
の
健
康
の
改
善
と
は
、
疾
病
や
損
傷
率
が
低
く
な
る
こ
と
で
あ

り
、
生
産
力
は
高
ま
り
、
効
率
的
で
、
死
亡
率
は
低
下
す
る
。
す

な
わ
ち
、
資
源
利
用
や
生
産
活
動
の
効
率
化
で
あ
り
、
持
続
的
と

な
る
。
心
の
健
康
の
改
善
と
は
、
苦
痛
や
苦
悩
を
極
力
抑
え
、
喜

び
、
好
奇
心
、
満
足
、
安
心
の
増
大
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
心

の
健
康
が
保
た
れ
て
い
る
動
物
で
は
、
認
知
は
楽
天
的
な
方
向
に

バ
イ
ア
ス
し
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
性
は
高
ま
る
。
楽
天

的
な
認
知
に
バ
イ
ア
ス
し
た
動
物
は
、
人
、
物
、
事
に
対
し
て
も

不
安
を
あ
ま
り
抱
か
な
く
な
り
、
管
理
者
へ
は
友
好
的
に
な
り
、

新
規
な
事
で
あ
る
分
娩
、
初
め
て
の
搾
乳
、
輸
送
、
と
畜
場
へ
の

搬
入
等
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
は
低
下
す
る
。
輸
送
や
と

畜
場
で
の
ス
ト
レ
ス
は
肉
質
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｗ
改
善
は
生
産
物
に
直
接
影
響
す
る
。
筋
肉
中
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン

が
分
解
す
る
こ
と
で
乳
酸
が
生
成
さ
れ
、
pH
は
適
度
に
低
下
（
五
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・
五
―
五
・
八
）
し
、
正
常
な
肉
が
生
産
さ
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
は

筋
肉
中
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
消
耗
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
、
と
畜
前

で
の
ス
ト
レ
ス
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
少
な
く
し
、
pH
低
下
は
起
こ

ら
ず
、
肉
色
は
暗
く（D

ark

）、
硬
く（Firm

）、
ぱ
さ
ぱ
さ（D

ry

）

し
た
商
品
価
値
の
無
い
Ｄ
Ｆ
Ｄ
肉
に
繋
が
る
。
と
畜
中
の
ス
ト
レ

ス
は
急
激
な
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
分
解
を
促
し
、
pH
は
急
激
に
低
下

（
五
・
五
以
下
）し
、
肉
色
は
淡
く（Pale

）、
軟
ら
か
く（Soft

）、

水
っ
ぽ
い
（E

xudative
）、
こ
れ
ま
た
商
品
価
値
の
無
い
Ｐ
Ｓ
Ｅ

肉
に
繋
が
る
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
も
、
ニ
ワ
ト
リ
に
安
静
状
態
を
も

た
ら
す
青
色
光
下
で
と
畜
前
に
懸
鳥
し
た
場
合
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ
肉
の
発

生
率
は
二
七
％
減
少
し
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

2

抗
微
生
物
剤
使
用
低
減
に
よ
る
薬
剤
耐
性
菌
出
現
可
能
性
の

低
減

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
抗
微
生
物
剤
耐
性
が
感
染
症

リ
ス
ク
に
対
す
る
公
衆
衛
生
や
現
代
医
学
の
根
本
を
脅
か
し
て
い

る
と
し
、
二
〇
一
五
年
「
薬
剤
耐
性
に
関
す
る
国
際
行
動
計
画
」

を
採
択
し
た
。
本
計
画
で
は
、
抗
微
生
物
剤
は
、
致
命
的
疾
患
か

ら
患
者
を
守
り
、
手
術
や
化
学
療
法
の
よ
う
な
複
雑
な
医
術
を
保

証
す
る
予
防
や
治
療
の
前
提
で
あ
る
と
し
、
医
療
や
食
料
生
産
に

お
け
る
抗
微
生
物
剤
の
不
適
切
使
用
や
過
剰
使
用
が
リ
ス
ク
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
行
動
計
画
の
一
つ
に
「
人
及

び
動
物
の
健
康
保
持
に
お
け
る
抗
微
生
物
剤
使
用
の
適
正
化
」
を

掲
げ
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
や
Ｏ
Ｉ
Ｅ
と
の
連

携
を
重
視
し
た
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
第
五
次
動
物
使
用
目
的
の
抗
菌
剤
年
次
報
告
書
（
二

〇
二
一
）
に
よ
る
と
、
成
長
促
進
目
的
の
抗
菌
剤
使
用
は
調
査
一

六
〇
ヵ
国
中
一
一
二
ヵ
国
（
七
〇
％
）
が
中
止
し
て
い
る
。
四
二

ヵ
国
（
二
六
％
）
は
現
在
も
恒
常
的
に
使
用
し
、
内
二
〇
ヵ
国
は

使
用
で
き
る
抗
菌
剤
を
規
制
し
て
お
り
、
日
本
は
後
者
に
含
ま
れ

る
。
抗
菌
剤
使
用
量
は
、
世
界
平
均
で
一
〇
七
・
六
八
㎎
／
㎏（
畜

産
動
物
一
㎏
当
た
り
）と
な
っ
て
い
る
が
、
松
田
ら（
二
〇
一
七
）

の
日
本
で
の
試
算
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
デ
ー
タ
と
し
て
二
二
二

・
四
㎎
／
㎏
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
薬
剤
耐
性
ワ
ン
ヘ
ル
ス
動
向

調
査
年
次
報
告
書
二
〇
二
〇
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
で
は
健
康
な
畜

産
動
物
由
来
の
大
腸
菌
の
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
薬
に
対
す
る
耐

性
率
は
、
二
〇
一
四
年
の
四
五
・
二
％
に
対
し
、
二
〇
一
八
年
も

四
三
・
六
％
で
あ
り
ほ
と
ん
ど
低
下
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
三

世
代
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
及
び
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
の
抗
菌
剤

に
対
す
る
耐
性
率
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
間
、
概

ね
一
〇
％
以
下
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の「
薬

剤
耐
性
に
関
す
る
国
際
行
動
計
画
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
現

状
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮
と
は
、
病
気
抵
抗
性
の
低
下
に
繋
が
る
身
体

的
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
低
減
で
あ
り
、
当
然
、
抗
微
生
物
剤
使

用
は
低
下
す
る
。
母
獣
の
発
情
回
帰
や
子
畜
の
胃
の
発
達
を
早
め
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る
た
め
に
、
母
子
分
離
や
離
乳
時
期
を
早
め
る
の
が
一
般
的
な
畜

産
技
術
で
あ
る
。
母
獣
か
ら
の
分
離
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
抗
体
産
生

能
力
の
獲
得
と
い
う
子
畜
の
福
祉
改
善
と
い
う
視
点
か
ら
離
乳
を

延
ば
す
こ
と
で
、
抗
微
生
物
剤
の
使
用
量
は
一
／
一
〇
〇
に
も
な

る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
ニ
ワ
ト
リ
の
断
嘴
、
ブ
タ
の
断
歯
、
断

尾
、
去
勢
、
ウ
シ
の
除
角
、
去
勢
等
の
苦
痛
を
伴
う
処
置
も
若
齢

時
に
ル
ー
チ
ン
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
病
気
抵

抗
性
低
下
を
抗
微
生
物
剤
使
用
に
よ
り
代
償
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
苦
痛
性
を
制
御
す
る
か
、
こ
れ
ら
の
処
置
を
必
要
と
し
な
い

Ａ
Ｗ
飼
育
シ
ス
テ
ム
は
抗
微
生
物
剤
の
使
用
を
低
減
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。

3

動
物
福
祉
へ
の
配
慮
は
人
へ
の
友
愛
に
通
じ
る

動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
は
、
一
九
九
九
年
に
動

物
愛
護
管
理
法
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
本
改
正
の
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
九
七
年
に
発
生
し
た
当
時
一
四
歳
の
少
年
に
よ
る

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
で
あ
る
。
彼
は
、
動
物
へ
の
虐
待
行
為

を
度
々
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
民
会
議
や
愛
護
団
体
が
中
心

と
な
り
「
動
物
の
法
律
を
考
え
る
連
絡
会
」（
後
に
「
動
物
と
の

共
生
を
考
え
る
連
絡
会
」
に
改
正
）
が
結
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、

二
五
〇
名
の
政
治
家
の
賛
同
を
得
て
動
物
愛
護
管
理
法
へ
の
改
正

が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
動
物
へ
の
暴
力
が
人
へ
の
暴
力
に
通

じ
る
と
い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
。
こ
の
発
想
は
米
国
で
特
に
強

く
、「
人
間
へ
の
暴
力
と
動
物
へ
の
暴
力
の
関
連
性
」
に
関
す
る

研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
、
虐
待
か

ら
の
保
護
を
求
め
て
シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
っ
た
女
性
に
お
け
る
家
庭

内
の
動
物
虐
待
に
関
す
る
最
初
の
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る

（A
scione

ら
、A

nim
alw
elfare

and
dom
estic

violence

）。

こ
の
報
告
書
で
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
保
護
女
性
の
家
庭
で
は
一
般
家

庭
に
比
べ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
（
夫
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
）
は
ペ
ッ

ト
の
世
話
に
非
協
力
的
で
あ
る
こ
と
、
ペ
ッ
ト
更
新
率
が
高
い
こ

と
、
ペ
ッ
ト
虐
待
や
殺
傷
が
多
い
こ
と
、
子
供
も
同
様
に
パ
ー
ト

ナ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
ペ
ッ
ト
虐
待
や
殺
傷
が
多
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
農
村
部
で
の
別
の
調
査
で
は
、
畜
産
動
物
に
対
し
て
も
同

様
の
扱
い
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｗ
の
危
機
は
単

に
動
物
の
課
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
動
物
を
扱
う
者
の

家
族
へ
の
危
機
で
も
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、家
庭
内
暴
力（
婦

女
子
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
）
防
止
の
た
め
に
は

一
体
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年

に
はN

ationalLink
C
oalition

と
い
う
団
体
も
設
立
さ
れ
て
い

る
。
我
が
国
で
も
、
令
和
三
年
六
月
施
行
の
改
正
動
物
愛
護
管
理

法
の
中
で
、「
国
は
、（
中
略
）
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

業
務
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
の
部
局
と
（
中
略
）
福
祉
に
関

す
る
業
務
を
担
当
す
る
地
方
公
共
団
体
の
部
局
（
中
略
）
と
の
連

携
の
強
化
（
中
略
）
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
情
報
の

提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
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３７



め
る
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
愛
玩
動
物
、
畜
産
動

物
、
人
間
の
福
祉
の
連
携
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
体
的
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
け
る
福
祉
改
善
の
視
座

Ａ
Ｗ
改
善
の
手
引
き
で
あ
る
「
五
つ
の
自
由
」
原
則
の
内
、

“Freedom
to
express

norm
albehaviour”

（
正
常
行
動
を
発

現
す
る
自
由
）
が
最
も
特
徴
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
動
物
行
動
学

者
以
外
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
原
則
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
で

は
こ
の
英
語
表
記
を
「
通
常
の
行
動
様
式
を
発
現
す
る
自
由
」
と

訳
し
て
お
り
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。

N
orm
albehaviour

（
以
下
正
常
行
動
と
す
る
）
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
の
理
解
と
推
進
が
Ａ
Ｗ
改
善
の
肝
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い

て
は
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

我
が
国
に
お
け
る
福
祉
改
善
の
視
座
は
「
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対

応
し
た
飼
養
管
理
指
針
」
の
一
般
原
則
に
見
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
そ
こ
で
は
「
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
た
飼
養
管
理
と
は
、

最
新
の
施
設
や
設
備
の
導
入
を
生
産
者
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

家
畜
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
、
家
畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
飼
養

管
理
を
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
意
識
し
、
実
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
拘
束
型
飼
育
は
正
常
行
動
発
現

の
最
大
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
り
、
Ａ
Ｗ
の
改
善
に
お
い
て
拘
束
型

飼
育
か
ら
の
解
放
の
視
座
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

正
常
行
動
と
は
、
不
適
切
環
境
下
で
出
現
す
る
適
応
的
な
異
常

行
動
（
例
え
ば
、
ウ
シ
の
舌
遊
び
行
動
）
を
除
き
、
行
動
の
結
果

が
適
応
的
で
あ
る
行
動
を
言
う
が
、
後
者
に
は
敵
対
行
動
も
含
ま

れ
、
単
に
「
正
常
行
動
の
発
現
の
自
由
」
と
い
っ
た
場
合
、
敵
対

行
動
の
促
進
も
Ａ
Ｗ
改
善
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
Ａ
Ｗ
改
善
に
は
一
部
を
除
く
正
常
行
動
の
発
現
が
関
与
し
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
行
動
の
発
現
に
は
Ａ
Ｗ
改
善
の
効
果
に
軽
重
が

あ
る
。

Ａ
Ｗ
に
と
っ
て
正
常
行
動
が
重
要
と
す
る
表
現
は
Ｆ
Ａ
Ｗ
Ｃ
が

最
初
で
あ
り
、
実
は
Ａ
Ｗ
改
善
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ベ

ル
・
レ
ポ
ー
ト
で
は
、natural

とinnate

の
行
動
抑
制
を
問
題
と

し
て
い
た
。
ま
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
規
約
で
は
、「
内
的
に
動
機
づ

け
ら
れ
た
行
動
」（innate

）
が
発
現
で
き
る
こ
と
が
Ａ
Ｗ
が
良

い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｗ
改
善
に
通
じ
る
正
常
行
動
と

は
、
何
ら
か
の
外
的
刺
激
に
対
す
るreactive

な
行
動
で
あ
る
敵

対
行
動
と
か
護
身
行
動
と
い
っ
た
正
常
行
動
を
除
き
、proactive

に
出
現
す
る
正
常
行
動
（innate

）を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
行
動
の
内
、
動
機
の
強
い
順
に
、
実
行
に
よ
る
Ａ
Ｗ
改

善
効
果
は
大
き
く
な
る
。
動
機
の
強
い
順
に
、
生
存
に
直
接
関
わ

る
行
動
群
：
摂
食
行
動
、
身
繕
い
行
動
、
休
息
行
動
、
生
殖
行
動
、

生
存
に
間
接
的
に
関
わ
る
行
動
群
：
探
査
行
動
、
親
和
行
動
、
余

裕
の
あ
る
生
活
に
発
生
す
る
贅
沢
な
行
動
群
：
遊
戯
行
動
で
あ

る
。
各
行
動
の
様
式
は
動
物
種
ご
と
に
異
な
り
、
例
え
ば
、
摂
食

�������������� 動物の福祉に配慮する畜産こそ生物産業の本来の姿
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行
動
様
式
は
ウ
シ
で
は
立
毛
草
を
舌
で
絡
め
て
、
く
わ
え
、
ち
ぎ

り
、
食
べ
る
で
あ
る
し
、
ニ
ワ
ト
リ
で
は
地
中
の
餌
を
、
趾
で
地

面
を
掻
き
、
嘴
で
地
面
を
つ
つ
き
、
土
を
よ
り
分
け
、
食
べ
る
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
様
式
を
含
め
て
実
行
さ
せ
る
こ
と
が
Ａ
Ｗ
改
善

に
繋
が
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
放
牧
飼
養

な
ら
ば
簡
単
に
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
舎
飼
い
環
境
下

で
も
模
擬
的
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
（
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
が
試

み
ら
れ
て
き
て
い
る
。

「
正
常
行
動
発
現
の
自
由
」
を
除
く
四
つ
の
自
由
の
み
で
Ａ
Ｗ

改
善
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
正
常
行
動
発
現
の
自
由
」
も
含
め

た
Ａ
Ｗ
の
改
善
が
、
持
続
的
畜
産
に
繋
が
る
こ
と
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。

動物の福祉に配慮する畜産こそ生物産業の本来の姿 ��������������
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1

は
じ
め
に

青
森
県
の
リ
ン
ゴ
生
産
者
で
あ
る
片
山
寿
伸
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス

に
リ
ン
ゴ
を
輸
出
す
る
に
あ
た
っ
て
卸
売
会
社
か
ら
「
供
給
者
行

動
規
範
（
Ｓ
Ｃ
Ｐ
）」
を
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
一
九
九
八
年
の
収
穫
時
期
に
農
場
管
理
の
監
査
を
受
け
ま

し
た
。
欧
州
で
は
一
九
九
〇
年
代
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
農
薬
、
遺
伝
子
組

換
え
作
物
な
ど
の
問
題
が
相
次
ぎ
、
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に

対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
卸
売
会
社
を
通
じ
て
仕
入
先
の
生
産
者
の
農
場
管
理
を
監
査

す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
際
の
費
用
は

卸
売
会
社
が
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
か

ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
欧
州
へ
の
輸
出
に
義
務
付
け
た
農
場

保
証
の
監
査
「
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」（
現
在
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ

Ｇ
�
Ａ
�
Ｐ
�）
で
は
、
監
査
を
受
け
る
生
産
者
が
費
用
を
負
担

す
る
第
三
者
認
証
制
度
（
以
下
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
と
い
う
）
に
変
わ
り

ま
し
た
。

筆
者
は
二
〇
〇
三
年
に
、
片
山
氏
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
の
卸
売

会
社
や
小
売
会
社
を
訪
ね
て
農
場
保
証
の
監
査
制
度
を
調
査
し
、

二
〇
〇
四
年
に
は
日
本
で
最
初
と
な
っ
た
片
山
農
場
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
と
、
千
葉
県
の
野
菜
農
場
の
認
証
の
取
得
を
支
援
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
欧
州
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
で
Ｅ
Ｕ
各
国
の
政
府
や
大
学
、
農

協
、
農
民
連
合
等
を
訪
問
し
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
持
続
可
能
な
農
業
の

主
体
的
取
組
み
と
い
う
政
策
」
で
あ
り
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
農
業

の
社
会
的
責
任
の
説
明
で
あ
る
」
と
理
解
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
語
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を

二
〇
〇
五
年
に
開
発
し
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に

本
来
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
の
農
業
普
及
指

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
畜
産
農
業

田
上
隆
一

一
般
社
団
法
人
日
本
生
産
者
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
理
事
長

������������������������� 農村と都市をむすぶ2022．1
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導
員
お
よ
び
農
業
協
同
組
合
の
営
農
指
導
員
を
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
指
導
者

と
し
て
養
成
す
る
教
育
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

2

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
か
？

日
本
の
間
違
っ
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
解
釈
と
欧
州
に
お
け
る
本
来
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

解
釈Ｇ

Ａ
Ｐ
（G

ood
A
griculturalPractice

）
に
つ
い
て
論
じ
る

場
合
、
特
に
日
本
に
お
い
て
は
言
葉
の
定
義
づ
け
が
重
要
で
す
。

農
林
水
産
省
で
は
こ
れ
ま
で
に
「
食
品
安
全
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
や
「
農
業

生
産
工
程
管
理
」
と
い
う
農
業
生
産
活
動
の
「
目
的
」
や
「
手
段
」

と
し
て
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
文
献
に
は
「
適
正
農
業
規
範
」
と

い
う
表
現
も
あ
り
、
さ
ら
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
議
論
を
混
乱
さ
せ
て
い
る

の
は
、マ
ス
コ
ミ
も
含
め
た
多
く
が
、農
場
保
証（Farm

A
ssur-

ance

）
の
た
め
の
認
証
（C

ertification

）
制
度
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
を
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

欧
州
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
「
農
業
由
来
の
環
境
汚
染

や
公
衆
衛
生
上
の
危
害
を
減
ら
し
て
、
持
続
的
な
農
業
を
目
指
す

た
め
の
行
動
規
範（C
ode
ofG
ood
A
griculturalPractices

）」

に
基
づ
い
て
環
境
保
全
型
農
業
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
稿

で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
「
適
正
農
業
管
理
」
と
い
い
、
関
連
す
る
こ
と

ば
を
欧
州
に
倣
っ
て
表
1
の
よ
う
に
整
理
し
ま
す
。

農
業
由
来
の
環
境
汚
染

表1 GAPの用語の意味

GAPの用語 英語の表現 GAPの用語の意味・概念

GAP（適正農業管理） Good Agricultural
Practice

持続可能な農業の具体的な
取組み行為・実践

GAP規範（適正農業規範） Code of Good Agricultural
Practice (Co-GAP)

適正農業管理の理念とその
実践の指導書

GAP認証（農場保証） ・Farm Certification
・Farm Assurance

流通ビジネスとしての農業
管理の評価・監査制度

GAP規準
（チェックリスト）

Control Point &
Compliance Criteria

農場の査察や監査のための
確認・検証項目表

GAPと畜産農業 ������������������������������
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第
二
次
大
戦
後
、
日
本
で
も
欧
州
で
も
農
業
生
産
の
基
盤
整
備

や
機
械
化
が
推
進
さ
れ
、
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の
登
場
で
農
業

の
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
農
業
の
現
場
で
は
大
量

に
窒
素
肥
料
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
余
剰
と
な
っ
た
窒
素
、

つ
ま
り
作
物
に
吸
収
さ
れ
ず
に
土
壌
中
に
残
っ
た
窒
素
分
や
家
畜

糞
尿
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
成
分
は
、
環
境
に
流
出
し
、
硝
酸
塩

と
し
て
地
下
水
を
汚
染
し
、
河
川
・
湖
沼
等
の
富
栄
養
化
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

地
球
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
維
持
で
き
な
く
な
る
不
可
逆
点
を
定

量
化
し
た
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
（
地
球
限
界
）」

の
指
針
で
は
、「
窒
素
」
と
「
リ
ン
」
が
、
人
間
が
安
全
に
生
存

で
き
る
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
窒
素

総
供
給
量
に
対
す
る
農
地
受
入
れ
限
界
の
比
率
は
一
九
二
・
三
％

（
鈴
木
宣
弘
の
試
算
）
の
大
過
剰
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
の
国
々
の
安
定
と
繁
栄
、
人
間
の
安
全
保
障
に
と

っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
気
候
変
動
で
す
が
、
排
出
さ
れ
て
い
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
主
な
も
の
は
二
酸
化
炭
素
（
化
石
燃
料
の
燃
焼

等
）、
メ
タ
ン
（
強
還
元
状
態
の
水
田
、
家
畜
の
あ
い
気
（
げ
っ

ぷ
））、
一
酸
化
二
窒
素（
農
地
の
土
壌
・
肥
料
、
家
畜
排
せ
つ
物
）

等
で
す
。
二
〇
一
〇
年
の
世
界
の
人
為
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
約
四
九
〇
億
ト
ン
（
四
九
Ｇ
ｔ
―
Ｃ
Ｏ
2
換
算
／
年
）
の
約

四
分
の
一
（
一
〇
〇
億
ト
ン
〜
一
二
〇
億
ト
ン
／
年
）
は
、
農
林

業
・
土
地
利
用
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
国
連
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
レ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
第
三
作
業
部
会
）。

Ｅ
Ｕ
の
硝
酸
塩
指
令
と
加
盟
各
国
の
法
規
制

欧
州
諸
国
で
は
集
約
的
な
畜
産
農
業
か
ら
出
る
糞
尿
が
農
用
地

で
吸
収
で
き
る
量
を
は
る
か
に
超
え
、
ま
た
、
大
量
に
投
入
さ
れ

る
化
学
肥
料
と
と
も
に
窒
素
や
リ
ン
が
地
下
水
に
浸
透
し
、
飲
用

す
る
人
間
の
健
康
被
害
（
ブ
ル
ー
ベ
イ
ビ
ー
症
候
群
）
が
生
じ
、

死
亡
者
も
出
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、一
九
八
〇
年
に
は
、飲
用
水
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
理
事
会
指
令
が
、

一
九
九
一
年
に
は
「
硝
酸
塩
指
令
」（
九
一
／
六
七
六
／
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）

（
図
1
）
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

硝
酸
塩
脆
弱
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
た
地
域
の
農
業
者
は
行
動
基

準「
硝
酸
塩
指
令
付
属
書
Ⅲ
」を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
農
地
に
施
用
す
る
肥
料
の
量
を
規
制
す
る
条
項
で
、

作
物
ご
と
の
窒
素
要
求
量
、
土
壌
中
の
可
給
態
窒
素
量
、
土
壌
有

機
物
、
及
び
家
畜
厩
肥
や
化
学
肥
料
な
ど
か
ら
追
加
さ
れ
る
可
給

態
窒
素
量
を
考
慮
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
全
て
の
農
業
者
は
、行
動
基
準「
硝

酸
塩
指
令
付
属
書
Ⅱ
」
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
共
通
の

項
目
と
し
て
、
①
肥
料
の
施
用
が
不
適
切
な
期
間
、
②
急
傾
斜
地

へ
の
肥
料
の
施
用
、
③
水
飽
和
、
冠
水
、
凍
結
ま
た
は
積
雪
状
態

の
農
地
へ
の
施
用
、
④
水
系
近
傍
の
土
地
へ
の
施
用
、
⑤
家
畜
糞

������������������������������ GAPと畜産農業
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尿
貯
留
装
置
の
容
量
と
建
設
、
⑥
水
系
へ
の
養
分
ロ
ス
を
許
容
レ

ベ
ル
に
維
持
す
る
た
め
の
化
学
肥
料
と
家
畜
糞
尿
双
方
の
施
用
な

ど
で
す
。

さ
ら
に
、
加
盟
国
が
追
加
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
⑦
作
物
輪
作

シ
ス
テ
ム
、
⑧
一
年
生
作
物
と
永
年
性
作
物
の
土
地
利
用
計
画
、

⑨
窒
素
を
土
壌
か
ら
吸
収
す
る
最
低
植
被
率
の
降
水
を
維
持
す
る

期
間
、
⑩
農
場
ご
と
の
施
肥
計
画
の
策
定
と
肥
料
使
用
記
録
の
保

持
、
⑪
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
表
面
流
去
水
お
よ
び
作
物
根
域
以
下
へ

の
水
移
動
に
よ
る
水
質
汚
染
の
防
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
六
年
に
硝
酸
塩
指
令
に
基
づ
く
「
肥
料
条

例
」
を
発
効
し
、
①
厩
肥
か
ら
の
窒
素
肥
料
散
布
の
上
限
（
一
七

〇
㎏
／
ha
）
や
、
②
散
布
禁
止
期
間
（
一
一
月
一
五
日
か
ら
一
月

一
五
日
ま
で
の
二
ヵ
月
間
）、
③
散
布
機
械
が
均
等
に
散
布
さ
れ

て
い
る
証
明
、
④
資
材
が
地
表
水
に
流
れ
込
ま
な
い
距
離
、
⑤
圃

場
ご
と
の
施
肥
必
要
量
の
測
定
等
が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
「
土
壌
保
全
法
」
が
改
正
さ
れ
、「
土
壌
構
造
の
維
持
改
善
」、

「
土
壌
の
硬
化
防
止
」、「
土
壌
流
出
の
防
止
」、「
輪
作
に
よ
る
土

壌
中
の
生
物
の
維
持
」、「
耕
地
集
約
度
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
る
腐

植
土
の
保
持
」
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
上
記
の
法

令
や
規
則
を
遵
守
し
た
上
で
、「
良
好
な
景
観
の
創
造
」、「
生
物

種
の
多
様
性
の
回
復
」、「
飲
料
水
の
保
全
」、「
農
村
の
保
養
価
値

づ
く
り
」
な
ど
、「
農
業
に
よ
る
正
の
外
部
経
済
効
果
」
を
生
み

出
す
行
為
も
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。

図1 EU硝酸塩指令の説明 EU委員会ホームページより

EUは、農業で使用される硝酸塩によって引き起こされる水質汚染を削減したいと考えており、EU諸国が取るべき措置を打ち出しています。EUは、農業で使用される硝酸塩によって引き起こされる水質汚染を削減したいと考えており、EU諸国が取るべき措置を打ち出しています。

硝酸塩による水質汚染を防止および削減するた
めの適正農業規範および対策のコードの確立
硝酸塩による水質汚染を防止および削減するた
めの適正農業規範および対策のコードの確立

農業資源からの過剰な窒素
は、ヨーロッパの水質汚染
の主な原因の1つです。

農業資源からの過剰な窒素
は、ヨーロッパの水質汚染
の主な原因の1つです。

EU委員会EU委員会

純粋できれいな水は、人間の健康と
自然の生態系にとって不可欠です。
純粋できれいな水は、人間の健康と
自然の生態系にとって不可欠です。

硝酸塩指令を一言で言えば硝酸塩指令を一言で言えば

硝酸塩脆弱
地域の指定
硝酸塩脆弱
地域の指定

進捗管理する進捗管理する

硝酸塩濃度に関する
水域のモニタリング
硝酸塩濃度に関する
水域のモニタリング

窒素は植物や作物の成長を
助ける重要な栄養素ですが、
高濃度は人や自然に有害です。

窒素は植物や作物の成長を
助ける重要な栄養素ですが、
高濃度は人や自然に有害です。
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因
み
に
、
上
記
の
法
令
や
規
則
は
、
現
在
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
事

実
上
の
標
準
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
�
Ａ
�
Ｐ
�
認

証
制
度
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
準
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
の
遵
守
規
則
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
の
環
境
支
払
い
政
策
と
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範

Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
は
、「
硝
酸
塩
指
令
」
と
「
植
物
保
護
指

令
（
九
一
／
四
一
四
／
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）」
等
で
「
持
続
可
能
な
農
業
（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）」
を
目
指
し
、「
環
境
支
払
い
」
で
推
進
す
る
政
策
へ
と
大

き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一

般
協
定
」
の
ガ
ッ
ト
（
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
お
け
る
「
農

業
保
護
削
減
合
意
」
と
の
整
合
性
を
図
っ
た
国
際
戦
略
で
も
あ
り

ま
し
た
。
環
境
保
全
、
公
衆
衛
生
、
動
物
保
護
、
景
観
の
維
持
等

に
つ
い
て
の
法
令
「
法
定
管
理
要
件
Ｓ
Ｍ
Ｒ
（Statutory

M
an-

agem
ent

R
equirem

ents

）」を
遵
守
す
る
と
い
う
条
件
で
補
助

金
を
受
け
取
る
ク
ロ
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
二
〇
〇
五
年
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
他
に
、
加
盟
各
国
が
適
正
農
業
環

境

条

件
Ｇ
Ａ
Ｅ
Ｃ
（G

ood
A
gricultural

and
Environm

entalC
onditions

）
を
策
定
し
、
農
業
者
は
、
土
壌

や
気
候
の
条
件
、
土
地
利
用
、
輪
作
、
農
場
構
造
や
農
業
手
法
な

ど
の
地
域
の
最
低
要
件
を
遵
守
す
る
管
理
計
画
を
実
施
す
る
こ
と

も
補
助
金
受
取
り
の
要
件
で
す
。

さ
ら
に
、
ク
ロ
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
受
け
る
農
業
者
を

対
象
に
、
気
候
変
動
対
策
と
環
境
保
全
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る

農
業
活
動
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
支
払
い
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、「
持
続
可
能
な
農
地
で
天
然
資
源
の
世
話
を
日

常
の
業
務
と
す
る
農
民
の
利
益
を
財
政
的
に
支
援
す
る
た
め
に
直

接
支
払
う
」
も
の
で
、「
市
場
価
格
で
は
守
ら
れ
な
い
自
然
的
公

共
財
の
維
持
・
管
理
の
費
用
」
と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
（
参
考

1
）。農

業
者
の
義
務
と
し
て
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
自
主
計
画
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｅ

Ｃ
の
達
成
に
向
け
て
、
農
業
者
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
生
産
活

動
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
体
系
化
し
た
も
の
がC

ode
of

G
ood

A
gricultural

Practice

（
Ｃ
ｏ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
）「
適
正
農

業
規
範
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範
）」
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
環
境
・
食
料
・

農
村
振
興
省
（
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
）
が
制
作
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範
（
二
〇

〇
九
年
版
）
は
、「
水
・
土
壌
・
大
気
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
た
め
の
実
践
ガ
イ
ド
で
す
」、「
法
律
上
の
義
務
を
果
た
す
た
め

に
役
立
ち
ま
す
」、「
設
定
さ
れ
た
基
準
の
達
成
を
支
援
す
る
も
の

で
、
ア
ン
モ
ニ
ア
排
出
制
限
の
目
標
を
達
成
す
る
国
際
的
な
責
務

の
達
成
に
も
役
立
ち
ま
す
」、
ま
た
、「
幾
つ
か
の
ケ
ー
ス
で
は
、

経
営
の
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
」。

3

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
俯
瞰
す
る

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
と
商
業
利
用

Ｅ
Ｕ
で
は
二
〇
〇
四
年
に
、
全
て
の
食
品
取
扱
事
業
者
に
適
用

������������������������������ GAPと畜産農業
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さ
れ
る
「
一
般
食
品
衛
生
規
則
（
八
五
二
／
二
〇
〇
四
）」
と
「
動

物
起
源
食
品
特
別
衛
生
規
則
（
八
五
三
／
二
〇
〇
四
）」、「
公
的

統
制
規
則
（
八
八
二
／
二
〇
〇
四
）」、「
動
物
起
源
食
品
特
別
公

的
統
制
規
則
（
八
五
四
／
二
〇
〇
四
）」
と
い
う
四
つ
の
包
括
的

な
衛
生
法
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
農
場
を
除
く
全
て

の
食
品
取
扱
事
業
者
は
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
）

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
自
己
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
が
義
務
付
け
ら

れ
、
こ
の
食
品
安
全
基
準
が
輸
入
食
品
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

自
己
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
社
内
の
衛
生
管
理
と
同
時

に
、
仕
入
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
な
要
件
で
す
。

設
立
当
初
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
�
Ａ
�
Ｐ
�
の
基
準
文
書
に
は
、

「
こ
こ
で
要
求
す
る
内
容
は
、
欧
州
の
主
要
な
小
売
業
者
が
許
容

で
き
る
取
引
要
件
の
最
低
限
度
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
に
基

づ
く
一
般
衛
生
管
理
を
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
準
に
取
り
入
れ
、
食
品
安
全
を

重
点
に
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
多
く
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
の
一
大
野
菜
産
地
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
南
部
の
、
エ
レ
ヒ
ド

市
役
所
の
二
〇
一
七
年
の
農
業
統
計
に
よ
る
と
、
市
内
全
農
家
数

の
七
八
％
が
ス
ペ
イ
ン
の
生
態
学
的
農
業
認
証
Ｕ
Ｎ
Ｅ
一
五
五
〇

〇
一
を
取
得
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
�
Ａ
�
Ｐ
�
認
証
は

九
一
％
の
農
家
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
農
協
は
、
販
売
先
の
要
求

に
応
じ
て
、
そ
の
他
の
複
数
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
を
利
用
し
て
、

各
国
の
企
業
の
要
求
に
合
わ
せ
て
、
組
合
員
の
農
場
管
理
を
指
導

し
統
制
し
て
い
ま
す
（
参
考
2
）。

世
界
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
三
「
生
産
性
向
上
と
自
然
生
態
系
保
全

を
両
立
さ
せ
る
国
際
戦
略
」

農
業
の
生
産
性
向
上
が
目
的
だ
っ
た
農
業
政
策
か
ら
、「
自
然

資
源
へ
の
汚
染
を
無
く
す
環
境
と
人
に
や
さ
し
い
農
業
」
政
策
へ

と
転
換
し
た
時
代
（
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
）
を
、

筆
者
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
一
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、
農
産
物
の
調
達
先
の
信
頼
確
認
の

た
め
に
要
求
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
が
一
世
風
靡
し
た
時
代
（
二

〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
二
〇
）
を
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
二
」
と
名

付
け
ま
し
た
。（
表
2
）

Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
代
に
お
い
て
、
米
欧
の
先
進
諸
国
で

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
一
の
政
策
が
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た

た
め
に
、
次
世
代
に
向
け
た
政
策
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、「
持
続

可
能
な
農
業
分
野
の
た
め
に
Ｅ
Ｕ
予
算
の
四
〇
％
を
充
て
て
、
ク

ロ
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
条
件
を
強
化
す
る
」
と
二
〇
二
〇

年
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
で
は
、
す
で

に
二
〇
一
八
年
に
は
「
ア
ン
モ
ニ
ア
の
排
出
削
減
の
た
め
の
適
正

農
業
規
範
」
を
発
行
し
、
二
〇
〇
九
年
版
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範
に
追
加

し
て
使
用
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
三
で
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は
一
段
と
厳
し
い
窒
素
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

次
期
Ｅ
Ｕ
共
通
農
業
政
策
「
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
」
の
「
農

場
か
ら
食
卓
ま
で
の
戦
略
（Farm

to
Fork

Strategy

）」
で
は
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
の
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
、
①
農
薬
の
使

用
及
び
リ
ス
ク
の
五
〇
％
減
少
、
②
肥
料
の
使
用
を
少
な
く
と
も

二
〇
％
減
少
、
③
家
畜
及
び
養
殖
に
使
用
さ
れ
る
抗
菌
剤
販
売
の

五
〇
％
減
少
、
④
有
機
農
業
に
利
用
さ
れ
る
農
地
を
二
五
％
に
到

達
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
Ｅ
Ｕ
規
則
を
世
界
標
準
に
す

る
こ
と
で
、
貿
易
交
渉
を
通
じ
て
相
手
国
に
ル
ー
ル
を
輸
出
す
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
参
考
3
）。

米
国
も
同
様
の
戦
略
（
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

を
二
〇
二
〇
年
に
発
表
し
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
農
業
生

産
量
の
四
〇
％
増
加
と
環
境
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
五
〇
％
削
減
の
同

時
達
成
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。「
環
境
に
優
し
く
公
平
で
健

康
的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
国
際
戦
略
」
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
一

と
ス
テ
ー
ジ
二
と
を
総
合
化
し
た
「
覇
権
的
食
料
シ
ス
テ
ム
」
の

時
代
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

4

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
畜
産
農
業

欧
州
畜
産
農
家
の
対
応

欧
州
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
ソ

ル
ソ
ー
ナ
郡
の
畜
産
農
家
を
数
回
訪
ね
て
い
ま
す
。
初
め
て
訪
問

し
た
二
〇
〇
八
年
に
、
農
民
連
合
ウ
ニ
オ
ン
・
デ
・
パ
ジ
ェ
ゾ
ス

表2 世界のGAPステージ

GAP
ステー
ジ

ステージ0
GAP以前

ステージ1
GAP概念の誕生

ステージ2
農場保証の監査

ステージ3
覇権的食料
システム

年代 1961－1980 1981－2000 2001－2020 2021－2040
特徴 農業の近代化

と農業由来の
環境汚染

自然資源への汚染を
なくす環境と人にや
さしい農業（GAP
規範）

グローバル経済で
必要な農場の安全
保証（GAP認証）

環境に優しく公平
で健康的な食料シ
ステムの国際戦略

GAP
の意味

（機械化・工
業化による生
産性の高い農
業）

「政策としての環境
保全型農業」
持続可能な農業は市
場では守られない自
然的公共財（水・土
・空気）のメンテナ
ンスをしている。
GAPは「持続可能
な農業のための適正
農業管理」である

「流通ビジネスと
しての農場認証監
査」
GAP規準による
農場認証は、グロ
ーバルなサプライ
チェーンのための
農場監査である

「国際戦略として
の持続可能な農
業」
生産性向上と自然
生態系の保全を両
立させる農業を目
指し、貿易の条件
となる
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の
ソ
ル
ソ
ー
ナ
郡
会
長
で
あ
る
養
鶏
農
家
の
ジ
ャ
ウ
メ
氏
は
、
家

族
四
人
で
四
一
、
〇
〇
〇
羽
を
年
に
六
回
転
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

生
産
さ
れ
た
鶏
は
「
Ａ
＋
（
ア
・
プ
ラ
ス
）」
認
証
を
取
得
し
て

カ
ル
フ
ー
ル
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
条
例
に
従
い
、
鶏
舎
内
の

平
飼
い
で
、
窓
は
鶏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
除
の
た
め
二
㎝
メ
ッ
シ

ュ
の
防
鳥
網
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鶏
糞
は
堆
肥
化
し
、
九
〇

ha
の
自
作
地
に
全
量
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

養
豚
農
家
の
ジ
ョ
ゼ
ッ
プ
・
マ
リ
ア
氏
は
、
繁
殖
豚
二
五
〇
頭

の
施
設
を
所
有
し
、
豚
糞
を
一
、
〇
〇
〇
万
リ
ッ
ト
ル
排
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
所
有
地
一
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
は
、
法
令
に
よ
る

「
厩
肥
か
ら
の
窒
素
肥
料
散
布
の
上
限
（
一
七
〇
㎏
／
ha
）」
を

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
一
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
を
借

用
し
て
豚
糞
の
全
量
使
用
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
経

営
上
の
問
題
点
と
し
て
、
政
府
の
衛
生
や
環
境
保
護
に
対
す
る
規

制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
ア

ニ
マ
ル
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
で
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
完
全
実
施
さ

れ
る
妊
娠
ス
ト
ー
ル
の
使
用
禁
止
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
の
全
面

的
な
改
造
が
必
要
と
な
り
、
大
幅
な
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
に
な
る

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
輸
入

さ
れ
る
安
い
豚
と
の
競
争
上
も
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
も
話
し

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
〇
年
後
（
二
〇
一
七
年
）
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
訪

問
で
は
、
メ
リ
テ
リ
農
畜
水
産
食
品
省
大
臣
と
会
談
し
ま
し
た
。

筆
者
の「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
最
大
の
課
題
は
何
で
す
か
」と
い
う
質
問
に
、

大
臣
の
「
養
豚
が
盛
ん
な
の
で
す
が
糞
尿
を
作
物
で
吸
収
す
る
面

積
が
州
全
体
で
三
〇
％
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
す
」
と
い
う
応
え

が
印
象
的
で
し
た
。

二
〇
一
一
年
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
国
農
民
連

合
（
Ｎ
Ｆ
Ｕ
）
を
訪
ね
て
、
組
合
員
の
約
八
〇
％
程
度
が
認
証
を

取
得
し
て
い
る
レ
ッ
ド
ト
ラ
ク
タ
ー
保
証
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
牛
、
豚
、
鶏
、
乳
の
畜
産
物
は
約
九
〇
％
の
農
場
が
認
証

を
取
得
し
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
持
続
可
能
な
調
達
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
農
業
者
の
責
任
だ
け
で
は
な
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
標
準
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
食
品
調
達
の
求
め

に
対
し
て
、
二
〇
二
〇
東
京
大
会
は
二
〇
一
二
ロ
ン
ド
ン
大
会
と

は
比
較
に
も
な
ら
な
い
低
い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
た
め
、
海
外
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
の
中
に
は
、「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
・
ス
ト
ー
ル

フ
リ
ー
一
〇
〇
％
を
達
成
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
て
訴
え
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｕ
の
農
業
者
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
い
う
新
し
い
農
業
の
価
値
観
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
耕
種
農
業
も
畜
産
農
業
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
を
受
入
れ
て
、
二
〇
二
一
年
の
現
在
は
そ
れ
ら
が
世
界
標
準

と
な
り
、
日
本
と
世
界
の
格
差
は
圧
倒
的
に
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
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日
本
農
業
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
不
振
の
最
大
の
原
因
は
、
端
的
に
言
う

と
、「
日
本
の
農
業
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
一
を
経
て
い
な
い
か

ら
」
で
す
。
そ
の
結
果
日
本
に
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
持
続
可
能
な
農

業
の
主
体
的
取
組
み
と
い
う
政
策
で
あ
る
」
と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
農
業
の
社
会
的
責
任
の
説
明

で
あ
る
」
と
い
う
概
念
が
農
産
物
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
企
業
に
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
大
企
業
を
中
心
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
上
げ
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
世
界
の
行
動
規
範
と
し
て
持
続
可
能
性
の
目
標

が
社
会
的
に
重
大
な
関
心
事
項
と
な
り
、
日
本
も
避
け
て
は
通
れ

な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
Ｇ

Ａ
Ｐ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
駆
け
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
行
政

が
持
続
可
能
な
農
業
の
達
成
目
標
を
定
め
て
、
行
動
規
範
を
策
定

し
、
農
業
者
が
遵
守
し
て
き
た
新
し
い
農
業
の
価
値
観
で
す
。
欧

州
諸
国
の
農
業
者
が
受
け
入
れ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
農
業
者

も
、
政
策
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
積
極

的
に
取
り
込
ん
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
食
品
加
工
大
手
の
ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

が
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ポ
リ
シ
ー
」
を
制
定
し
、
二
〇
三

〇
年
ま
で
に
豚
の
妊
娠
ス
ト
ー
ル
を
廃
止
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
日
本
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
三
の
体
制
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

関
連
企
業
の
社
会
的
責
任
と
、
農
業
政
策
の
転
換
と
、
農
業
者
が

そ
れ
ら
に
応
え
る
形
で
、
持
続
可
能
な
日
本
農
業
の
実
現
に
向
け

た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範
」

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
本
来
の
考
え
方
は
、
農
場
経
営
で
導
入
す
る
「
シ
ス

テ
ム
」
や
農
場
管
理
の
「
手
法
」
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
と
い
う
「
思
想
」
で
す
。
従
っ
て
、「
水
稲

Ｇ
Ａ
Ｐ
」
や
「
野
菜
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
と
い
う
表
現
が
相
応
し
く
な
い
の

と
同
じ
で
、「
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
と
い
う
呼
び
方
も
適
切
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
「
適
正
農
業
規
範
」
は
、「
水
や
土

壌
や
大
気
を
汚
染
す
る
か
も
し
れ
な
い
物
質
を
、
農
場
内
で
散
布

し
た
り
、
取
り
扱
っ
た
り
、
保
管
し
た
り
す
る
全
て
の
農
場
関
係

者
」
が
、「
法
令
を
遵
守
し
、
環
境
や
人
間
が
受
け
る
害
を
避
け

る
効
果
的
な
措
置
を
取
る（
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
あ
る
）こ
と
を
支
援
す
る
」

と
言
っ
て
ま
す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
農
業
に
起
因
す
る
環
境
汚
染
や
食

品
危
害
な
ど
の
「
負
の
外
部
経
済
効
果
」
を
回
復
さ
せ
る
、
あ
る

い
は
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
自
然
的
公

共
財
を
利
用
し
維
持
し
て
い
る
農
業
者
に
と
っ
て
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範

は
共
通
の
行
動
規
範
で
す
。

農
業
を
生
産
物
で
分
類
す
る
と
、
①
耕
種
農
業（
稲
作
、
畑
作
、

露
地
野
菜
、
施
設
野
菜
、
果
樹
、
き
の
こ
、
茶
、
花
き
、
飼
料
用

そ
の
他
の
植
物
栽
培
）、
②
畜
産
農
業
（
牛
、
酪
農
、
養
豚
、
養

鶏
・
卵
、
そ
の
他
の
動
物
飼
育
）
に
分
類
で
き
ま
す
。
生
産
物
の
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違
い
に
よ
っ
て
①
は
栽
培
管
理
、
②
は
飼
養
管
理
と
農
業
の
取
扱

い
方
や
そ
の
手
順
が
異
な
る
だ
け
で
、
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
主

体
的
な
取
組
み
は
同
じ
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
分
類
す

る
の
で
は
な
く
、
農
業
全
体
で
共
通
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
、
生

産
物
に
よ
っ
て
異
な
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
を
構
造
的
に
把
握
す
る

こ
と
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
理
念
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
や
動
作
を

Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
範

第
二
版
」（
一
般
社
団
法
人
日
本
生
産
者

Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
発
行
）
の
目
次
（
表
3
）
で
は
、
す
べ
て
の
章
に
亘

っ
て
農
業
（
耕
種
農
業
と
畜
産
農
業
）
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
が
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

Ｇ
Ａ
Ｐ
ス
テ
ー
ジ
3
で
の
世
界
の
価
値
観
は
、
農
産
物
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
企
業
に
、
仕
入
先
も
含
め
た
関
係
す
る
す
べ
て

の
、
実
際
の
（
お
よ
び
潜
在
的
な
）
負
の
影
響
を
特
定
し
、
防
止

し
軽
減
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
（
責

任
あ
る
農
業
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
た
め
の
O
E
C
D
―
F
A
O

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
2
0
1
6
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
農

業
者
は
G
A
P
規
範
を
遵
守
し
、
農
場
管
理
の
行
動
や
動
作
を
洗

い
出
し
て
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
て
い
く
G
A
P
で
あ
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
持
続
可
能
性
を
実
現
す
る
G
A
P
は
、
私
達
の

表3 環境と人にやさしい農業の実践 目次

序章：GAPの理念と実践
第1章 適正農業総論
第2章：農業と自然環境の保全
第3章 土壌管理と作物養分管理
第4章 農場における水管理
第5章 圃場管理と作物保護
第6章 特殊な栽培の管理
第7章 家畜・家禽の飼養管理と環境対策
7．1 はじめに
7．2 家畜の飼養管理
7．3 家畜の放牧とその管理
7．4 衛生・安全管理
7．5 家畜排泄物の管理の適正化と環境対策
7．6 汚水処理と悪臭対策
7．7 害虫対策
7．8 ミツバチの飼養

第8章 農場内の施設・資材管理
第9章 廃棄物の取扱い
第10章 農産物・食品の安全性と食品衛生管理
第11章 労働者の保護
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健
全
な
社
会
生
活
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、
そ
の
価
値
は
農
産
物
の
市
場
で
は
価
格
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
G
A
P
を
推
進
す
る
行
政
が
農
業
生
産

を
単
に
刺
激
す
る
だ
け
の
政
策
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
、
農
業
者

の
集
約
的
な
農
業
生
産
に
よ
っ
て
環
境
汚
染
や
自
然
破
壊
が
続
く

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
従
っ
て
、
農
産
物
の
価
格
に
反
映
で
き
な

い
社
会
的
利
益
（
公
共
財
）
に
対
す
る
何
ら
か
の
対
価
や
支
援
を

行
う
公
的
な
制
度
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

参
考
1
：
田
上
隆
一
、
真
の
持
続
的
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
Ａ
Ｆ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
七

参
考
2
：
ア
ン
ト
ニ
オ
・
Ｆ
・
エ
ス
コ
バ
ル
、
ア
ル
メ
リ
ア
農
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
協
同
組
合
に
よ
る
農
業
者
へ
の
教
育
、
二
〇
一

八
年
度
Ｇ
Ａ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨
集
、
二
〇
一
九

参
考
3
：
農
林
水
産
政
策
研
究
所
、
主
要
国
農
業
政
策
・
貿
易
政
策
、
二
〇

二
〇
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1

は
じ
め
に
〜
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ぐ
る
最
近
の
国
際
的
な

動
き
〜

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
三
日
、
会
期
を
一
日
延
期
し
て
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
二
六
回
締
結
国
会
議
）
が
閉

会
し
た
。
パ
リ
協
定
に
お
け
る
気
温
上
昇
の
抑
制
目
標
二
℃
未
満

の
実
現
が
現
状
で
は
困
難
で
、
各
国
が
約
束
し
た
気
候
変
動
対
策

が
完
全
に
実
施
さ
れ
た
場
合
の
気
温
上
昇
が
一
・
七
℃
、
現
在
の

状
況
が
続
け
ば
二
・
四
℃
と
い
う
調
査
報
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
合
意
内
容
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
野
心
的
で
確
実
性
の
高

い
対
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い
評
価
も
あ
る
。

特
に
焦
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
の
大

き
な
排
出
源
で
あ
る
石
炭
火
力
発
電
に
対
す
る
助
成
金
が
、
段
階

的
な
「
廃
止
」
か
ら
「
削
減
」
へ
と
対
応
が
弱
め
ら
れ
た
こ
と
へ

の
落
胆
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
協
定
よ
り
も
厳
し
い
気
温
上

昇
一
・
五
℃
の
新
た
な
共
通
目
標
の
設
定
、
二
〇
二
二
年
中
の
各

国
の
気
候
変
動
対
策
の
更
新
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け

る
国
へ
の
資
金
援
助
の
増
額
と
経
済
支
援
計
画
の
二
〇
二
四
年
ま

で
の
策
定
に
合
意
し
、
さ
ら
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
の
透
明
性
の
あ
る

国
際
管
理
を
定
め
た
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
民
間

セ
ク
タ
ー
も
参
加
し
た
パ
リ
協
定
の
実
効
性
の
あ
る
運
用
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ｉ
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
先
ん
じ
て
、
九
月
二
三
〜
二
四
日
に
は
国
連
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0
2
1
）
が
開
催
さ
れ
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0
2
1
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
が
目
標
年
二
〇
三
〇
年

に
お
い
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
強
い
危
機
感
の
中
で
、
国
連
が
二

〇
一
九
年
九
月
に
打
ち
出
し
た
「
行
動
の
一
〇
年
」
の
取
り
組
み

と
し
て
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

前
田

浩
史

乳
の
社
会
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

幹
事（
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ
ル
ク

前
専
務
理
事
）
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こ
の
背
景
に
は
「
飢
餓
」「
貧
困
」「
健
康
」
と
い
っ
た
緊
急
性
が

高
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
体
に
共
通
す
る
課
題
の
解
決
を
実
現
す
る
最
も

強
力
な
方
法
と
し
て
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

ま
た
国
連
は
、
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
実
現
の
基
本
課

題
と
し
て
五
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
示
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0

2
1
ま
で
に
各
国
政
府
や
民
間
セ
ク
タ
ー
に
自
ら
の
取
り
組
み
に

関
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
公
表
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
要
請
に

対
し
て
、
わ
が
国
で
も
、
政
府
か
ら
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
が
、
六
三
の
企
業
や
民
間
団
体
か
ら
も
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
発
表
さ
れ
た
。
酪
農
乳
業
関
係
で
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ
ル

ク
、
大
手
乳
業
三
社
（
明
治
、
森
永
乳
業
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
）

が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0
2
1
の
本
番
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
の
影
響
で
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
が
、
九
月
二
三
日
の
国
連
事
務
総
長
に

よ
る
行
動
宣
言
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0
2
1
ま
で
の
過
程
に
世
界
で

数
万
人
が
参
加
し
た
こ
と
で
、「
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
（
人
々

の
サ
ミ
ッ
ト
）」
と
な
り
、
五
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
寄

せ
ら
れ
た
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
課
題
解

決
の
た
め
の
優
れ
た
提
案
）
は
二
〇
〇
〇
件
以
上
と
な
っ
た
こ
と

で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト

（
解
決
を
も
た
ら
す
サ
ミ
ッ
ト
）」
と
な
っ
た
と
そ
の
成
果
を
評

価
し
て
い
る
ⅱ
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
二
一
年
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
合
意
や
Ｆ
Ｓ

Ｓ
2
0
2
1
に
よ
る
行
動
計
画
の
具
体
化
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
国
際
的
な
ル
ー
ル
や
枠
組
み
の
実
効
性

が
大
き
く
高
め
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
、
世
界

の
国
や
地
域
、
そ
し
て
産
業
セ
ク
タ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す

持
続
可
能
性
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
で
は
、
わ
が
国
の
酪
農

乳
業
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
向
性
・
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

2

酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
背
景
と
概
要

⑴
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景

わ
が
国
酪
農
乳
業
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
し
た
独
自
の

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
起
点
と
な
っ
た
の
が
、
Ｊ
ミ
ル
ク
が
二

〇
一
九
年
一
〇
月
に
発
表
し
た
提
言
「
力
強
く
成
長
し
信
頼
さ
れ

る
持
続
可
能
な
産
業
を
目
指
し
て
〜
わ
が
国
酪
農
乳
業
の
展
望
あ

る
未
来
に
向
け
た
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
〜
」（
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
）
で
あ
る
ⅲ
。

酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
始
動
し
た

の
は
、
特
に
都
府
県
の
生
乳
生
産
の
減
少
が
続
き
、
二
〇
一
八
年

当
時
、
年
間
ベ
ー
ス
で
約
三
〇
万
ト
ン
の
生
乳
不
足
が
常
態
化
す

る
一
方
で
、
乳
製
品
の
国
際
需
給
は
中
国
な
ど
の
需
要
増
加
に
よ
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り
長
期
的
に
逼
迫
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
生
乳
生

産
の
減
少
分
を
輸
入
に
依
存
す
る
と
い
う
原
料
政
策
に
つ
い
て
の

危
機
意
識
が
広
が
り
、
需
要
に
対
応
し
た
生
乳
の
供
給
、
そ
れ
を

支
え
る
国
内
酪
農
生
産
基
盤
の
長
期
的
安
定
性
を
い
か
に
確
保
す

る
の
か
と
い
う
課
題
が
緊
急
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
こ
と
に
あ

る
。
し
か
し
、
議
論
の
テ
ー
マ
は
徐
々
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
す
る

幅
広
い
テ
ー
マ
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
背
景
が

あ
る
。
一
つ
に
は
国
際
的
な
動
き
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
乳
業
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
動
き
で
あ
る
。

先
ず
、
国
際
的
な
動
き
と
し
て
は
、
酪
農
乳
業
の
国
際
組
織
で

あ
る
Ｉ
Ｄ
Ｆ
（
国
際
酪
農
連
盟
）
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
盛
り
込
ん
だ

二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
翌
年
の
二
〇

一
六
年
一
〇
月
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
の
間
で
「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
酪
農
宣

言
〜
酪
農
乳
業
に
よ
る
持
続
可
能
な
挑
戦
〜
」
を
締
結
し
、
Ｊ
Ｉ

Ｄ
Ｆ
（
国
際
酪
農
連
盟
日
本
国
内
委
員
会
）
も
こ
れ
に
同
意
し
二

〇
一
七
年
に
署
名
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
酪
農
宣
言

は
、
世
界
の
酪
農
乳
業
セ
ク
タ
ー
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
包
括
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
同
意
し
、
社
会
、
経
済
、
環
境
、
栄
養
の
各
分

野
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
酪
農
生
産
体
制
の
構
築
の
た
め
の
統

合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
際
社
会

に
誓
約
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
一
つ
の
乳
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
動
き
で
あ
る
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
動
き
が
急
速
に
強
ま
り
、
気
候
変
動
や
貧
困
・

飢
餓
な
ど
、
環
境
と
社
会
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
課
題
へ
の
産

業
界
の
取
り
組
み
が
、
機
関
投
資
家
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
投
資
先

を
決
め
る
大
き
な
判
断
基
準
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

国
内
で
も
、
大
手
の
食
品
小
売
業
や
食
品
製
造
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
、
乳
業
に
対
し
て
も
、
牛
乳
乳

製
品
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
自
然
環
境
・
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア

・
労
働
者
の
人
権
な
ど
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
生
産
方
法
に
転

換
す
る
要
求
が
急
速
に
強
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
酪
農
乳
業
は
、
国
際
政
治
の
影
響
も

受
け
つ
つ
、
経
済
視
点
だ
け
で
な
く
環
境
や
社
会
的
な
持
続
可
能

性
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
事
業
展
開
を
、
強
く
求
め
ら
れ
る
状
況

に
事
業
環
境
が
変
化
し
て
き
た
訳
で
あ
る
。
こ
れ
が
酪
農
乳
業
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
格
を
決
め
る
背
景
と
な
っ
た
。

⑵
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
と
特
徴

発
表
さ
れ
た
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
環
境
分
析
〜
考

慮
す
べ
き
事
業
環
境
の
現
状
・
見
通
し
と
課
題
」、「
戦
略
設
計
〜

産
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
戦
略
視
点
〜
」、「
行
動
計
画
〜
戦
略
視
点

の
基
づ
く
業
界
の
協
働
行
動
と
目
標
〜
」、「
生
産
目
標
の
設
定
」

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
環

境
分
析
、
戦
略
設
計
、
行
動
計
画
に
つ
い
て
要
点
の
み
を
説
明
す

る
。ま

ず
、
今
後
の
わ
が
国
酪
農
乳
業
を
め
ぐ
る
環
境
分
析
と
し
て

次
の
七
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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①
都
府
県
の
生
産
減
少
に
よ
っ
て
消
費
地
帯
で
あ
る
都
府
県
需

給
が
逼
迫
し
、
一
方
、
酪
農
地
帯
で
あ
る
北
海
道
需
給
が
緩
和
す

る
こ
と
に
よ
り
生
乳
流
通
の
地
理
的
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
。

②
企
業
型
の
大
規
模
経
営
が
増
え
る
こ
と
で
酪
農
の
生
産
資
源

調
達
の
外
部
化
が
強
ま
り
、
酪
農
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト
構
造
の

脆
弱
性
が
強
ま
る
。

③
環
境
負
荷
の
強
い
畜
産
物
の
消
費
を
忌
避
す
る
動
き
が
出
て

い
る
中
で
植
物
性
代
替
食
品
と
の
競
合
が
強
ま
る
な
ど
の
消
費
構

造
の
変
化
が
続
く
。

④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
締
結
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
国
内
市
場
に
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
登
場
し
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
っ
た
競
争
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
。

⑤
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
新
興
国
で
乳
製
品
の
需
要
が
増

加
す
る
一
方
で
、
環
境
負
荷
な
ど
を
背
景
に
欧
米
に
お
け
る
先
進

国
の
酪
農
生
産
が
制
約
を
受
け
、
乳
製
品
の
国
際
需
給
が
逼
迫
構

造
と
な
る
。

⑥
都
市
化
や
経
済
格
差
に
よ
る
栄
養
の
不
足
・
過
剰
・
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
、
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
不
足
が
進
む
中
で
、
栄
養
の
あ

る
食
料
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
改
革
が
求
め

ら
れ
る
。

⑦
消
費
者
・
小
売
流
通
業
・
投
資
家
か
ら
環
境
負
荷
や
家
畜
福

祉
な
ど
へ
の
配
慮
し
た
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
求
め
る
動
き
が
強
ま

る
。

こ
れ
ら
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
求
め
ら
れ
る
産
業
の
持
続
可
能

な
発
展
方
向
と
し
て
、「
成
長
性
」、「
強
靭
性
」、「
社
会
性
」
の

三
つ
の
戦
略
視
点
が
整
理
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
さ
せ
て
、
今
後
の

優
先
す
べ
き
取
り
組
み
項
目
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
重
点
課
題
が

提
起
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
重
点
課
題
は
「
市
場
の
成
長
可
能
性
を
支
え
る
酪
農
生

産
基
盤
の
構
築
」
で
、
国
内
で
は
高
付
加
価
値
化
を
進
め
つ
つ
、

輸
出
を
通
し
て
ア
ジ
ア
地
域
な
ど
の
食
生
活
の
変
化
に
貢
献
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
産
牛
乳
乳
製
品
の
市
場
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
。
こ
の
た
め
に
は
、
国
内
の
酪
農
基
盤
を
強
化
し
牛
乳
乳
製

品
の
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

第
二
の
重
点
課
題
は
「
変
動
性
の
高
い
事
業
環
境
へ
の
対
応
」

で
、
本
格
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害

の
増
加
、
消
費
構
造
の
変
化
、
国
際
的
な
牛
乳
乳
製
品
需
要
の
拡

大
な
ど
を
背
景
に
、
今
後
は
変
化
の
激
し
い
状
況
が
続
く
見
通
し

で
、
こ
う
し
た
変
動
性
の
高
い
状
況
に
対
応
す
る
強
靭
性
を
構
築

し
生
乳
の
流
通
、
処
理
加
工
、
販
売
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
。

第
三
の
重
点
課
題
は
、「
社
会
や
消
費
者
の
新
た
な
要
求
に
応

え
る
」
で
、
地
球
規
模
の
人
口
増
加
へ
の
対
応
、
環
境
負
荷
の
軽

減
、
栄
養
問
題
へ
の
貢
献
な
ど
、
食
料
生
産
を
め
ぐ
る
社
会
や
消

費
者
の
新
た
な
要
求
に
応
え
、
社
会
か
ら
信
頼
・
支
持
さ
れ
る
た

め
、
日
本
独
自
の
環
境
や
条
件
を
踏
ま
え
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
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会
の
発
展
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
が
重
要
。

な
お
、
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
の
目
的
を
、
将
来
世

代
に
展
望
あ
る
持
続
可
能
な
産
業
の
未
来
を
受
け
渡
す
た
め
の

「
酪
農
乳
業
の
あ
る
べ
き
姿
、
取
り
組
む
べ
き
戦
略
視
点
、
協
働

行
動
や
政
策
支
援
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
と
し
て
お

り
、
三
つ
の
重
点
課
題
の
整
理
を
通
し
て
、
次
世
代
の
酪
農
家
や

乳
業
で
働
く
社
員
に
対
し
て
、
目
指
す
べ
き
わ
が
国
の
酪
農
乳
業

の
将
来
像
及
び
取
り
組
む
べ
き
戦
略
視
点
が
示
さ
れ
た
と
言
え

る
。さ

ら
に
、「
行
動
計
画
〜
戦
略
視
点
に
基
づ
く
業
界
の
協
働
行

動
と
目
標
〜
」
で
は
、
整
理
さ
れ
た
三
つ
の
重
点
課
題
に
対
応
す

る
形
で
二
九
の
行
動
計
画
が
提
起
（
図
1
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二
九
の
行
動
計
画
の
実
行
を
通
し
て
、「
成
長
性
」、「
強
靭
性
」、

「
社
会
性
」
の
三
つ
の
戦
略
視
点
を
調
和
さ
せ
た
、
わ
が
国
に
お

け
る
持
続
可
能
な
酪
農
乳
業
の
発
展
を
実
現
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ

オ
あ
る
。

3

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
り
組
み
の
現
状

酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
二
九
の
行
動
計
画
の
実
行
を

図
る
た
め
、
Ｊ
ミ
ル
ク
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
推
進
体
制
を
整

備
し
、
現
状
把
握
、
行
動
計
画
の
具
体
策
の
検
討
と
推
進
、
成
果

や
課
題
に
関
す
る
検
証
な
ど
の
実
行
管
理
を
行
い
、
毎
年
度
、
Ｊ

ミ
ル
ク
理
事
会
に
報
告
し
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
を
義
務
付

図1
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け
て
い
る
。

こ
の
た
め
、二
〇
二
〇
年
一
月
に
Ｊ
ミ
ル
ク
理
事
会
の
下
に「
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
会
」（
特
別
委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
、

二
九
の
行
動
計
画
の
実
行
に
関
す
る
具
体
策
の
提
案
、
効
果
検
証

な
ど
の
作
業
が
、
理
事
会
か
ら
特
別
委
員
会
に
委
任
さ
れ
た
。

実
際
に
、
特
別
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
八

月
か
ら
で
、
二
九
の
行
動
計
画
の
う
ち
図
一
に
示
さ
れ
て
い
る
酪

農
乳
業
が
協
働
で
行
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
Ｊ
ミ
ル
ク
の
場

で
、
酪
農
生
産
者
や
乳
業
者
自
身
が
独
自
に
取
り
組
む
行
動
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
酪
農
会
議
及
び
日
本
乳
業
協
会
で

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

酪
農
乳
業
が
協
働
で
行
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
Ｊ
ミ
ル
ク
で

の
推
進
の
枠
組
み
を
示
し
た
の
が
図
2
で
あ
る
。

ま
た
、
生
乳
生
産
の
減
少
が
続
く
中
で
、
政
府
の
生
産
対
策
や

酪
農
組
織
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
乳
業
者
の
財
源

拠
出
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
年
間
五
億
円
の
事
業
規
模
で

「
酪
農
乳
業
産
業
基
盤
強
化
特
別
対
策
事
業
」（
特
別
対
策
事
業
）

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
特
別
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
、
酪

農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
応
し
て
、
経
済
・
環
境
・
社
会
の
多

面
的
側
面
に
支
援
の
枠
組
み
を
拡
大
す
る
内
容
に
衣
替
え
さ
れ

た
。特

別
委
員
会
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
度
中
の
活
動
は
、
酪
農
乳
業

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
整
理
し
た
重
点
課
題
と
三
つ
の
視
点
か
ら
、
わ

図2
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が
国
の
実
態
を
検
証
し
課
題
認
識
の
共
有
化
を
図
る
と
し
て
、
特

に
、
①
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
か
ら
み
た
わ
が
国
酪
農
生
産
の

評
価
、
②
酪
農
生
産
に
お
け
る
環
境
負
荷
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
）
の
実

態
、
③
持
続
可
能
な
食
生
活
の
あ
り
方
と
牛
乳
乳
製
品
の
役
割
、

④
地
域
社
会
に
お
け
る
酪
農
乳
業
の
外
部
経
済
効
果
、
⑤
ビ
ジ
ネ

ス
（
酪
農
乳
業
）
に
お
け
る
人
権
問
題
、
⑥
海
外
お
け
る
酪
農
乳

業
の
取
り
組
み
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
専
門
的
な
研
究
会
が
行
わ

れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
作
業
を
基
礎
に
、
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関

連
が
強
い
「
社
会
性
」
視
点
の
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、「
Ｇ
Ｈ

Ｇ
の
削
減
（
環
境
負
荷
軽
減
）・
耕
畜
連
携
（
物
質
循
環
）」「
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
労
働
環
境
」「
地
域
社
会
な
ど
へ
の
外

部
経
済
効
果
」「
持
続
可
能
な
栄
養
・
食
事
へ
の
移
行
」
の
四
つ

の
課
題
ご
と
に
、
生
産
者
・
乳
業
者
・
研
究
者
で
構
成
さ
れ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
・
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、
当
面
、
二
〇
三
〇
年

を
目
標
年
と
す
る
具
体
的
な
行
動
計
画
の
実
行
や
数
値
目
標
の
設

定
、
目
標
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
連
動
し
な
が
ら
、
二
〇
二
一
年

度
は
、
国
際
的
な
酪
農
乳
業
セ
ク
タ
ー
の
動
き
と
呼
応
し
た
活
動

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
Ｆ
Ｓ
Ｓ

2
0
2
1
に
対
応
し

た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
発
表
、
い
ま
一
つ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
対
応
し

た
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ
2
0
2
1
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
①
世
界
の
酪
農
乳

業
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
学
校
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
連
携
し
た
学

校
給
食
牛
乳
の
安
定
供
給
、
②
牛
乳
乳
製
品
に
よ
る
日
本
人
の
栄

養
課
題
（
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
や
塩
分
過
剰
）
へ
の
対
応
と
植
物
性

と
動
物
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
入
れ
た
持
続
可
能
な
日
本
型
食

事
パ
タ
ー
ン
の
維
持
、
③
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」「
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
」「
家
族
経
営
の
安
定
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

に
つ
い
て
の
数
値
目
標
の
設
定
の
三
つ
を
、
特
に
優
先
す
る
重
点

行
動
と
し
て
誓
約
し
た
ⅳ
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
対
応
と
し
て
は
、
気
候
変
動
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
目
標
の

実
現
）
に
対
す
る
国
際
連
携
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ー

リ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
立
ち
上
げ
た
「
酪
農

乳
業
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ
の
道
筋
」
を
支
持
し
宣
言
書
に
署
名
し
た
。

何
れ
も
、
特
別
委
員
会
で
議
論
し
Ｊ
ミ
ル
ク
理
事
会
で
審
議
・

決
定
す
る
手
順
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
、
わ
が
国
の
酪
農
乳
業
の
共

通
の
意
思
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
酪
農
乳
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
、
わ

が
国
の
農
業
及
び
食
品
産
業
の
中
で
、
産
業
セ
ク
タ
ー
の
共
同
活

動
と
し
て
は
突
出
し
て
先
取
り
し
た
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

4

今
後
の
課
題
と
展
望

以
上
、
わ
が
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
酪
農
乳
業
の
展
開
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
、
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
と
現

在
の
推
進
状
況
を
検
討
し
た
。
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最
後
に
、
酪
農
乳
業
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
の
課
題
と
展

望
に
つ
い
て
、
筆
者
の
意
見
を
述
べ
た
い
。

改
め
て
時
代
の
流
れ
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
新
し
い
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
二
〇
年
間
、
わ
が
国
の
酪
農
乳
業
は
、
新
自
由
主
義

的
な
志
向
性
が
強
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
と
い
う
国
際
レ
ジ
ュ
ー
ム
（
国

際
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
内
政
策
の
義
務
的
な
見
直
し
）
の
影
響
下

で
、
市
場
機
能
を
強
化
す
る
制
度
運
営
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
加
工
原
料
乳
価
格
の
支
持
価
格
か
ら
市
場

価
格
へ
の
見
直
し
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
広
域
化
、
生
乳
取

引
の
弾
力
化
（
部
分
再
委
託
や
六
次
産
業
化
）、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
に
よ
る
関
税
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
市
場

競
争
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
事
業
環
境
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
よ
り
競
争
的
な
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
産
業

と
し
て
模
索
し
て
き
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
市
場
主
義
に
よ
る
経
済
モ
デ
ル
下
で
、
環
境
や
社
会
の
持
続
可

能
性
が
大
き
く
阻
害
さ
れ
、
経
済
成
長
も
含
め
た
地
球
社
会
全
体

の
持
続
可
能
な
安
定
が
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
中
核
と
す
る
国
連
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、国
連
史
上
ま
れ
に
見
る「
全
会
一
致
」

の
も
と
で
、
二
〇
一
五
年
に
国
際
合
意
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
や
世
界
は
、
経
済
的
持
続
可
能
性
・
環

境
的
持
続
可
能
性
・
社
会
的
持
続
可
能
性
が
共
存
し
た
調
和
的
な

発
展
モ
デ
ル
に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
」
に
突
入
し
た
と
言
え
よ

う
。
わ
が
国
の
酪
農
乳
業
の
成
長
モ
デ
ル
も
、
そ
の
枠
組
み
の
な

か
で
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、「
国

際
レ
ジ
ュ
ー
ム
」
と
い
わ
れ
る
、
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
き
各
国
政

府
に
義
務
的
な
行
動
を
約
束
さ
せ
る
従
来
の
政
策
手
法
と
異
な

り
、
共
通
目
標
は
決
め
る
が
そ
の
達
成
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
あ
っ
た
方
法
に
任
せ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
に
基
づ

く
義
務
的
行
動
の
管
理
は
各
政
府
を
対
象
と
す
る
が
、
国
際
レ
ジ

ュ
ー
ム
の
呪
縛
か
ら
解
か
れ
、
行
動
や
実
行
方
法
に
自
由
度
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
、
民
間
の
ア
ク
タ
ー
も
含
め
た
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
国
連
の
政
策
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
合
い
で
は
、
業
界
組
織
の
自
律
的
な
共
同
行
動
が

重
要
な
政
策
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
酪
農
乳
業
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
な
か
で
こ
そ
、
活
力
あ

る
推
進
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
国
連
が
示
し
た
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
改

革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
自
然
か
ら
一
方
的
に
資
源
を
収
奪
す
る
の

で
は
な
く
自
然
の
持
つ
自
己
回
復
力
を
維
持
す
る
自
然
に
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
生
産
方
法
へ
の
転
換
、
②
食
料

生
産
の
も
つ
非
市
場
的
な
機
能
（
外
部
経
済
効
果
）
の
共
通
価
値

化
や
環
境
負
荷
な
ど
の
外
部
不
経
済
コ
ス
ト
の
内
部
化
の
二
つ
で

あ
ろ
う
ⅴ
。
す
で
に
、
こ
の
考
え
方
は
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
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テ
ム
戦
略
」
に
お
け
る
有
機
農
業
生
産
へ
の
転
換
、
さ
ら
に
は
ク

ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
政
策
手
法
の
転
換
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
ⅵ
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
お
い
て
、
石
炭
火
力
発
電
へ
の
対
応
が
焦

点
と
な
る
な
か
で
、
人
為
的
に
排
出
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
約
二
割
を

占
め
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
二
〇
二
〇
年
対
比
で

三
〇
％
削
減
す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
提
案
し
た
「
グ
ル

ー
バ
ル
・
メ
タ
ン
・
プ
レ
ッ
ジ
」
に
一
〇
〇
カ
国
以
上
が
合
意
し

日
本
も
参
加
を
表
明
し
た
。
Ｃ
Ｏ
2
の
方
が
大
気
中
の
残
存
期
間

は
長
い
が
、
メ
タ
ン
ガ
ス
は
一
分
子
当
た
り
の
温
室
効
果
が
Ｃ

Ｏ
2
の
三
〇
倍
程
度
あ
る
た
め
、
短
期
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
効
果
が

大
き
い
。
メ
タ
ン
ガ
ス
の
人
為
排
出
量
の
約
三
割
が
畜
産
（
反
芻

家
畜
）
の
排
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
グ
ル
ー
バ
ル
・
メ
タ
ン
・

プ
レ
ッ
ジ
」
へ
の
参
加
は
酪
農
分
野
で
の
取
り
組
み
に
も
大
き
く

関
連
す
る
こ
と
と
な
る
ⅶ
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
後
は
、
国
際
的
な
枠
組
み
と
の
整

合
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
な

ど
の
主
要
政
策
と
の
相
互
連
携
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
し
た
が

っ
て
、
酪
農
乳
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
年
の
二
〇
三
〇
年
、
さ
ら
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
）
の
目
標
年
二
〇
五
〇
年
を

時
間
軸
に
し
つ
つ
、
政
府
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
補
助
金
な
ど
の
支

援
対
策
の
活
用
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
た
行
動
計
画
の
具
体
策
の
実

践
提
案
と
推
進
が
今
後
の
焦
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

参
照
文
献

ｉ

U
N
C
LIM
A
T
E
PR
ESS

R
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ⅲ

Ｊ
ミ
ル
ク
、『
提
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・
力
強
く
成
長
し
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さ
れ
る
持
続
可
能
な
産
業
を

目
指
し
て
〜
わ
が
国
酪
農
乳
業
の
展
望
あ
る
未
来
に
向
け
た
戦
略
ビ
ジ

ョ
ン
〜
』、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月

https://w
w
w
.j-m
ilk.jp/new
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閲
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ク
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連
フ
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シ
ス
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サ
ミ
ッ
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向
け
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〜

Ｊ
ミ
ル
ク
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〜
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二
〇
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年
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w
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j-m
ilk.jp/new

s/h4
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閲
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ork

」、
二
〇
一
八
年
一
〇
月

http://w
w
w
.fao.org/3/ca2079en/C

A
2079EN

.pdf
（
閲
覧
二
〇
二
一
／
一
一
／
一
五
）

ⅵ

農
林
水
産
省
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」、
二
〇
二
一
年
五
月
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w
w
.m
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/pdf/index-7.pdf
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覧
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〇
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／
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）
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今
（
二
〇
二
一
）
年
一
月
に
発
足
し
た
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
一

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
農
業
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を

示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
輸
出
競
争
、
農
業
所
得
、
農
業
政
策

に
絞
っ
て
み
て
い
こ
う
。

1
�
農
産
物
輸
出
競
争
の
激
化
と
ア
メ
リ
カ
農
業
の
位
置

⑴

小
麦
：
低
下
す
る
ア
メ
リ
カ
農
業
の
位
置

表
1
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
・
小
麦
の
主
要
国
の
輸
出
量

を
示
す
。
ま
ず
、
小
麦
か
ら
見
て
い
こ
う
。

二
〇
一
九
／
二
〇
二
〇
年
度
（
二
〇
一
九
年
六
月
↓
二
〇
二
〇

年
五
月
）
の
小
麦
輸
出
量
は
、
①
ロ
シ
ア
三
八
五
〇
万
ト
ン
（
全

体
の
一
九
・
二
％
）、
②
「
Ｅ
Ｕ
」
二
九
七
四
万
ト
ン
（
同
一
四

・
八
％
）、
③
ア
メ
リ
カ
二
六
九
九
万
ト
ン
（
一
三
・
四
％
）、
④

カ
ナ
ダ
二
六
四
一
万
ト
ン
（
一
三
・
一
％
）、
⑤
豪
州
二
三
八
五

万
ト
ン
（
一
一
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
二
六
九
九
万
ト
ン
は
、
ロ
シ
ア
三
八
五
〇
万
ト
ン
に

一
一
五
〇
万
ト
ン
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
、
第
三
位
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
小
麦
生
産
地
帯
は
、
主
と
し
て
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー

川
か
ら
ロ
ッ
キ
イ
山
脈
の
間
に
広
が
る
雨
量
の
少
な
い
半
乾
燥
地

帯
＝
大
平
原
地
帯
に
お
い
て
、
二
年
分
の
雨
量
に
よ
る
二
年
一
作

の
休
閑
地
方
式
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
小
麦
は
、
雨
量
＝
水
分
が

少
な
く
と
も
、
生
育
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
生
育
期
に
一
定
の
雨
量
を
必
要
と
す
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
大
豆
は
、
主
と
し
て
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
か
ら
東
の
地

域
＝
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
（
ミ
シ
ガ
ン
、
オ
ハ
イ
オ
、
イ
リ
ノ
イ
、
ア

イ
オ
ワ
、
ミ
ズ
ー
リ
）
に
お
い
て
、
生
産
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
ロ
シ
ア
・
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
小
麦
は
、
農
業
地
帯
の
中

バ
イ
デ
ン
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
農
業

服
部
信
司

東
洋
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
農
政
研
究
所
代
表
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心
部（
ロ
シ
ア
の
黒
土
地
帯
な
ど
）に
お
い
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
広
大
な
半
乾
燥
地
帯
は
存

在
し
な
い
。

Ｅ
Ｕ
の
小
麦
単
収
は
高
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
麦
生
産
量
は

ア
メ
リ
カ
を
超
し
て
世
界
一
位
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ロ

シ
ア
が
、
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
て
い
る
の
も
、
ほ
ぼ
同
じ
理
由
か

ら
で
あ
る
。

⑵

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
：
ア
メ
リ
カ
、
首
位
を
保
つ

二
〇
二
〇
／
二
〇
二
一
年
度
（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
↓
二
〇
一

〇
年
九
月
）
の
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量
は
、
六
九
九

二
万
ト
ン
（
世
界
の
三
九
・
三
％
）
で
世
界
第
一
位
。
二
位
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
三
八
五
〇
万
ト
ン
（
二
一
・
七
％
）、
三
位
ブ
ラ
ジ
ル

二
三
八
六
万
ト
ン
（
一
三
・
四
％
）
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
二

位
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
以
上
も
上
回
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
地
勢
が
平
坦
で
、
夏
に
一
定

の
雨
量
が
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
適
地
で
あ
る
コ
ー
ン
ベ
ル

ト
で
、
生
産
さ
れ
て
い
る
。
大
豆
は
、
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の

輪
作
で
作
ら
れ
て
い
る
。
大
豆
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
必
要
と
す

る
窒
素
を
生
育
中
に
地
中
に
蓄
え
る
の
で
、
大
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
、
交
互
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
費

は
、
世
界
で
最
も
低
い
。
表
2
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
一
ブ
ッ

表1 トウモロコシ・大豆・小麦：主要国の輸出1）（2020／2021年度2））
（万トン）

注1）2021年12月時点の推定量。
注2）小麦年度：6月→翌年5月。トウモロコシ・大豆年度：10月→翌年9月。
資料：USDA（アメリカ農務省）、World Agricultural Supply and Demand Estimate(WASDE), December, 2021

小麦

2，699（13．4）

93（0．5）

1，140（5．7）

1，685（8．4）

3，850（19．2）

2，974（14．8）

2，641（13．1）

2，385（11．9）

20，104（100）

大豆

6，166（37．4）

8，165（49．6）

519（3．2）

16，468（100）

トウモロコシ

6，992（39．3）

1，850（10．4）

3，850（21．7）

2，386（13．4）

400（2．3）

372（2．1）

152（0．9）

17，745（100）

国

アメリカ

ブラジル

アルゼンチン

ウクライナ

ロシア

ＥＵ

カナダ

豪州

総計（世界全体）
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シ
エ
ル
当
た
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
費
三
・
八
〇
ド
ル
は
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
三
・
九
三
ド
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
四
・
七
四
ド
ル
を
下
回
っ

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
に
お
い
て
、
世
界
一
位
を

保
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
で
あ
る
。

⑶

大
豆
：
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い
で
二
位

ア
メ
リ
カ
の
二
〇
二
〇
／
二
〇
二
一
年
度
の
大
豆
輸
出
量
六
一

六
六
万
ト
ン
（
世
界
シ
エ
ア
三
七
・
四
％
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
八
一

六
五
万
ト
ン
（
同
四
九
・
六
％
）
に
つ
い
で
、
世
界
第
二
位
。

こ
の
関
係
は
、
こ
の
一
〇
年
間
ほ
ど
続
い
て
い
る
。
だ
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
の
シ
エ
ア
の
差
は
拡
大
し
て
い
る
。

広
大
な
土
地
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
地
価
が
低
く
、
か
つ
労
賃

も
安
い
の
で
、
大
豆
の
生
産
費
七
・
四
七
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル

は
、
ア
メ
リ
カ
八
・
一
六
ド
ル
を
下
回
り
（
表
3
）、
世
界
で
最

も
低
い
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
豆
生
産
コ
ス
ト
が
、
な
お
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
九
％

高
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
主
産
地
＝
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
け
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の
輪
作
に
よ
る
生
産
の
た
め
で
あ
る
。

2
�
コ
ロ
ナ
下
の
ア
メ
リ
カ
農
業
：
家
族
農
場
の
所
得
減

が
大
き
い

こ
う
し
た
な
か
で
、
コ
ロ
ナ
下
の
ア
メ
リ
カ
農
業
は
、
ど
の
よ

表2 トウモロコシ生産コスト1）：アメリカ、ブラジル、アルゼンチン（2010）
（ドル／ブッシエル）

資料：Corn and soybean production costs and export competiveness in Argentine,Brazil and the United States,2016,
p.18.
注1）自己所有地の地代相当分、自己労働の賃金相当分をふくむ。
注2）エーカ＝0．4ha
注3）ブッシエル：小麦・大豆＝27．2㎏。トウモロコシ＝25．4㎏。

表3 大豆生産コスト：アメリカ、ブラジル、アルゼンチン（2010）
（ドル／エーカ）

資料：USDA、op. cit., p.13.

アルゼンチン
428．8（78）
109（75）
3．93（103）

ブラジル
397．02（72）
84（58）
4．74（125）

アメリカ
550．2（100）
145（100）
3．80（100）

エーカ2）あたり総コスト
単収（ブッシエル3））
ドル／ブッシエル

アルゼンチン
322．88（88．7）
36．6（82．1）
8．81（108）

ブラジル
324．33（89．3）
43．4（97．3）
7．47（91．5）

アメリカ
364．09（100）
44．6（100）
8．16（100）

エーカあたり総コスト
単収（ブッシエル）
ドル／ブッシエル

バイデン政権下のアメリカ農業 �����������������������
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う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、ア
メ
リ
カ
に
は
、二
〇
四
万
二
二
〇
〇
の
農
場
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
、
九
割
強
は
、
家
族
農
場
で
あ
る
。
家
族
農
場
の
農

家
は
、
基
本
的
に
、
農
場
の
中
に
居
宅
を
構
え
、
そ
こ
で
生
活
し
、

か
つ
、
農
業
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

表
4
は
、
全
農
場
と
家
族
農
場
の
一
農
場
あ
た
り
平
均
の
農
業

純
現
金
所
得
を
示
し
て
い
る
。

二
〇
一
九
年－

二
〇
二
一
年
平
均
の
全
農
場
（
二
〇
四
万
二
二

〇
〇
）
：
一
農
場
平
均
の
農
業
現
金
所
得
は
、
四
万
七
〇
〇
ド
ル

（
一
ド
ル
＝
一
一
〇
円
で
）
＝
四
四
八
万
円
、
一
家
族
農
場
平
均

の
農
業
純
現
金
所
得
は
、
三
万
五
五
〇
〇
ド
ル
（
三
九
一
万
円
）

で
あ
る
。

こ
れ
を
二
〇
一
三－

一
五
年
平
均
と
比
べ
る
と
、
全
農
場
の
場

合
は
、
一
万
三
〇
〇
ド
ル
：
二
〇
・
三
％
の
減
、
家
族
農
場
の
場

合
は
、
一
万
五
〇
〇
ド
ル
：
二
二
・
四
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
六
年
間
で
約
一
万
ド
ル
（
一
一
〇
万
円
）、
率
に
し

て
二
〇
〜
二
三
％
の
所
得
減
で
あ
る
。
大
き
な
所
得
減
が
発
生
し

た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
価
格
が
大
き
く
低
下
し
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
家
族
農
場
あ
た
り
農
業
現
金
所
得
三
万
五
五
〇

〇
ド
ル
＝
三
九
一
万
円
と
い
う
の
は
、
一
家
族
を
四
人
と
し
た
場

合
、
住
居
費
が
か
か
ら
な
い
、
野
菜
等
の
食
料
を
自
給
し
て
い
る

と
い
う
点
を
考
慮
し
て
も
、
楽
な
生
活
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で

表4 1農場平均・1家族農場平均：農業現金所得 （1000ドル）

USDA/ERS, Farm level averaged net cash income by sales class & typology, 2012-2021F. March 31,2021.

表5 農場価格と目標価格：トウモロコシ、小麦、大豆
（ドル／ブッシエル）

注1）農場の受けとり価格が目標価格を下回る場合には、その差が政府から不足払いさる。
注2）年度：トウモロコシ、大豆＝10月→翌年9月。小麦：6月－翌年5月。
資料：USDA, World Agriculture Supply and Demand Estimates, Nov.9, 2021

2019‐2021平均

40．7（79．7）

35．5（77．6）

2016‐2018平均

41．7（81．8）

37．7（82．0）

2013‐2015平均

51．0（100）

46．0（100）

1農場平均
農業純現金所得
1家族農場平均
農業純現金所得

2021

5．45

6．90

12．35

2020

4．53

5．05

10．80

2019

3．56

4．58

8．57

2018

3．42

5．20

8．61

2017

3．25

4．80

9．28

2016

3．29

3．93

9．46

2015

3．66

5．12

8．97

2014

3．54

6．44

10．88

2013

4．61

7．08

13．28

目標
価格1）

3．70

5．50

9．05

年度

コーン

小麦

大豆
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は
、
兼
業
所
得
を
稼
得
し
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
必
要
経
費
を
賄
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

3
�
穀
物
価
格
：
七
年
間
、
低
下
を
続
け
る

表
5
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
一
年
へ
の
一
〇
年
間
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、
大
豆
の
農
場
価
格（
農
民
受
け
取
り
価
格
）

を
示
し
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
農
場
価
格
は
、
二
〇
一
四
年
〜
二
〇
一
九
年

の
六
年
間
、
不
足
払
い
の
基
準
と
な
る
目
標
価
格
（
三
・
七
〇
ド

ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
）
を
下
回
り
続
け
て
き
た
。
小
麦
の
農
場
価
格

も
、
二
〇
一
五
年
↓
二
〇
二
〇
年
の
間
、
目
標
価
格
（
五
・
五
〇

ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
）
を
下
回
り
続
け
た
。
ロ
シ
ア
と
ブ
ラ
ジ
ル

が
小
麦
・
大
豆
の
強
力
な
輸
出
国
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
第
一
位

に
進
出
す
る
な
か
で
、
輸
出
国
の
間
で
輸
出
競
争
が
激
化
し
、
穀

物
価
格
を
押
し
下
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
競
争
圧
力
を
最
も
強
く
受
け
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
農
業
で

あ
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
穀
物
輸
出
に
占

め
る
位
置
が
、
と
く
に
小
麦
に
お
い
て
、
低
下
し
た
。
そ
れ
が
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
所
得
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
一
二
月
に
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
八
年
農
業
法
は
、

こ
う
し
た
事
態
へ
の
対
応
も
問
わ
れ
た
。

4
�
バ
イ
デ
ン
政
権
下
の
農
業
政
策
：
二
〇
一
八
年
農
業

法
と
最
近
の
所
得
措
置

⑴

二
〇
一
八
年
農
業
法
に
お
け
る
所
得
引
き
上
げ
措
置

二
〇
一
八
年
農
業
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
穀
物
価
格
の
低
下
に

対
応
し
て
目
標
価
格
（reference

price‐

）
を
引
き
上
げ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
実
効
目
標
価
格
（effective

reference
price

1
））

の
設
定
で
あ
る
。

年
度
間
の
農
場
価
格
が
目
標
価
格
を
下
回
れ
ば
、
そ
の
差
が
不

足
払
い
と
し
て
生
産
者
に
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
一
九
七
〇
年

代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
所
得
保
障
政
策
の
中
軸
に
位
置
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
農
業
法
に
お
い
て
、
農
業
法
の
期
間
＝
五
年
間

の
目
標
価
格
の
水
準
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。

直
近
の
二
〇
一
四
年
農
業
法
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
二
〇
一
四
↓

二
〇
一
八
年
の
五
年
間
の
目
標
価
格
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
決
定

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
麦
の
目
標
価
格
は
、
二

〇
一
四－

一
八
年
度
を
通
し
五
・
五
〇
ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
同
三
・
七
〇
ド
ル
、
大
豆
八
・
四
〇
ド
ル
で
あ
っ

た
。こ

れ
に
対
し
、
二
〇
一
八
年
農
業
法
は
、「
直
近
五
年
間
の
生

産
者
の
販
売
価
格
も
考
慮
に
入
れ
、
翌
年
度
の
実
効
目
標
価
格
を
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設
定
す
る
」と
し
た
。
毎
年
、
翌
年
の
目
標
価
格
を
決
め
て
い
く
、

と
し
た
の
で
あ
る
。

実
効
目
標
価
格
は
、
以
下
の
Ａ
、
Ｂ
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
と

さ
れ
た
。

Ａ
�
目
標
価
格
の
一
一
五
％

Ｂ
�
⑴

目
標
価
格
（
二
〇
一
四
年
農
業
法
に
お
け
る
）

⑵

直
近
五
年
間
の
う
ち
の
最
高
と
最
低
を
除
く
三
年
間

の
生
産
者
販
売
価
格
の
八
五
％
。

こ
の
う
ち
の
、
い
ず
れ
か
大
き
い
方
。

こ
の
方
式
に
よ
れ
ば
、
実
効
目
標
価
格
は
、
そ
れ
ま
で
の
目
標

価
格
と
同
じ
か
、
そ
の
水
準
を
一
五
％
ま
で
上
回
る
こ
と
に
な

る
。二

〇
一
八
年
農
業
法
は
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
所
得
保
障
の
基
準

で
あ
る
目
標
価
格
を
引
き
あ
げ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
た
の
で

あ
る
。

⑵

二
〇
二
〇
年
・
二
〇
二
一
年
の
実
効
目
標
価
格

で
は
、
昨
年
（
二
〇
二
〇
年
）
と
今
年
（
二
〇
二
一
年
）
の
実

効
目
標
価
格
は
、
ど
の
よ
う
な
水
準
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
上
記
の
方
式
に
従
い
、
算
出
し
て
み
よ
う
。

二
〇
二
〇
年
度
の
実
効
目
標
価
格
（
表
6
）
は
、
小
麦
五
・
五

表6 2020年度の実効目標価格 （ドル／ブッシエル）

資料：Agricultural Improvement Act of 2018, pp.16-17. USDA, WASDE, March 2021.

表7 2021年度の実効目標価格 （ドル／ブッシエル）

資料：表5と同じ。

2020年度の
実効目標価格

5．50

3．70

9．05

過去5年間の
販売価格の中庸
3年平均の85％

4．12

2．94

7．64

2019年度の
目標価格の
115％
6．33

4．26

10．41

2019年度の
目標価格

5．50

3．70

9．05

小麦

トウモロコシ

大豆

2021年度の
実効目標価格

5．50

3．70

9．05

過去5年間の
販売価格の中庸
3年平均の85％

4．07

3．42

8．85

2020年度の
目標価格の
115％
6．33

4．26

10．41

2020年度の
目標価格

5．50

3．70

9．05

小麦

トウモロコシ

大豆
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ド
ル
／
ブ
ッ
シ
エ
ル
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
三
・
七
〇
ド
ル
、
大
豆
九

・
〇
五
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
二
〇
一
九
年
度
・
こ

れ
ま
で
の
目
標
価
格
と
同
じ
で
あ
る
。
今
（
二
〇
二
一
）
年
度
に

つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
（
表
7
）。

二
〇
一
八
年
農
業
法
に
お
い
て
、
目
標
価
格
を
引
き
上
げ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
た
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
も
、
目

標
価
格
を
引
き
上
げ
る
結
果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑶

実
効
目
標
価
格
と
生
産
費
の
比
較

二
〇
二
〇
年
と
二
〇
二
一
年
の
小
麦
の
実
効
目
標
価
格
五
・
五

ド
ル
は
二
〇
一
九
年
の
生
産
費
六
・
一
二
ド
ル
の
九
〇
％
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
三
・
七
ド
ル
は
同
三
・
九
九
ド
ル
の
九
二
・
七
％
、
大

豆
九
・
〇
五
ド
ル
は
同
九
・
七
八
ド
ル
の
九
二
・
五
％
で
あ
る

（
表
8
）。
実
効
目
標
価
格
は
、
生
産
費
の
九
割
強
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
費
に
は
、
実
際
に
は
支
出
さ
れ
て
い
な
い「
所

有
地
に
つ
い
て
の
地
代
分
」（
機
会
コ
ス
ト
）
も
入
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
実
効
目
標
価
格
と
「
土
地
に
つ
い
て
の
機
会
コ
ス
ト

を
除
い
た
生
産
費
」
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
実
効
目
標
価
格
は
、

小
麦
で
一
〇
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
二
一
％
、
大
豆
で
三
七
％
、

「
土
地
機
会
コ
ス
ト
を
除
い
た
生
産
費
」上
回
る
こ
と
に
な
る（
表

9
）。
言
い
か
え
れ
ば
、
目
標
価
格
は
、
現
金
支
出
コ
ス
ト
は
カ

バ
ー
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

表8 実効目標価格と生産費の比較（2019年度）

注1）機会コスト（自己所有地への地代分、自己労働への労賃分）を含む。

表9 土地の機会コストを除く生産費と目標価格 （ドル／ブッシエル）

資料：USDA, Corn Production Costs and returns per planted acers excluding Government payments, March
2021.

比較Ｂ／Ａ
（％）

90．0

92．7

92．5

平均（Ｂ）

5．50

3．70

9．05

実効目標価格

2021

5．50

3．70

9．05

2020

5．50

3．70

9．05

2019

5．50

3．70

9．05

生産費1）
（Ａ）

6．12

3．99

9．78

小麦

トウモロコシ

大豆

大豆

6．62（100）

9．05（137）

小麦

4．99（100）

5．50（110）

トウモロコシ

3．07（100）

3．70（121）

土地の機会コスト
を除く生産費

目標価格
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⑷

主
要
穀
物
が
目
標
価
格
に
支
え
ら
れ
、
不
足
払
い
を
受
給

二
〇
一
九
／
二
〇
二
〇
年
度
の
小
麦
農
場
価
格
四
・
五
八
ド
ル

は
、実
効
目
標
価
格
五
・
五
ド
ル
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た（
表

10
）。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
農
場
価
格
三
・
五
六
ド
ル
も
実
効
目
標
価

格
三
・
七
〇
ド
ル
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
大
豆
の
農
場
価
格
八
・

五
七
ド
ル
も
、
実
効
目
標
価
格
九
・
〇
五
ド
ル
に
支
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

5
�
今
年
度
、
中
国
の
大
量
輸
入
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

大
豆
価
格
は
上
昇

今
（
二
〇
二
〇
／
二
〇
二
一
）
年
度
の
大
豆
の
需
給
は
、
中
国

の
年
間
九
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
及
ぶ
大
量
の
大
豆
輸
入
に
よ
っ
て
、

好
転
し
て
い
る
（
前
掲
表
5
）。

大
豆
の
農
場
価
格
一
〇
.
九
〇
ド
ル
は
、
実
行
目
標
価
格
九
・

〇
五
ド
ル
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
、
中

国
の
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
大
量
輸
入
に
よ
っ
て
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
農
場
価
格
四
.
五
五
ド
ル
も
、
実
行
目

標
価
格
三
.
七
〇
ド
ル
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

6
�
環
境
保
全
政
策
＝
保
全
留
保
計
画
の
拡
充

二
〇
一
八
年
農
業
法
は
、
環
境
保
全
政
策
の
充
実
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。保
全
留
保
計
画（T

he
Conservation

Reserve
Program

:
C
R
P

）
の
拡
充
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

表10 実効目標価格と農場価格（2019／20年度、2020／21年度）
（ドル／ブッシエル）

資料：USDA, WASDE, Sept. 2021

表11 土壌保全留保計画（CRP）への参加面積・支出額（2017、2018）

資料：USDC, 2017 Census of Agriculture, vol.1, pt.51, p.17USDA, Agricultural Statistics, 2019, p.Ⅶ-18、
USDA,Budget Summary, FY 2020, p.19, FY 2019, p.18.

2020／2021
農場価格
5．05
4．45
10．90

実効目標価格
5．50
3．70
9．05

2019／2020
農場価格
4．58
3．56
8．57

実効目標価格
5．50
3．70
9．05

年度

小麦
トウモロコシ
大豆

2018

904（2．51）

359，800（100）

21．3（1．46）

1，460（100）

2017

918（2．55）

360，100（100）

18．8（1．47）

1，280（100）

参加面積（万ha）

農地面積（万ha）

支出額（億ドル）

農務省の総支出額（億ドル）
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⑴

保
全
留
保
計
画
：
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
環
境
保
全
の
要

を
な
す

保
全
留
保
計
画
は
、
一
九
八
五
年
農
業
法
に
お
い
て
、
土
壌
浸

食
を
防
止
す
る
土
壌
罰
則
、
湿
地
の
喪
失
を
防
ぐ
湿
地
罰
則
（
湿

地
保
全
計
画
）
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
。

保
全
留
保
計
画
と
湿
地
罰
則
は
、
以
降
、
今
日
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
環
境
保
全
政
策
の
要
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
両

者
は
、
環
境
保
全
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
、
環
境
団
体
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
環
境
保
全

政
策
の
要
を
な
し
て
い
る
2
）。

⑵

保
全
留
保
計
画

保
全
留
保
計
画
（T

he
C
onservation

R
eserve

Program
:

C
R
P

）
は
、「
著
し
く
浸
食
を
受
け
や
す
い
土
地
の
所
有
者
あ
る

い
は
経
営
者
と
の
間
の
契
約
に
よ
っ
て
、
土
壌
や
水
資
源
の
保
全

を
図
ろ
う
」
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

1

政
府
と
の
間
で
契
約
を
結
ん
だ
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の

所
有
者
あ
る
い
は
経
営
者
は
、
一
〇
―
一
五
年
間
、
そ
の
土

地
を
耕
地
と
し
て
用
い
ず
に
、
土
壌
保
全
計
画
（
草
地
、
樹

林
地
へ
の
転
換
な
ど
）
を
行
う
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
八
分

の
一
は
樹
林
地
と
す
る
。

2

そ
の
間
、
政
府
は
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
補
償
に
足
る
リ

ー
ス
料
を
支
払
う
（
八
六
―
八
九
年
平
均
で
は
エ
ー
カ
ー
あ

表12 2018年農業法における保全留保計画・面積（2019‐2023）

資料：The Agricultural Improvement Act of2018，pp．51‐53

指数

100

102

104

106

113

指数

100

106

108

111

113

114

面積（100万ha）

904

960

980

1，000

1，020

1，030

年

2018

2019

2020

2021

2022

2023
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た
り
年
四
八
ド
ル
＝
ha
あ
た
り
一
二
〇
ド
ル
：
約
一
万
七
〇

〇
〇
円
）

3

い
っ
た
ん
、
保
全
留
保
に
入
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
採

草
や
放
牧
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑶

二
〇
一
八
年
農
業
法
に
お
け
る
保
全
留
保
面
積
の
拡
大

二
〇
一
八
年
農
業
法
に
お
い
て
、
保
全
留
保
計
画
へ
の
参
加
面

積
は
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
の
参
加
面
積
は
九
〇
四
万
ha
（
一
〇
〇
）
で
あ
っ

た
（
表
11
）。

こ
れ
が
、
二
〇
一
九
年
九
六
〇
万
ha
（
一
〇
六
）、
二
〇
二
〇

年
九
八
〇
万
ha
（
一
〇
八
）、
二
〇
二
一
年
一
〇
〇
〇
万
ha
（
一

一
一
）、
二
〇
二
二
年
一
〇
二
〇
万
ha
、（
一
一
三
）、
二
〇
二
三

年
一
〇
三
〇
万
ha
（
一
一
四
）
へ
と
、
五
年
間
で
一
四
％
拡
大
さ

れ
た
の
で
あ
る
（
表
12
）。

ア
メ
リ
カ
は
、
保
全
留
保
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
壌
保
全
を
図
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
壌
保
全
活
動
の
中
軸
で
あ
っ
た
保

全
留
保
計
画
を
維
持
し
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
の
基
盤

で
あ
る
農
地
＝
土
壌
の
保
全
・
維
持
を
図
り
続
け
て
い
こ
う
と
す

る
ア
メ
リ
カ
政
府
・
議
会
の
固
い
決
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

7
�
コ
ロ
ナ
に
伴
う
農
場
へ
の
支
援
：
コ
ロ
ナ
食
品
支
援

計
画
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｐ
）

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
コ
ロ
ナ
に
伴
う
国
民
の
収
入
減
少
に
対

し
、
全
国
民
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
食
品
支
援
計
画
（C

FA
P:

C
oronavirus

Food
A
ssistance

Program

）を
実
施
し
て
き
た
。

農
業
＝
農
場
総
数
二
〇
四
万
二
二
〇
〇
に
対
し
て
は
、
昨
（
二

〇
二
〇
）
年
四
月
一
七
日
に
第
一
回
の
支
払
、
九
月
一
七
日
に
第

二
回
の
支
払
が
行
わ
れ
、
合
計
二
三
六
億
ド
ル
＝
二
兆
五
九
六
〇

億
円
が
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
3
）。

一
農
場
あ
た
り
一
万
一
五
六
〇
ド
ル
＝
一
二
七
万
円
の
支
払
い

と
な
る
。

一
万
一
五
六
〇
ド
ル
＝
一
二
七
万
円
は
、
二
〇
一
八
〜
二
〇
二

〇
年
平
均
の
家
族
農
場
の
農
業
現
金
所
得
三
万
五
五
〇
〇
ド
ル

（
表
4
）
の
三
二
・
六
％
、
約
三
分
の
一
に
当
た
る
。
相
当
程
度

の
助
け
に
は
な
る
額
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
下
の
ア
メ
リ
カ
の
農
場
＝
農
業
は
、

支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

8
�
バ
イ
デ
ン
政
権
と
日
本
農
業

バ
イ
デ
ン
政
権
が
発
足
し
て
か
ら
、
約
一
年
と
な
る
。

こ
の
間
、
貿
易
政
策
・
対
日
政
策
に
関
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
か

ら
未
だ
発
言
は
な
い
。

����������������������� バイデン政権下のアメリカ農業

７０



発
足
早
々
に
、「
対
日
貿
易
赤
字
の
削
減
」
を
声
高
に
打
ち
出

し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
は
大
き
く
異
な
る
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
、
三
月
中
旬
、
日

本
・
韓
国
を
訪
問
し
た
。

四
月
に
は
、日
米
首
脳
会
談
が
、ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
発
足
後
の
最
初
の
首
脳
会
談
で
あ
っ

た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が
、
い
か
に
極
東
（
日
本
）
―
東
南
ア
ジ
ア

を
重
視
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

日
本
農
業
は
、
こ
う
し
た
日
米
関
係
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
留
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

注
1
）reference

price

は
、
直
訳
す
れ
ば
、
参
照
価
格
で
あ
る
が
、
そ
の

実
質
的
意
味
は
こ
れ
ま
で
のtarget
price

と
同
じ
で
あ
る
。
実
質
的
な

意
味
を
重
視
し
、
目
標
価
格
と
す
る
。

注
2
）
服
部
信
司
『
先
進
国
の
環
境
問
題
と
農
業
』、
富
民
協
会
／
毎
日
新
聞

社
、
一
九
九
三
年
二
月
、
第
二
章
「
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
環
境
問

題
と
環
境
保
護
政
策
」

注
3
）U

SD
A
,
C
oronavirus

Food
A
ssistance

Program
-
A
dditional

A
ssistance

Feb.
4.2021
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1
�
は
じ
め
に

近
年
、
北
海
道
の
畑
作
地
帯
に
お
い
て
、
て
ん
菜
の
作
付
面
積

が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
労
働
力
不
足
、

栽
培
に
要
す
る
投
下
労
働
時
間
の
長
さ
、
定
植
作
業
を
行
う
時
期

（
四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬
）
に
お
け
る
労
働
競
合
の
大
き
さ
が
挙

げ
ら
れ
る
（
注
1
）。
さ
ら
に
、
苗
の
圃
場
へ
の
移
植
作
業
等
に

必
要
と
す
る
補
助
労
働
力
も
、
十
勝
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
等
の
畑

作
地
帯
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
と
同
時
に
、
周
辺
地
域
の
人
口
減

等
に
よ
り
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
て
ん
菜
の
作
付
の
困
難

性
は
よ
り
い
っ
そ
う
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
模
拡
大

の
下
で
の
て
ん
菜
の
作
付
面
積
の
減
少
は
、
小
麦
の
過
作
等
の
輪

作
体
系
の
崩
れ
、
連
作
障
害
に
よ
る
収
量
減
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

農
研
機
構
、
機
械
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
関
係
機
関
等
と
結
成
し
た

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
こ
う
し
た
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
、
短

紙
筒
狭
畦
移
植
機
の
開
発
と
自
走
式
多
畦
収
穫
機
の
日
本
仕
様
へ

の
改
良
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
機
は
、
取
得
価
額
が
高
額
で

あ
る
た
め
、
生
産
者
が
個
別
で
の
利
用
は
困
難
で
あ
り
、
所
有
す

る
農
作
業
支
援
組
織
へ
の
委
託
が
前
提
と
な
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
て
ん
菜
生
産
費
の
低
下
を
実
現
す
る
た
め
に
、

狭
畦
栽
培
を
採
用
し
、
一
〇
ａ
当
た
り
収
量
増
加
を
図
っ
た
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
機
に
つ
い
て
、
概
要
と
作
業
性
お

よ
び
狭
畦
栽
培
の
効
果
を
示
し
、
導
入
に
よ
る
て
ん
菜
生
産
費
の

低
下
の
見
込
み
、
所
得
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
本

稿
は
、
生
研
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
「
革
新
的
技
術
開
発
・
緊
急
展

開
事
業
（
う
ち
経
営
体
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に
て
、
二
〇
一

七
〜
二
〇
一
九
年
度
に
実
施
し
た
実
証
試
験
結
果
に
基
づ
い
て
い

る
。

短
紙
筒
狭
畦
移
植
機
と
自
走
式
多
畦
収
穫
機
を
用
い
た

て
ん
さ
い
の
狭
畦
栽
培
の
経
営
効
果

農
研
機
構
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

寒
地
畑
作
研
究
領
域
ス
マ
ー
ト
畑
作
グ
ル
ー
プ

藤
田

直
聡

������������������������� 農村と都市をむすぶ2022．1

研
究
成
果
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2
�
短
紙
筒
狭
畦
移
植
機
お
よ
び
自
走
式
多
畦
収
穫
機
の

概
要
と
作
業
性

短
紙
筒
狭
畦
移
植
機
（
以
下
、
狭
畦
移
植
機
と
す
る
）
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
る
苗
分
離
、
狭
畦
移
植
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
狭

畦
・
六
畦
化
へ
の
対
応
、
高
速
振
分
機
構
、
ト
ラ
ク
タ
の
タ
イ
ヤ

跡
に
対
応
し
た
土
寄
せ
装
置
な
ど
を
備
え
た
ト
ラ
ク
タ
直
装
型
全

自
動
移
植
機
で
あ
り
、
搭
載
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
コ
マ
ン
ド
に
従

っ
て
稼
働
す
る
。
圃
場
で
は
一
一
五
ｐ
ｓ
ク
ラ
ス
の
ト
ラ
ク
タ
で

作
業
が
可
能
で
あ
る
。
全
長
二
・
九
七
ｍ
、
全
幅
四
・
七
七
ｍ（
作

業
時
）、
全
高
一
・
八
五
ｍ
、
重
量
二
・
七
ｔ
、
適
応
紙
筒
は
ビ

ー
ト
用
短
紙
筒
、
条
間
は
五
〇
㎝
、
六
畦
用
で
あ
る（
写
真
1
）。

自
走
式
多
畦
収
穫
機
（
以
下
、
多
畦
収
穫
機
と
す
る
）
は
、
全

長
一
三
・
五
三
ｍ
、
全
幅
三
・
三
〇
ｍ
、
全
高
三
・
九
八
ｍ
、
タ

ン
ク
の
容
量
三
〇
㎥
（
約
二
一
ｔ
）、
条
間
五
〇
㎝
、
六
畦
用
で

あ
る
（
写
真
2
）。
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
作
業
機
を
、
日
本

仕
様
に
改
造
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ヘ
ッ
ダ
の
部
分
を
、
北

海
道
で
多
数
を
占
め
て
お
り
、
比
較
的
、
根
が
浅
い
移
植
栽
培
の

て
ん
菜
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
ス
カ
ル
パ
の
高
さ
を
調
整
し
な

が
ら
、
根
を
倒
さ
ず
に
茎
葉
部
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
フ
ィ
ラ
ー

ホ
イ
ー
ル
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
茎
葉
を
切
断
す
る
ト
ッ
パ
、

て
ん
菜
を
タ
ン
ク
に
送
り
込
む
デ
フ
ォ
リ
エ
ー
タ
、
リ
フ
タ
か
ら

な
る
。

写真1 短紙筒狭畦移植機

撮影：藤田直聡

短紙筒狭畦移植機と自走式多畦収穫機を用いたてんさいの狭畦栽培の経営効果 �������
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作
業
性
に
つ
い
て
、
狭
畦
移
植
機
は
一
日
当
た
り
可
能
な
作
業

量
四
ha
（
実
作
業
時
間
九
・
三
三
ｈ
／
日
、
作
業
速
度
は
二
・
八

二
㎞
／
ｈ
、
作
業
幅
三
ｍ
、
圃
場
作
業
効
率
五
一
％
）
で
あ
る
。

作
業
者
数
に
つ
い
て
も
、
苗
の
剥
離
、
搬
送
ベ
ル
ト
へ
置
く
作
業

は
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う
た
め
、
一
名
減
が
期
待
で
き
る
。
多
畦
収
穫

機
は
、
作
業
速
度
、
圃
場
効
率
、
一
時
間
当
た
り
の
作
業
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
平
均
で
四
・
四
㎞
／
ｈ
、
五
二
％
、
〇
・
六
九
ha
で
あ

り
、
実
作
業
率
が
八
三
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
一
日
六
・

三
ha
の
作
業
が
可
能
で
あ
る
。

3
�
狭
畦
栽
培
の
効
果

移
植
栽
培
に
お
け
る
短
紙
筒
狭
畦
栽
培
（
紙
筒
の
高
さ
一
〇

㎝
、
条
間
五
〇
㎝
）
の
収
量
に
つ
い
て
、
試
験
結
果
に
基
づ
い
て

従
来
栽
培
（
紙
筒
の
高
さ
一
三
㎝
、
条
間
六
六
㎝
）
と
比
較
す
る

と
、
育
苗
期
間
が
七
週
未
満
で
あ
れ
ば
、
狭
畦
栽
培
の
収
量
は
、

密
植
の
効
果
に
よ
り
根
重
は
一
一
％
、
糖
量
は
一
四
％
そ
れ
ぞ
れ

上
回
る
。
そ
れ
に
対
し
、
育
苗
期
間
が
七
週
以
上
に
な
れ
ば
、
根

重
が
四
％
、
糖
量
が
六
％
そ
れ
ぞ
れ
下
回
る
。
し
た
が
っ
て
、
短

紙
筒
狭
畦
栽
培
に
よ
る
密
植
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
育
苗
期

間
を
七
週
以
内
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
直
播
栽
培
の
狭
畦

栽
培
の
収
量
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
直
播
栽
培
と
比
較
す
る
と
一

〇
ａ
当
た
り
収
量
は
八
％
、
糖
量
は
六
％
そ
れ
ぞ
れ
上
回
り
、
狭

畦
密
植
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
（
表
1
）。

写真2 自走式多畦収穫機

撮影：藤田直聡
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4
�
て
ん
菜
の
生
産
費
の
比
較

こ
こ
で
は
、
狭
畦
移
植
機
お
よ
び
多
畦
収
穫
機
を
利
用
し
た
場

合
に
つ
い
て
、
て
ん
菜
を
三
〇
ha
栽
培
す
る
法
人
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
生
産
費
を
試
算
し
、
従
来
の
作
業
機
を
利
用
し
た
場
合
を
比

較
す
る
こ
と
と
す
る
。

主
な
前
提
条
件
と
し
て
、
狭
畦
移
植
機
及
び
多
畦
収
穫
機
は
、

生
産
者
が
農
作
業
支
援
組
織
に
委
託
す
る
方
法
で
利
用
す
る
も
の

と
し
、
作
業
料
金
を
定
植
作
業
一
〇
千
円
、
収
穫
作
業
一
四
千
円

と
し
た
。
他
の
作
業
機
に
つ
い
て
は
新
品
か
つ
減
価
償
却
期
間
内

の
も
の
を
利
用
す
る
と
し
た
。

試
算
結
果
は
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
作
付
面
積
一
〇
ａ
当

た
り
生
産
費
は
、
移
植
栽
培
、
直
播
栽
培
と
も
に
、
狭
畦
移
植
機

及
び
多
畦
収
穫
機
を
利
用
し
た
場
合
は
従
来
の
作
業
機
を
利
用
し

た
場
合
と
同
等
で
あ
っ
た
。
生
産
物
単
位
当
た
り
の
生
産
費
は
、

こ
れ
ら
の
作
業
機
を
利
用
し
た
方
が
、
狭
畦
栽
培
に
よ
る
多
収
化

に
よ
り
移
植
栽
培
で
一
三
％
、
直
播
栽
培
で
七
％
、
従
来
の
作
業

機
を
下
回
っ
た
。

5
�
新
技
術
が
所
得
及
び
輪
作
作
物
の
作
付
面
積
に
与
え

る
影
響

こ
こ
で
は
、
将
来
、
経
営
耕
地
面
積
が
一
〇
％
増
加
す
る
条
件

に
労
働
力
の
減
少
が
加
わ
る
条
件
を
想
定
し
、
輪
作
作
物
の
作
付

表1 栽培方法および育苗期間別にみたてんさい狭畦栽培の収量の比較

資料：農研機構の現地試験結果による。
注1：従来の直播栽培の畦幅は60㎝としている。

糖量

従来比

％

114

－

94

－

106

－

ｔ／10ａ

1．42

1．24

1．09

1．15

1．41

1．33

根重

従来比

％

111

－

96

－

108

－

ｔ／10ａ

8．77

7．90

6．71

7．02

8．56

7．93

育苗期間

7週未満

7週以上

－

短紙筒狭畦

従来

短紙筒狭畦

従来

狭畦

従来

移植

直播
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面
積
と
所
得
を
、線
形
計
画
法
で
試
算
す
る
。主
な
前
提
条
件
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
線
形
計
画
モ
デ
ル
は
、
経
営
面
積

一
一
七
・
六
二
ha
（
て
ん
さ
い
を
三
〇
ha
）
生
産
す
る
法
人
の
調

査
に
基
づ
き
策
定
し
て
い
る
。
第
二
に
、
労
働
制
約
に
関
し
て
、

作
業
に
従
事
す
る
構
成
員
は
最
大
五
名
、
雇
用
労
働
力
は
最
大
五

名
と
す
る
。
第
三
に
、
作
付
け
は
小
麦
、
て
ん
菜
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、

タ
マ
ネ
ギ
と
し
、
タ
マ
ネ
ギ
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
当
該
法
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
一
七
・

四
ha
を
上
限
と
す
る
。

そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
て
ん
菜
生
産
技

術
が
従
来
の
ま
ま
で
は
、
春
季
の
労
働
競
合
に
よ
り
小
麦
の
作
付

面
積
が
増
加
し
、
労
働
力
が
現
行
と
変
わ
ら
な
い
条
件
の
所
得
は

現
行
と
概
ね
同
等
、
労
働
力
が
〇
・
五
人
減
る
（
構
成
員
の
一
名

が
セ
ミ
リ
タ
イ
ア
）
条
件
で
は
所
得
は
現
状
を
下
回
る
。
一
方
、

新
技
術
を
利
用
す
る
と
、
労
働
競
合
の
緩
和
に
よ
り
輪
作
の
維
持

・
適
正
化
が
可
能
と
な
り
、
所
得
は
現
状
を
上
回
る
と
予
測
さ
れ

る
（
図
1
）。

6
�
終
わ
り
に

て
ん
菜
の
狭
畦
移
植
機
及
び
多
畦
収
穫
機
は
、
取
得
価
額
が
高

額
な
た
め
、
農
作
業
支
援
組
織
を
通
し
た
利
用
が
必
要
と
な
る
も

の
の
、
投
下
労
働
時
間
の
減
少
、
労
働
競
合
の
緩
和
が
可
能
と
な

る
。
さ
ら
に
、
移
植
栽
培
、
直
播
栽
培
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

表2 狭畦栽培と従来の栽培のてんさい生産費の比較（試算値）

注1：てんさいを30ha生産する法人に調査に基づく試算である。
2：賃借料及び料金に、新技術の作業料金（定植作業10千円／10ａ、収穫作業14千円／10ａおよび収穫物搬送
トラックのリース料が含まれる。

直播栽培

狭畦

4，534
19，146

0
15，700
16，523
12，253
3，230
71，386
5，457
13．08

従来

3，435
19，146

0
0

16，523
27，128
5，421
71，653
5，100
14．05

移植栽培
短紙筒
狭畦
2，879
19，572
9，210
25，700
17，872
13，939
12，937
102，110
6，840
14．93

従来

2，181
19，618
8，536

0
17，872
37，048
17，344
102，599
6，000
17．10

単位

円／10ａ

円／10ａ
ｔ／10ａ
円／㎏

種苗費
肥料費
その他の諸材料費
賃借料及び料金
その他の物材費
固定費
労働費
10ａ当たり合計
10ａ収量
1㎏当たり
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密
植
栽
培
の
効
果
で
あ
る
収
量
増
に
よ
り
、
生
産
物
単
位
当
た
り

の
て
ん
菜
生
産
費
の
低
下
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
畑
作
経
営
の

所
得
に
つ
い
て
は
、
経
営
耕
地
面
積
が
増
加
し
、
労
働
力
が
〇
・

五
人
減
少
す
れ
ば
、
生
産
技
術
が
従
来
の
ま
ま
の
場
合
は
、
小
麦

の
過
作
お
よ
び
所
得
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
の
に
対
し
、
新
技
術

を
導
入
し
た
場
合
は
、
輪
作
の
維
持
・
適
正
化
に
よ
り
、
現
状
よ

り
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

た
だ
し
、
移
植
栽
培
の
場
合
、
育
苗
期
間
を
七
週
以
内
に
し
な

け
れ
ば
、
一
〇
ａ
当
た
り
収
量
が
減
少
す
る
こ
と
と
、
短
紙
筒
狭

畦
移
植
機
を
利
用
し
て
定
植
作
業
を
行
う
際
、
苗
の
水
分
管
理
の

調
整
具
合
に
よ
っ
て
は
、
圃
場
作
業
効
率
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

参
考
文
献

・
長
尾
正
克
（
二
〇
一
三
）
：
「
寒
地
畑
作
の
要
│
テ
ン
サ
イ
」、
一
般
社
団

法
人
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
編
『
新
北
海
道
農
業
発
達
史
』、
ｐ
ｐ
二

〇
〇
│
二
三
三
。

・
白
井
康
裕
・
山
田
洋
文
・
梶
山

努
（
二
〇
一
六
）
：
「
テ
ン
サ
イ
の
作

付
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
課
題
│
テ
ン
サ
イ
の
作
付
け
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
分
析
│
」、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業
経
済
研
究
、
一
九
（
二
）
：
ｐ

ｐ
六
九
│
七
七
。

注⑴
詳
細
は
、
長
尾
（
二
〇
一
三
）、
白
井
ら
（
二
〇
一
六
）
を
参
照
。

図1 法人の所得および輪作作物の作付面積にテンサイ新技術が及ぼす影響
（経営耕地面積が10％増加する場合の試算値）

注1：経営面積117．62ha（てんさいを30ha）生産する法人の調査に基づき、線形計画法を用いて試算した。
2：労働制約に関して，作業に従事する構成員は最大5名，雇用労働力は最大5名とする。
3：タマネギの作付面積については、当該地域のガイドラインとして、当該経営法人に指定されている17．4ha
を上限とする。
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編
集
後
記

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
七
月
号

よ
り
担
当
し
て
以
来
、
編
集
委
員
の
各
先
生
は
も
と
よ
り
、
各
執

筆
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
全
農
林
や
各
関
係
者
・
読
者
の
皆
さ

ん
に
紙
面
を
借
り
て
感
謝
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
二
二
年

一
月
号
、
Ｎ
Ｏ
八
四
一
号
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
本
誌
へ
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
と
い
う
の
か
共
存
な
の
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
置
か
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
生
き
残
り
を
か
け
る
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
と
な
っ
て
ま
た
ぞ
ろ
襲
い
か
か
っ
て
き
て
お
り
、
年
末
・
年

始
の
移
動
等
も
相
俟
っ
て
、
感
染
拡
大
に
よ
る
日
常
生
活
や
経
済

活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」

は
影
を
潜
め
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
が
台
頭
す
る
中
で
、
改
め
て

一
人
一
人
の
自
覚
と
行
動
、
社
会
活
動
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
一
年
が
皆

さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
、
社
会
的
弱
者
を
生
み
出
さ

な
い
世
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
農
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
一
年
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
間
、
規
制
改
革
一
辺
倒
で
進
め
ら
れ

て
き
た
関
係
法
案
の
改
廃
や
見
直
し
、
各
種
政
策
の
遂
行
が
も
た

ら
し
た
様
々
な
成
果
（
？
）
と
課
題
が
浮
き
ぼ
り
と
な
る
な
か
、

本
誌
年
頭
所
感
に
あ
る
よ
う
に
、
新
自
由
主
義
的
政
策
の
再
来
・

進
行
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
一
方
、
気
候
変
動
対
応
と
し
て

の
Ｃ
Ｏ
2

削
減
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
あ
り
方
と
具
体
化
で
す
。
い
ず
れ
も
こ
の
一

月
に
招
集
さ
れ
る
通
常
国
会
に
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
真
摯
で
建
設
的
な
議
論
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
特
集
は
、
ま
さ
に
Ｃ
Ｏ
2

削
減
や
環
境
負
荷
問
題
、
さ

ら
に
は
世
界
的
な
食
糧
供
給
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
畜

産
の
課
題
と
展
望
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
編
集
を
通
じ
て
畜
産
・
酪

農
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
課
題
・
問
題
に
触
れ
、
改
め
て
「
事

の
重
大
さ
」
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
日
本
に
お
け

る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
即
効
性
を
持
っ
た
取
り
組
み
と
国
民
の
理
解
と
共
有
化
の
必

要
性
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
個
人
的
に
は
、「
動

物
の
福
祉
に
配
慮
す
る
…
」
は
興
味
深
く
編
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
お
読
み
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
へ

の
感
想
を
事
務
局
に
送
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
今
号
の
写
真
は
静
岡
分
会
よ
り
提
供
頂
き
ま
し
た

が
、
年
の
初
め
は
や
は
り
「
富
士
山
」
で
す
ね
。
同
誌
に
は
何
度

か
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
神
々
し
さ
を
感
じ
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ

た
く
な
る
の
は
筆
者
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

（
柴
山
）
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